
    
      
        
      
    

  











本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私には、生まれ変わったら乙女おとめゲームの悪役令れい嬢じようになりたいという願望があった。毒を吐はく悪役令嬢の裏の顔は、きっと芯しんを持つ強い女性だと思っていたからだ。

　私の友達はみんなヒロインになりたがっていた。イケメンに囲まれて、逆ハーレム状態というやつに憧あこがれているらしい。正直、私はヒロインが嫌きらいだ、というより苦手だ。特とく殊しゆ能力があり、平民でも特別に貴族の魔ま法ほう学園に入ることが出来、天使のような笑え顔がおと言われ、いつも綺き麗れい事ごとばかり言って王子の心を弄もてあそぶ鈍どん感かんさを持ち……という私の個人的なヒロインへの見解は置いておこう。

　とにかく、私は悪役令嬢になりたかった。ヒロインに対し毒を吐いてしまう彼かの女じよの気持ちが分かるからだ。

　死んだら転生しないかな、とぼんやり考えながら歩いていると、トラックにはねられ本当に死んでしまった。




　という前世の記き憶おくを、七歳の今、突とつ然ぜん思い出した。




　私はウィリアムズ家の長女アリシア……。そう、私が前世で最もハマった乙女ゲームの悪役令嬢だ。アリシアは老ろう若にやく男なん女によ問わず魅み了りようしてしまう美び貌ぼうを持ち、漆しつ黒こくの髪かみに黄金の瞳ひとみが特とく徴ちようの美少女……。

　しかし、皆みなの目はヒロインに向けられる。それを妬ねたみ、アリシアは、どんどん腹黒い悪女になっていくのだ。

　無意識に口元が緩ゆるんでしまう。

　私は悪役令嬢になれたのだ。

　こうなったら、この世で一番の悪女になって歴史に残ってやるぞ！







　現在七歳　ウィリアムズ家長女　アリシア




　この世界には魔ま法ほうが存在する。しかし、魔法を扱あつかえるのは貴族のみ。まぁ、後に魔法を使える平民のヒロインが出てくるのだけど……。それはひとまず置いておきましょ。そして私──アリシアも勿もち論ろん魔法が使える。

　ウィリアムズ家は闇やみの魔法を専門とする大貴族である。闇、光、水、風、火。この世界を支える魔法として主となっているのがこの五つである。専門といっても、実際その魔法をどのくらい使えるかは本人の実力次し第だい。

　当然、私は闇の魔法を完かん璧ぺきに扱えるようになってみせる。この世で一番の悪女になるのだから、魔法ぐらい簡単に使えないとね。明日から早起きして図書室に籠こもって使い方を調べましょ。




「おはよう、ロゼ！」

　私がそう言って部屋を飛び出すと、私に仕えている侍じ女じよのロゼッタは目を丸くした。まるで幽ゆう霊れいでも見たような反応ね。確かに、朝の挨あい拶さつも早起きもしたことがなかった前までの私じゃ考えられないもの。家族全員に呆あきれられるくらい、傲ごう慢まんで、自分勝手で、口を開けば文もん句くばかり言っていたわ。

　今思えば、アリシアは随ずい分ぶんと甘あまやかされて育てられていたのね。だから、自分に甘くなっていったのよ。……けどそれはもう過去の私。今日からは自分に厳しく生きるのよ。さようなら、今までの私。もう二度と昔の自分に戻もどることはないわ。




　庭でお兄様達が剣けんのお稽けい古こをしているのが見えた。こんな朝から毎日しているのかしら。私もお兄様達を見習わないとね。

　私はそんなことを思いながら彼かれらを眺ながめた。一番年上のアルバートお兄様は現在十二歳。そして現在十歳の双ふた子ごのアランお兄様とヘンリお兄様。三人のお兄様は私と違ちがって物もの凄すごく優ゆう秀しゆうだ。まぁ、小さい頃ころからお父様の英才教育を受けているのだから当たり前よね。

　お兄様達はヒロインの攻こう略りやく対象に当たるから全員超ちよう美形。お兄様達をヒロインにとられたと思ったアリシアはヒロインを虐いじめて、挙げ句、お兄様達に嫌きらわれて見放されるのよね。ああ、なんて素す敵てきな悪女。でも、ゲームでアリシアがどんな風にヒロインを虐めていたのかが思い出せないのよね。……いいわ、私のやり方で虐めるしかないわね。

　お兄様達の剣のお稽古を見ていたら私もやりたくなってきた。前世の私はスポーツが大好きで、結構運動神経良かったのよね。流石さすがに剣けん術じゆつの経験はないけれど。だからこそやってみたいわ。やっぱり悪女と言えば、身体的にも強くないとね。

「お兄様！　私にも剣術を教えてください」

　私の言葉に反応してお兄様達は手を止めて私の方を見た。あら、見たことのない阿あ呆ほ面づらだわ。そんなに目を瞠みはらないで。私が変なこと言ったみたいになるじゃない。……この世界では女が剣術を習うのはいけないことだったかしら。

「アリ？　熱でもあるのか？」

　目を丸くしたままアルバートお兄様が私の顔を見る。

「私は至って健康ですわ」

「……どうしていきなり剣術を習いたいなんて思ったんだ？」

　アルバートお兄様は驚おどろいたものの、すぐさま優やさしく私に微笑ほほえんだ。お兄様といえど美形の威い力りよくは半はん端ぱないわね。そんな笑え顔がおをあちこちで向けないでくださいね。たくさんの女性が泣くことになりますわ。

　私はアルバートお兄様に向けてニッコリと笑って言った。

「強くなりたいからです」

「「噓うそだろ」」

　アランお兄様とヘンリお兄様の声が重なった。流石双子だわ、息ピッタリ。アルバートお兄様なんて、私の返答に驚いたのか顔が固まっている。強くなりたいって言っても、要はヒロインを虐める強さが欲ほしいってことよ？　言葉が足らなかったかしら。

　アルバートお兄様が私の顔をまじまじと見つめ、額に手を当てた。失礼ね、熱なんてないわ。私は真しん剣けんに言っているのよ。

　アルバートお兄様の両サイドにアランお兄様とヘンリお兄様の顔が並んだ。美形三人に見つめられるなんて、妹でも照れちゃう。

「アル兄、どうするの？」

　ヘンリお兄様がアルバートお兄様に聞くと、アルバートお兄様は少し眉み間けんに皺しわを寄せ、目を瞑つぶった。それから蚊かの鳴くような声で何かを呟つぶやいてから私の方をじっと見る。

「いいよ」

　とアルバートお兄様は優しく微笑んで言った。

　アルバートお兄様、蚊の鳴くような声でも、私にはちゃんと聞こえましたわ。どうせ続かないだろう、とおっしゃったのを。私、やると決めたらとことんやり通す主義よ。世界一の悪女になるためならどんな困難も乗のり越こえてみせるわ。

「有あり難がとうございます」

　満面の笑えみで礼を言う私を、お兄様達は訝いぶかしげに見ていた。




「アリはまず基き礎そ体力をつけないといけない」

　予想はしていたけど、いきなり剣術は教えてくれないみたい。確かに基礎体力は大事よね。

「毎日の課題として、腹筋百回、腕うで立たて五十回はやること」

　アルバートお兄様が笑顔でそう言った。その優しい笑顔がなんだかとても怖こわく見えるんですけど。でも、腹筋百回や腕立て五十回くらいなら結構余よ裕ゆうで出来るような気がするわ。前世で少しだけ新体操を習っていたもの。バク転とかバク転宙返りは余裕だったわ。……今の私は筋肉が全くないから、出来るか分からないけど。とにかくあの頃は、毎日腹筋三百回、腕立て百回、スクワット百回くらいはこなしていたわよ。

「アル兄もひでぇな」

「もうアリに無理難題言ってるぜ」

　アランお兄様とヘンリお兄様がこそこそ話しているのが聞こえた。……無理難題？

　確かに前までのアリシアにはそうだったかもしれないけれど、今の私──アリシアなら朝飯前よ。まぁ、お兄様達は私が前世の記き憶おくを思い出したことなんて知らないのだけど。

「分かりました、お兄様。ではその基礎体力をつければ剣術を教えていただけますのよね？」

「ああ。とりあえず、一週間続けられたらね」

　一週間!?　たったの一週間も続かないと思われているなんて。

「馬ば鹿かにしないでください」

　私はそう言ってその場を離はなれた。

　今の言い方、まるで悪女みたいだったわ。お兄様を睨にらんだのなんて人生で初よ。アランお兄様とヘンリお兄様は口をぽかんと開けて私を見ていたわ。今まで極度のお兄様っ子だった私がお兄様を睨んだのよ？　この調子でどんどん悪女磨みがきをするわ。私は軽くスキップしながら次に図書室へと向かった。




　ウィリアムズ家の図書室は王宮の図書室を除のぞけば貴族の中で最大だと聞いたことがある。確かに大きいと思う。迷子になりそうだ。

　自分の背せ丈たけの倍以上の本ほん棚だなが遠くまで続いている。その上、この図書室は二階建てだ。……実はここに来るのは転生前を含めても初めてだ。お目当ての闇魔法の本がどこにあるかすらわからない。どうしましょ……。とりあえず、適当に歩き回ってみることにしよう。

　童話、植物の本、動物の本、医い療りよう本ぼん……、ない！　魔法関連の本が一冊も見つからないわ。こっそり魔法を習得したいから本の在あり処かを人に聞きたくないし……。

　私はふと、目の前にあった植物の本を手に取った。

　約一時間でまるまる一冊読み終えてしまったわ。空飛ぶ植物や、光を放つ植物など、この世界には素敵な植物がたくさんあるのね！　前世になかった植物ばかり載のっていて、とても面おも白しろかったわ。今日はこのまま植物関連の本を読みましょ。

　私は魔法の本を探すのを忘れ、植物の効果が書かれている本を読よみ漁あさり始めた。




「アリシア様～」

　ロゼッタの声が遠くで聞こえた。そこで私は、本を読み始めてから十時間が過ぎていたことに気付いた。昼食も食べずに集中していたみたい。

　時計を見るとちょうど夜の六時だった。あら、もう夕食の時間ね。

「アリシア様～」

　ロゼッタの声がまた聞こえた。私は本を置いて何冊読んだのか数えた。一、二、三……、二十三冊。十時間で二十三冊……。最初の一冊は一時間かかったのに……。だんだん読むスピードが上がったってことかしら。

　ぐぅ[image: ][image: ][image: ]

　お腹なかの音が図書室に盛せい大だいに響ひびいた。とりあえず、私は駆かけ足あしで食しよく堂どうへと向かった。




　夕食を終えて部屋に戻るとやたらと眠ねむ気けが襲おそってきた。

　お父様もお母様もお兄様達も私の食べっぷりに驚いていたわね。普ふ段だんの三倍ぐらい食べちゃったんだもの。このまま寝ねたいけど……その前に筋トレをしないとね。私は腹筋を始めた。

　正直……きついわ。今は全く筋力がない状態だから五十回だけでも辛つらい。でも、ここで諦あきらめるわけにはいかないわ。悪女になるためには忍にん耐たい力りよくも必要よ。私はなんとか百回終わらせた。ご飯を食べた後だから少し気持ち悪いけど、腕立てなら出来そうだわ。

　……だめだわ、十回目でもう腕うでが震ふるえる。

　なんてひ弱な腕なのかしら。七歳の筋力なんて無むに等しいのね。二十三回目にして体勢を崩くずしてしまった。もう起き上がれない。けど、これも立派な悪女になるための試練なのよ。

　私は心を奮ふるい立たせてなんとか腕立てを五十回終わらせた。

　筋トレをしたせいで目が冴えてしまったし、久しぶりにバク転をしてみようかしら。

　この部屋はかなり広いから、私の体型なら、三回は連続でやれそうね。

　私は勢いよく体を反らした。床ゆかが見える。懐なつかしい感覚だわ。一回、二回……、三回。出来た！　最後は若じやつ干かんあやしかったけど、一応出来たわ！　前世といえども一度体に染しみついたものは出来るものなのね。ああ、バク転をやり遂とげたら、ようやく眠ねむたくなってきたわ。

　私はそのままベッドに向かった。




　今日も朝早くに起きられたわ。私は時計を見て、ロゼッタが起こしに来るまであと三十分はあることを確かく認にんした。お兄様達はきっともっと早くから起きて剣のお稽古をしているのよね。私も負けていられない。とりあえず、腹筋をしましょ。やってみるとあっさり百回出来た。あら、私、やれば出来る子？　筋肉痛にもなっていないし……。

　ゲームじゃどうしてあんなに何も出来ない子だったのかしら。……きっと、甘やかされて育ったからね。ということは、今から私のスキルを上げておけば、ゲームの中のアリシアよりも悪女になれるってことよね。ああ、想像するだけで口元が緩ゆるんでしまうわ。




　私は息を整えると、着き替がえて図書室に向かった。庭でお兄様達が剣のお稽古をしているのが見える。ああ、見れば見るほどやりたくなってくるわ。

　お兄様達の紫むらさき色いろの瞳ひとみが太陽に反射してとても美しいわ。お兄様達は三人とも紫の瞳で、お父様譲ゆずり。私だけが黄金の瞳で、お母様譲り。やっぱり黄金の瞳より紫色の瞳の方が悪って感じがするわよね。でも！　肝かん心じんなのは中身よ。瞳の色なんか関係ないわ。私はそう自分に言い聞かせて図書室に向かった。

　昨日とは違うエリアを三十分探し続けた。それでもやっぱり魔法の本は見つからない。簡単に見つかるとは思っていなかったけど、こんなにも骨が折れる作業だったなんて……。とりあえず、今日は動物に関する本を読みましょ。




　そんな毎日を繰くり返かえし、あっという間に一週間が過ぎた。屋や敷しきでは私が朝起きてから、いつもすぐどこかに消えていると噂うわさになり、私がおかしくなっちゃったから医者を呼んだ方が良いいっていう提案まで出たらしい。失礼しちゃうわ。私は至ってまともよ。

　でも確かに、まさか私が図書室に籠もっているとは誰だれも思わないわよね。お父様にはいつもどこに行っているのかと夕食の時にも尋たずねられたけれど、ニッコリと笑って、誤ご魔ま化かし続けた。

　まるで裏で何か腹黒いことをしているみたいな態度でしょ？　それを七歳でしているのだもの。まぁ、中身は七歳じゃないけど、それでも将来はきっと極ごく悪あくになるに違いないわ。

　それに、私はこの一週間で飛ひ躍やく的てきに成長したと思うの。勿論、身長の話じゃないわよ。一時間で十冊の本を読みきれるようになったの。毎日十時間くらい本を読むから、つまり一日で百冊。正直自分でも驚いているし、気持ち悪いと思っているわ。けど何な故ぜか読めちゃうのよね。脳の処理能力が高いってことかしら。

　そして、筋力もかなりついたわ。見た目だけだと分かりにくいけれど、腹筋五百回、腕立て三百回はこなせるようになったのよ。

　ひねりやバク転宙返り、テンポ宙返りも出来るようになったし……。不思議だわ、理由が全く分からないのよね。私の身しん体たい能力、ちょっと超ちよう人じんすぎない？　それとも魔法の使えるこの世界では、これくらいは当たり前なのかしら。私はそんなことをぼんやりと考えながら、剣術を教えてもらうためにお兄様を探した。




　……何かしら、あのとてつもないオーラを放った人達は。

　庭にお兄様達以外に数名の人がいた。あ……あれはヒロインの攻略対象達だわ。

　私は彼らを物もの陰かげから眺めた。やっぱりみんな目が溶とけてしまいそうなくらい顔が整っているわ。

　それにしても、こんなに早く彼らに会えるだなんて、私ったらなんて幸運なのかしら。今のうちに私が悪女だということを植えつけておけるもの。

　私は彼らの顔を見ながら必死に前世の記憶をよびさました。

　今にも燃えそうな赤あか髪がみ、ハドソン家のエリック様、十歳。火の魔法を専門としている。あの美形達のなかで一番背が高い。

　輝かがやく金色の髪、スミス家のフィン様、十歳。光の魔法を専門としている。身長が低く幼い雰ふん囲い気き……。

　神秘的な灰色の髪、エバンズ家のゲイル様。十二歳。風の魔法を専門としている。眼鏡めがねをかけていて、比ひ較かく的てき大人びた印象。

　深緑の髪を一つにまとめているのが、ケンウッド家のカーティス様、十二歳。緑の魔法を専門としている。あのなかでは一番色気があるんじゃないかしら。

　ちなみに、緑の魔法は五大魔法に入らない。この世界には闇、光、水、風、火の五大魔法以外にもたくさんの種類の魔法がある。五大魔法を使える、位が高い貴族のみが「五大貴族」と呼ばれているのだ。

　あ、それから、最後に一人……。国王の息むす子こ、シーカー家のデューク様。十二歳。国王と同じ水の魔法を専門としている。海のような青い髪に、少し小麦色の肌はだの精せい悍かんな美形。身長も結構高くて……実は私のタイプなのよね。他の美形と比べて明らかにオーラが違う。けど、乙女おとめゲームのハッピーエンドなら彼とヒロインがくっつくのよね。しょうがないわ、今回はヒロインに譲りましょ。

　全員思い出せたことだし、そろそろ挨拶に行かないとね。

　私は深呼吸してから美形男子の方へ足を進めた。

「おはようございます」

　口角を軽く上げて挨拶をすれば、美形達が一いつ斉せいに私の方を向いた。間近で見ると顔面偏へん差さ値ちの高さに気絶しそうだわ。

「この子がアルの妹？」

「かっわい！」

「ちっさいな～」

　皆みな、目を輝かせながら私を見ている。こういう時、悪女ならどんな反応をするべきかしら。謙けん遜そんは絶対にしないはずよ。ということは、可愛かわいいと言われたことを肯こう定ていすればいいのかしら。……違うわ、その前に自己紹しよう介かいよ。礼れい儀ぎを知らない無礼な女だと思われたくないわ。

「アリシアと申します」

　私はそう言って軽くスカートをつまみ、頭を下げた。

「おい、アランとヘンリが言ってた妹と全然印象が違うじゃないか」

　誰かがそう呟いたのが聞こえた。

　……アランお兄様とヘンリお兄様は一体私のことをなんて言っていたのかしら。まぁ、大体予想は出来るけどね。

「それでアリシア、どうしたんだ？」

　どうしたんだ？　って、アルバートお兄様、まさか忘れていたの……？　私はこの日のために毎日基礎体力をつけていたのよ！

　喉のどまで出かかった言葉を飲のみ込こんで、私は心を落ち着かせ、きっぱりと告げた。

「剣術を教えてください」

　前と同じ反応だわ。お兄様達だけでなく、他の美形達まで。

　私、そんなに変なことを言っているのかしら。

「アリ、それは毎日君が腹筋と腕立てをしたらの話だろ？」

　アルバートお兄様が微笑みながら私をたしなめるように言う。

　……やったわよ！　もはや、お兄様が出した課題の何倍もこなしたわ。私を馬鹿にしすぎではなくて？

　だんだん腹が立ってきた。自分でも頰ほおが膨ふくれているのが分かる。ああ、なんて悪女っぽくない怒おこり方なのかしら。まだまだ子どもなのね……中身は違うけど。いえ！　悪女歴は浅いもの。しょうがないわ。理性より感情が勝ってしまう。

「怒った顔も可愛いな」

　カーティス様、無む駄だな色気は出さなくていいのでちょっと黙だまってくださるかしら。

「アリ、剣は危ないものなんだよ。子どもには無理だ」

　アルバートお兄様が私の頭を優しくポンポンと叩たたく。前世でどうしてこの頭ポンポンが胸キュンする要素に入っていたのかしら。むしろ、胸がムカムカするわ。胸キュンじゃなくて胸ムカに改名した方がいいわね。

　私はその手を軽くはたいた。お兄様の表情が固まる。お兄様だけでなく皆の顔も固まった。さっきまでの穏おだやかな空気が一いつ瞬しゆんにして張はり詰つめる。

　えっと、こうした後にどうするんだっけ。……肝心な時に何も思いつかない。

　こうなったら感情に任せて行動するのみ！

　私はお兄様の腰こしに差してある小さい方の剣を抜ぬいた。

　……おっも！　剣ってこんなに重いの？　確かに筋トレは必要だわ。

　けど一週間頑がん張ばった成果は出ていた。前までの私の筋力なら多分持つことすら敵かなわなかったもの。今の私ならこの剣を振ふり回まわすことぐらい……出来なくはない。

　私は剣を持ったまま木の根元に近づき、呼吸を整えてから自分の足に全ての力を集中させた。落ちかけている林りん檎ごの位置を確認してから思いっきり木の幹を蹴けった。

　……落ちてよね。ここで落ちなかったら物もの凄すごく恥はずかしい思いをすることになるんだから。

　私は林檎の落下軌き道どうを本で読んだ通りに計算した。たくさん本を読んでいて良かったわ。私は勢いよく剣を横に振った。




[image: ]

　地面を見ると、二つに割れた林檎が転がっていた。

　……噓、成功しちゃったわ。

　顔を上げると、皆目を丸くして、マネキンみたいに固まっている。何か反応してほしいわ。もしや、今こそ悪女の印象を植えつけるチャンスなのでは？

　私は息を吸って背筋を伸のばし、真っすぐ皆の方を見た。

「お兄様、馬鹿にしないでくださいと言ったはずです。私には目標があるのですわ。そのためならどんな困難も乗り越えてみせますわ」

　素す晴ばらしいでしょう。まさに悪役が言う台詞せりふね。自分の目標のためならどんなことだって出来ちゃうんだから。

「凄すごいな」

　最初に声を出したのはデューク様だった。デューク様は口角を少し上げて私の方をじっと見ている。

　さっきまで全く私に無関心だったのに……。急にそんなに見つめないでほしいわ。透すき通とおった青い瞳にじっと見み据すえられて自分の体温が上がるのが分かる。

　アルバートお兄様が二つに割れた林檎を手に取り、まじまじと見つめた。それから、いつもの微笑みではなく、真剣な表情で私を見て言った。

「本当に剣術を習いたいのか？」

　最初からそう言っているのに、伝わってなかったみたいね。私は大きく頷うなずいた。アルバートお兄様は少し考かんがえ込こんでから、分かった、と呟いた。

　……今、分かったっておっしゃいました？　ということは私ついに剣術を習えるの？

「本当に～!?」

　……最悪だわ。心で思ったことをそのまま口に出してしまった。さっきまで完璧な悪女を演じていたのに……。だって、本気で習いたかったのだもの。悪女だって素す直なおに喜ぶこともあるわ！

　アルバートお兄様の顔が綻ほころんだ。

「本当だよ」

　私の頭を撫なでながら優しく言ってくれた。さっき頭を触さわられた時は腹立たしかったのに、今は物凄く嬉うれしいわ。私は思わずアルバートお兄様に抱だきついた。

「有難う！　アルバートお兄様大好き！」

「アルバート、顔がにやけてるぞ」

「照れてるんじゃないか」

「いいな、アル兄」

　あら、アルバートお兄様、顔がにやけているの？　それは見てみたいわ。

　けれど、私が顔を上げた時にはいつもの優しい表情に戻っていた。……つまんないの。

　あっ！　そうだわ、そろそろ図書室に行かないと。今日のノルマは欠かせないわ。

「ではお兄様、また後ほど。皆みな様さまごきげんよう！」

　私はそう言いながら、呆あつ気けにとられた面子メンツを置いて、少し駆け足でその場を離れた。







　現在八歳　ウィリアムズ家長女　アリシア




　私は一年間のアルバートお兄様のスパルタ練習を経て、剣けんを振ふり回まわせるようになった。そう、振り回せるようになっただけ。まずは何時間も剣を持てる筋力をつけなければならないと言われ、この一年の間、鍛きたえ続けた。

　お兄様達は流石さすがに私が一年間も続けられるわけがないと思っていたらしい。確かに途と中ちゆうで飽あきたわ。だって毎日毎日ただ重たい剣を持って素す振ぶりの練習ばかりなのよ？　私にはこの世で一番の悪女になるっていう目標があったから続けられたけれど、それがなかったら三みつ日か坊ぼう主ずになっていたところだわ。

　本当は剣を長時間持てないことが悔くやしくて、毎晩部屋を抜ぬけ出だして庭で自主練していたのは内ない緒しよだけど。私、負まけず嫌ぎらいの上に、根こん性じようだけはあるのよね。けど、歴史に残る悪女ならきっともっと努力しているはずよ。まだまだ頑がん張ばらないとね。

　私は一年で約四千冊の本を読んだ。普ふ通つうの人が一年にどれだけ本を読むかは分からないけれど、多い方だと思うわ。

　それなのに、闇やみ魔ま法ほうの本は一冊も読んでいないのよ。こんなに探しているのに全然見つからない。そもそも、あの図書室に魔法に関する本があるのかを疑ってしまうわ。

　それと、お屋や敷しきでは私が剣けん術じゆつを学び始めたり、毎日十時間ぐらいどこかへ消えてしまったりするから、色々な噂うわさが出たらしい。けど、私はその噂を知らないのよね。お母様は驚おどろいただけだったけれど、お父様は私のことを物もの凄すごく心配して、本気で医者を呼ぼうとしたみたい。勿もち論ろん、それは阻そ止ししたわ。

　それからあの日以来、見み目め麗うるわしい攻こう略りやく対象の方々も頻ひん繁ぱんにお屋敷を訪おとずれるようになった。ヘンリお兄様に理由を聞いたら、私の様子を見に来ていたのだとか。私は客寄せパンダじゃないのよ。こっちは真しん剣けんなのに面おも白しろがらないでほしいわ。

　まぁ、悪女たるもの、どんな状じよう況きよう下かであろうと冷静にならないといけないから、気にせず剣のお稽けい古こに集中しているのだけれど……特にデューク様が稽古している私をずっと見ているのよね。心臓がもたないわ。他の方々と一いつ緒しよに喋しやべっていればいいのに……。

　それに目が合うと、とても優やさしい表情をなさるのよ。あんな顔されると誰だれでも一いつ瞬しゆんで恋に落ちるわよ。

　だけど、私は落ちないわ。

　だって知っているもの、デューク様はヒロインと恋に落ちるってことを。







　現在十三歳　ウィリアムズ家長男　アルバート




　我わが儘ままで傲ごう慢まんに育ってしまった妹──アリシアは最初俺おれの手に負えなかった。少し甘あまやかしすぎたのかもしれない。俺と双ふた子ごの弟達は初めて出来た妹をとても可愛かわいがった。しかしそれが悪かったのか、アリシアは自分中心にこの世が動いていると思ってしまった。

　そんなある日、突とつ然ぜんアリシアが剣けん術じゆつを習いたいと言い出した。正直、かなり腹が立った。いつもの我儘で、俺やアランやヘンリ達と一いつ緒しよにいたくて言ってきたのだと思ったからだ。これまで自分がやってきた剣術を馬ば鹿かにされても困る。それはきっとアランやヘンリも同じ気持ちだっただろう。だから俺は、我儘な妹に無理な課題を突つきつけた。腹筋百回と腕うで立たて五十回なんて絶対に七歳の女の子には出来ない。

　しかし、その条件を言った時、アリシアは怒おこったのだ。しかもいつもの傲慢な態度ではなく、威い厳げんのある凜りんとした佇たたずまいで俺を睨にらんだのだ。

　アリシアのあんな表情は見たことがない。自分の目が信じられなかった。太陽に反射して輝かがやくアリシアの黄金の瞳ひとみに思わず見み惚ほれた。

　アリシアが真しん剣けんなことは分かったが、とはいえ、一週間も続かないと思っていた。これまでのアリシアなら絶対に無理に違ちがいないと。

　だが、アリシアが俺の腰こしから剣けんを抜ぬいた瞬しゆん間かん、背筋が凍こおった。普ふ通つうの女の子の筋力で持てる重さではない剣を、アリシアは軽々と俺の腰から引ひき抜ぬいたのだ。

　それから、木の幹を蹴けって林りん檎ごを真っ二つに切り落とした。正直そんな技わざは俺にも出来るか分からない。林檎の落ちる軌き道どうが分かっていなければ無理だし、何より、かなりの力とスピードが必要だ。偶ぐう然ぜんでやれることではない。

　そして、何よりも俺が驚おどろいたのは、毎日のようにデュークがアリシアの様子を見に来ていたことだ。よく冷たい目をしている印象が強いデュークが他人に、しかも女の子に興味を示すなんて珍めずらしい。それも俺達に向けたこともないような優やさしい眼まな差ざしで。

　あんな柔やわらかな表情をしているデュークを俺は初めて見た。

　そんなある日、アリシアが稽けい古この後に何をしているのかを探さぐろうという話になった。デュークはあまり乗り気じゃなかったようだが、結局、一緒について来た。メイド達の噂うわさによると、実はアリシアは図書室へ行っているらしい。俺は耳を疑った。あのアリシアが本を読むのか、と。噂の真相を確かめるため、皆みなでアリシアの後をつけることにした。

　アリシアの行動にアランとヘンリはあんぐりと口を開いていた。勉強嫌ぎらいのアリシアが本当に本を読んでいるとは誰だれも想像していなかった。

　しかも妙みようにページを捲めくるスピードが速い。アリシアが本を閉じた瞬間、俺は時計を見た。十分もしないうちに一冊読み終えたらしい。これには皆が驚いた。デュークも目を瞠みはっている。ゲイルが、噓だろ、と小さく声を漏もらした。

　それからアリシアは次の本を手に取りまた読み始めた。一見、内容が頭に入っていないのではないかと思ったが、よく見ると目の動きが尋じん常じようじゃないくらい速い。アリシアはそうして約十時間、夢中になって読んでいた。俺達はアリシアが出て行ったのを確かく認にんした後、アリシアが読んだ冊数を数えた。言葉を失った。

「十時間で百冊……」

「天才少女」

　ゲイルがぼそっと呟つぶやいた。皆が頷うなずいたのが聞こえた。そうだアリシアはきっと自覚なしの天才なのだ。




　その後、俺の部屋でアリシアの行動について話していた。すると外から風を切るような音が聞こえてくるではないか。俺達は二階のベランダから庭を見た。

「!!」

　そこには小さな女の子が剣を持ち、汗あせにまみれながら素す振ぶりをする姿があった。夜の闇やみよりも黒い髪かみが揺ゆれ、月明かりに照らされた黄金の瞳が神秘的で、俺達は皆アリシアに見惚れた。

「美しいな」

　俺は自分の耳を疑った。デュークが人に対して美しいなんて言ったのを初めて聞いたからだ。デュークがアリシアに好意を抱いだいただろうことはそれだけで察するにあまりある。

　夜の自主練もしていたからなのか、アリシアは一年で難なく剣を持てるようになったのだ。

　その頃にはもう俺は驚かなくなっていた。本来なら自主練をしていたとしても、たったの一年で一日中剣を持てるようになるなんてことは男でもまず難しい。剣の重さは鍛きたえた八歳の筋力でどうこう出来る重さじゃないのだ。

　アリシアを変えたのは一体なんなのだろうか。そして彼かの女じよは一体何になろうとしているのだろう。







　現在八歳　ウィリアムズ家長女　アリシア




「アリシア、今からスミス家に行くけど一いつ緒しよに来るか？　ヘンリもアル兄も行くけど」

　双ふた子ごの片割れアランお兄様が庭で剣けんを振ふり回まわしている私の元に来てそう言った。スミス家って、たしか光の魔ま法ほうを使うフィン様のお家うちよね。行ってみたいわ！

「行きます！　今すぐ準備しますわ」

　私は急いで自分の部屋に行き、お出かけ用のドレスに着き替がえた。昔はロゼッタに着替えを手伝ってもらっていたのだけど、前世の記き憶おくが戻もどってからは自分のことは自分でやっている。

　前世の記憶を思い出すまでの私は派手なドレスが好きだったのだけど、今はシンプルな方が好きなのよね。八歳でシンプルなドレスを着こなすなんてなかなかじゃない？

　私は少し明るめの黄色のシフォンドレスに同じ色の石のイヤリングを耳につけた。アリシアって顔が整っているからなんでも似合うわね。髪かみは括くくれる長さでもないからこのままでいいわ。

　このストレートのさらさら黒くろ髪かみを、ゲームの中のアリシアはよく自じ慢まんしていた。まぁ、分からなくもないわ。実際物もの凄すごくさらさらなんだもの。

　私は右側の髪かみの毛けを耳にかけた。なんだか八歳に見えないわね。随ずい分ぶんと大人っぽく見えるわ。まさに悪役令れい嬢じようって感じ。

　私は鏡の前で自分を見てうっとりした。服だけでこんなに悪女っぽく見えるものなのね。これからはファッションにも力を入れましょ。

「アリシア～」

　アランお兄様の呼ぶ声が聞こえ、私は急いで玄げん関かんへと向かった。




　スミス家への移動は馬車だ。正直馬車って苦手なのよね。長時間乗っているとお尻しりが痛くなるのだもの。そうだ、乗馬をすればいいんだわ！　帰ったら乗馬の練習をしてみましょ。……それにしてもこの国の景色はどこを見ても絵になるわね。ああ、この世界にカメラが欲ほしいわ。カメラがあれば私の悪女っぷりを撮とることが出来るもの。

「アリ？　どうしたんだ？」

　アルバートお兄様が心配そうに私の顔を覗のぞく。私としたことが妄もう想そうに夢中になって間ま抜ぬけ面づらになっていたわ。これでは悪女じゃないじゃない。そうよ、こういう時にこそ何か酷ひどい台詞せりふを言うべきなのよね。……うーん、思いつかないわ。悪女への道もまだまだね。私は笑って適当に誤ご魔ま化かすことにした。曖あい昧まいな笑え顔がおって便利だわ。

「アリは本当に変わったな」

　アランお兄様が私の方をまじまじと見ながらそう言った。

「どこか変わりました？」

「「うん、だいぶ」」

　アランお兄様とヘンリお兄様の声が見事に重なる。私、そんなに変わったのかしら。まぁ、確かに前世の記憶を思い出す前のアリシアは随ずい分ぶん酷ひどかったと思うわ。悪役令嬢なのに悪女になるための努力を全くしていなかったんだもの。前世の記憶が戻っていなかったらどうなっていたのかしら。想像しただけで恐おそろしいわ。

　アルバートお兄様が少し真しん剣けんな顔で私を見つめた。

「今いま更さらだけど、どうしてそんなに……真ま面じ目めになったんだ？」

「真面目？」

　私は首を傾かしげた。私真面目なの？　傍はたから見たら真面目なの!?　そんな印象一体いつ与えてしまったのかしら。

「ご冗じよう談だんでしょう。ただ自分がしなければならない最低限のことをしているだけです」

　誤解を解くために私はニッコリと笑顔を作ってそう言っておいた。アルバートお兄様は少し驚おどろいた顔をしたけど、そうか、と呟つぶやいて優やさしく微笑ほほえんでくれた。




　馬車を降りると大量の眩まぶしい光が目に差さし込こんできた。ここがフィン様のお屋や敷しき!?

　流石さすが光の魔法、こんなに輝かがやいているお屋敷見たことないわ。目がチカチカする。サングラスが欲しいけど、この世界にあるわけないわよね。

「アル、ヘンリ、アラン！　ようこそ!!」

　ニコニコした少年がこちらに走ってくる。

「アリシア、来てくれて有あり難がとう！　君と話してみたくて連れて来るようアラン達に頼たのんだんだ」

　フィン様は満面の笑えみでそう言った。ああ、この笑顔で全国のショタコンを虜とりこにしていたのね。なんて愛らしい笑顔なのかしら。

「お招きいただき有難うございます」

　私はスカートを軽くつまみお辞じ儀ぎをした。フィン様は、そんなに畏かしこまらないで楽にしてって言ってくださったけど、悪女はいかなる時も気を緩ゆるめないものなのよ。




　私達は客間に案内してもらった。

「どうぞ」

　フィン様が自ら大きな扉とびらを開けてくれる。私はお礼を言って部屋に足を踏ふみ入いれた。中にはカーティス様、エリック様、ゲイル様、そしてデューク様が大きなソファに腰こしかけている。

　最近やたらと彼かれらに会うけれど困るわ。悪女は人と馴なれ合あわないのに。

　あら、ソファの前の机に地図が置かれている。どうして地図？　もしかしてもう私、国外追放されるの？　いきなりエンディング？　何かそんなに悪いことしたかしら。ああ、でも、覚えのないところで悪いことをしているのならもう立派な悪女ね。案外短い道のりだったけれど。

　突とつ然ぜん、コンコンッと誰だれかが扉を叩たたく音がした。ゆっくり扉が開いて入って来た人物に私は自分の背筋が凍こおるのが分かった。

　──どうして国王様がここにいるの？

　偽にせ者ものじゃないわよね。絶対に本物だわ。だって、貫かん禄ろくが半はん端ぱないもの。

　お兄様達が頭を下げる。私も少し遅おくれて頭を下げた。待って、私、国王様が直じき々じきにお出ましになるぐらいの罪を犯おかしたのかしら。

「頭を上げよ」

　威い厳げんのある声が部屋に響ひびく。私達は頭を上げた。歳としをとっているといえどもやっぱり美形よね。瞳ひとみがデューク様の青色より少し濃こい。

「君がアリシアか」

　私がじっと見ていると、国王様はフッと笑ってそう言った。大人の笑顔ってどこか余よ裕ゆうがあって素す敵てきだわ。

「こんにちは、国王陛下」

　さっきフィン様の前でしたのと同様に、私は国王陛下にお辞儀した。

「君のことは聞いている」

「私のことを……!?」

　私は驚きのあまり声がかすれた。

「少し聞いてもいいかね？」

　なんのことか分からず、私ははい、と答えた。国王様はソファに腰を下ろすと、お兄様達も腰を下ろす。あら、私だけ仲間外れ？　私は立ったままその様子を見ていた。

　国王様は少し地図を眺ながめてから顔を私の方へと向けた。その知性溢あふれる瞳が、まるで私を試ためそうとしているかのように見えたのは気のせいかしら？

　国王様はゆっくり口を開く。

「アリシア、君は世界の中でのこの国──デュルキス国の位置をどう見ている？」

　急な質問に頭が追いつかない。え、今なんとおっしゃいましたか？　世界の中でのデュルキス国の位置？　何な故ぜそれを私に聞くのかしら。私にそんなこと答えられるわけがないでしょう。八歳の少女ですよ？　……中身は置いておいて。

　もしかしてこれは私が悪女かどうかを試す神様からの課題かしら。きっとそうね、そうじゃなきゃいきなり国王様が現れてこんな質問投げかけてくるわけないじゃない。

　私は机に置かれている地図を一いち瞥べつした。この国──デュルキス国の世界での立場……。

　どこの国も同じだけど、やはり多くの問題を抱かかえている、といったところかしら。最近、本で読んだのよね。

　あ、そうか、これを言えばいいんじゃない!?　だって国王様の前でこの国は良い国じゃないって言うのよ。絵に描かいたような悪女よ。

「恐れながら、この国は大国ではありますが決して良い国とは言えません」

　私は国王様の目を見ながら背筋を伸のばしてそう言った。国王様の顔が曇くもる。

　そりゃそうよね、自分の国を八歳の子どもに貶けなされているんだもの。あら、デューク様？　どうしてそんなに楽しそうな顔をしているのかしら。貴方あなた、国王様の息むす子こよね？

「どういう点が良くないのだ？」

　はい？　自分より年上の美形達に囲まれ、国王様に質問攻ぜめにされるなんて一体どんな拷ごう問もんかしら。けれどこの威い圧あつに耐たえてこその悪女よ。私は読んだ知識と自分の考えを猛もうスピードで頭の中で結びつけた。

「一見経済が潤うるおっているように見えますが、それは見かけだけで、深く掘ほり下さげてみると貧ひん富ぷの差が非常に大きいと思われます。この国のロアナ村と呼ばれる場所は特に見るに堪たえない状じよう況きようです。彼らがいつか暴動を起こす可能性を考えると、もっと財政政策に重きを置かなければなりません」

　国王様が目を見開く。ほう、と呟きながら髭ひげを触さわった。

「では、その解決策として何があると思う」

　まだ聞きますか!?　そんな難しい質問、ただの子どもに答えられるわけがないじゃない。

　……もしかして、この質問で私の悪女の素質を見み抜ぬこうとしているのかしら。そうよ、本物の悪女ならこの解決策に非情な回答を持ってくるに違ちがいないわ。

「ラヴァール国の支配下にあるカルベラ国の独立を支し援えんするのはいかがでしょう？」

　皆みなの表情が固まる。その表情は転生してからもう何度も拝見しているわ。飽あきましたのでこれから驚く時は変顔にしてくださいませんか？

「カルベラ国の独立を支援しても、この国の傘さん下かには置けないぞ」

　眼鏡めがねをかけた理知的な目を丸くしながらゲイル様が私に言った。有難うゲイル様、その台詞せりふを待っていましたわ。

「そうです。傘下には置けません」

「では、どうするのだ」

　国王様が少し声を大きくした。

　さぁ、ここからが悪女の本ほん領りよう発はつ揮きですわ。私はもう一度姿勢を正し、国王様の目を真っすぐ見た。

「恩を売るのです」

「恩を売る……？」

　燃えるような赤髪の苛か烈れつそうなエリック様が、私の言葉の意味が理解出来ないといった顔をして呟いた。一方でアルバートお兄様、ゲイル様、デューク様、国王様は私の言った言葉を理解したように見えた。

「カルベラ国の財ざい源げんは鉱こう物ぶつの金です。ラヴァール国の支配を抜ぬけたいのなら我わが国くにと取引……貿易といった方が聞こえは良いでしょう。そうしてカルベラ国に貿易という名の恩を売り、独立させる。その金でこの国は経済を潤し、貧富の差を埋うめればいいのです」

　恩を売ればこちらが有利になるって考えは、〝いい子ちゃん〟のヒロインには絶対に思いつかないわ。このままいけば私とヒロインの間に必ず軋あつ轢れきが生じる。今、私は最高の悪役令嬢の軌き道どうに乗っているのよ。

「なるほど」

　国王様は何故か期待に満ちた目で私を見ている。なんですかその目は。

「カルベラ国を利用するということか……」

「そういうことですわ」

　私はニッコリと笑って、明るい調子できっぱりと言いきった。自国以外の国は全て利用するのが悪女よ。

「アリシア、話が出来てとても楽しかった」

　国王様はそう言って優しく笑い、腰を上げた。

「私も国王陛下とお話が出来て楽しかったです」

　私は軽くお辞儀をした。自分で言うのもなんだけど、お辞儀には自信があるの。所しよ作さが美しくないと馬ば鹿かにされるもの。悪女はちょっとした仕草が命取りなのよ。

　国王様が部屋から退出なさった後、私は安あん堵どのため息をついた。ああ、心臓に悪かったわ。けど悪女っぷりは合格点を余裕で超こえたんじゃないの？

「緊きん張ちようしたか？」

　デューク様が穏おだやかな声で私にそう聞いた。やっぱり親子ね、国王様の面おも影かげがあるわ。美形親子ね。たしかゲームでは、アリシアはかなりデューク様に嫌きらわれていたはずだわ。優しい言葉も優しい表情も全部ヒロインに向けられていた。まさかこんなデューク様の表情を見られる日が来るなんて……。これからの展開次第でこういった変化もあるってことかしら。

　それにしても国王様はただ意見を聞きに来ただけみたいね。どうして小こ娘むすめなんかに……それもわざわざフィン様のお屋敷で。まぁ、そこは深く気にしなくていいわよね。

「疲つかれたでしょ～？　裏の庭でお茶会やってるから今から行こっ！」

　フィン様はキラキラした笑顔で私の手を引っ張る。私はフィン様に連れられてそのまま裏庭に出た。

　……噓うそ。私の大好きなお菓か子しがたくさん並べられている!!　甘あまい香かおりが私を誘さそっているわ。これは食べてもいいってこと？

　フィン様は私の心を読み取ったかのような笑顔で、お好きなだけどうぞ、と言ってくれた。私は大量のクッキーやケーキを皿に取った。さっき頭をフル回転させたから糖分不足だったのよ。

　……ほっぺたが落ちちゃうほど美お味いしいわね。いくらでも食べられるわ。はしたないとは分かっていても食べ物の誘ゆう惑わくには敵かなわないものよ。

　私は周りの目を気にせずどんどんお菓子を口に運ぶ。最高に幸せだわ。

　今日のメインはこれだったのね！　国王様とのお話はおまけよね？

　もしかしたらお菓子を頰ほお張ばる姿は欲にまみれた女だと思われているかもしれないわ。なら、悪女は欲望のままに振る舞わないとね。お茶会って最高！　一石二鳥ってまさにこのことを言うのね。

　そうして私の口元は、無意識のうちに緩みっぱなしになっていた。

　──その姿をしっかりデューク様に見られていたとも知らずに。
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　国王様にも話したけど、実際、ロアナ村ってどういう状況になっているのかしら。自分で口に出しておいて、実情を知らないっていうのはまずいわよね。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず。行ってみようかしら。

　けど、お父様が絶対に許してくれないわよね。いくら優しいお母様でも、私に甘いお兄様達でも、絶対に反対するわ。貴族とは縁のない場所だし、私が外出する時は絶対に誰かがついて来るから……。

　こうなったら、バレずにこっそり行くしかないわね！

　私は念入りに計画を立て始めた。ロアナ村って町を通ってさらにその奥おくの森の中にあるのよね。遠すぎるわ。

　私は地図を机の上に広げてみた。……ん？　このお屋敷の裏の森からロアナ村に通じているわ。随分近道出来るみたい。ちゃんとした道があるわけではなさそうだけど、行けないことはないわね。

　でもたしか、村には魔法で壁かべが作られて、入れなかったはず。それはロアナ村の住人を外に出さないためって本で読んだけど、その壁って魔ま力りよくを持つ者なら通ることが出来るのよね？

　……分からないわね。人には聞けないし、魔法の本は見つからないし、前ぜん途と多難じゃない!?

　もうここは当たって砕くだけろよ。通れなかったら違う道を探すだけ。夜九時に寝ねたふりをして、そこから抜ぬけ出だして向かったとして……。十キロぐらいだから、今の私の体力からすれば一時間くらいで走って行けるだろうから、ロアナ村に滞たい在ざいする時間は結構あるわ。




　夕食を食べ終えて、私はすぐにロアナ村に行くための準備を始めようとした。ところが……

「アリ～！　デュークがお前に会いに来たぞ」

　はい？　アルバートお兄様が何か言った気がしたけど、きっと空耳よね？

「アリ～！」

　……どうやら空耳じゃないみたいだわ。私は部屋を出て客間に向かった。

　デューク様が私に会いに来るなんて一体何事かしら？　しかもこんな時間に来る理由が全く分からない。

　客間に入るとアルバートお兄様とデューク様が待っていた。

「アリに渡わたしたいものがあるそうだ」

　挨あい拶さつもそこそこにアルバートお兄様がそう言った。私がキョトンとしていると、デューク様が優しい表情で私の方に近づいてきた。やっぱりこの人は危険だわ。そんな顔で近づいて来られたら心臓が飛び出ます。自分の脈みやくがドキドキと速まっているのが分かる。

「少し遅おそくなったが、誕生日おめでとう」

　そう言ってデューク様が小さな箱を渡してくれた。

　私は想定外の出来事に思わず固まってしまった。まさかデューク様が誕生日プレゼントをくれるなんて思ってもいなかったのだもの。

　ゲームではアリシアにプレゼントを渡すイベントなんてなかった。

　だから一瞬、ひょっとしたら私に気があるんじゃないかって思ったけど、考えてみれば私とデューク様は五歳も年齢が離はなれているのよ。言うなれば妹的存在だったりするのかもね。でも、ろくに会話した記憶もないのに、プレゼントをもらう意味がよく分からない。

「有難うございます……？」

　私は頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらお礼を言って、小さな箱を受け取った。

「中を見てもよろしいでしょうか？」

「ああ」

　デューク様から許可をもらったのでそっと箱を開けたが、あまりの衝しよう撃げきに私はそのまま箱を閉じる。今のは……私の見み間ま違ちがい？

「気に入らなかったか？」

「い、いえ。あのこれは……」

　私は自分の見た物が信じられず、デューク様に確かく認にんしてしまう。

「ネックレスだが」

「それは分かるのですが、真ん中についている宝石は……」

「ああ、ダイヤモンドだ」

　やっぱり……。いくら国王様の息子でも八歳の女の子に渡すには高価すぎるのでは？

　とりあえず、私は深くお辞儀をして改めてお礼を言った。悪女なら高価な宝石ぐらいで狼狽うろたえるはずないだろうけど、流石にこれは想定外だ。

「用も済んだし、今日はこれで」

　デューク様はそう言ってさっさと部屋を出て行ってしまった。

　本当に私にプレゼントを渡すためだけに来たんですか……!?　アルバートお兄様とお話とかなさらないのですか。私は驚きのあまり、お見送りするのを忘れてしまった。

　もう一度箱を開けて中身を確認する。やっぱりダイヤモンドだわ。この国のダイヤモンドの価値は、前世の世界とは比べものにならないくらい高いのよ？　それを贈おくり物ものにするなんて……。しかも八歳の子どもに……。

　私は目の前で起こったことがいまだに処理出来ていなかった。ただ、ダイヤモンドの輝きは、デューク様の薄うすく青い瞳の色合いによく似ていると思った。




　結局、その日は色々ありすぎてロアナ村に行くことを断念した。私はベッドの上でデューク様からもらったネックレスを眺める。本当に美しくてうっとりしてしまうわ。

　……デューク様はヒロインと恋こいに落ちて、私はそのヒロインを虐いじめるのよね？　その時ネックレスを返せって言われたらどうしましょ。

　でも悪女だったらもらった物は絶対に返さないわよね。

　私は起き上がって鏡の前に立ち、ネックレスを首にかけてみた。剣のお稽けい古この時でも邪じや魔まにならなそうだし一日中つけていられるわ。

　そうして私はデューク様にもらったネックレスをつけたまま、眠ねむりについたのだった。
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　今日こそロアナ村に行くわよ。

　順調に作戦を決行した私は、お屋敷の裏の森の前まで来た。随分簡単に屋敷を抜け出せたためか、少し裏切られた気分。それにしても夜の森ってとても薄うす気き味み悪わるいわね。

　でも、女は強いのよ。たかがこんな森にビビってはいけないわ。

　私は震ふるえる体を引ひき締しめて森に足を踏み入れた。

　本当に真っ暗ね。ランプを持ってきておいて正解だわ。

　なんだか木々がおぞましい巨きよ大だいな怪かい物ぶつに見えてくる。

　でも、負けないわよ。私はロアナ村に行くと決めたんだから。木々は別に襲おそってくることなんかないもの。ただの木……そう言い聞かせながら私は森の中を走った。

　自分の勘かんを信じ、合っているか分からないけれど私は村の方向へとひたすら走り続ける。

　一時間ぐらい走ったところで霧きりが見えた。どうしてあそこだけ霧で覆おおわれているのかしら。……もしかして、あれが壁？　ちゃんと辿たどり着つくことが出来たの？　凄すごいわ、私！　誰も褒ほめてくれる人がいないから自分で自分を褒ほめておく。

　肝かん心じんなのは、あの壁を通れるかってことだけど……。魔法は使えなくても貴族だし、私でも魔力は持っているからとにかく近づいてみましょ。




　奥が全然見えないわ。霧の向こう側がロアナ村なのよね。とりあえず入ってみなきゃ。ドクドクと高まる心臓の音が聞こえる。私は深呼吸してから霧の方へ足を進めた。

　霧を抜けた瞬しゆん間かん、強きよう烈れつなにおいが私を襲った。鼻の奥まで刺し激げきする悪あく臭しゆう。絶えず人々の苦しそうな声が響いている。気絶しそうだわ。

　私はただただ、言葉を失った。

　……こんなに悲ひ惨さんな状況を生まれて初めて見たわ。私はマントについていたフードを深く被りランプの明かりを消した。ここで貴族だとバレたら間ま違ちがいなく襲われる。

　恐きよう怖ふで体が震えた。ここがどのような状況かは本で読んで大体知っていたけれど、まさかここまでとは……。

　ゲームじゃヒロインはここをどうするんだっけ？　強烈な異い臭しゆうが私の思考を遮さえぎる。

　……この状況を改善しようだなんて到とう底てい思えないわ。私に慈じ悲ひなんかないのよ。自分が良ければそれでいいのよ。それが悪女よ。

　けど……私の足がどうしてか先へと進ませる。薄暗い光源ではきちんとは見えないけれど、人がそこかしこに倒れているようだった。

　広場だと思われる場所に出た。真ん中に噴ふん水すいがあるけれど水は出ていない。ただ汚よごれた水が溜たまっているだけだ。その広場にもたくさんの人が寝ね転ころがっていた。家のない人達がこんなにもいるの？　しかもこの村の明かりは蠟ろう燭そくだけ。街灯はないし月も見えない。空が雲で覆われて、空気も澱よどんでいるのだ。

「お嬢じようさん」

　私は突然の声に背筋を凍らせた。これは、私に言っているのかしら。もしかして私が余よ所そ者ものだってことがバレたのかしら？　剣の腕うではかなり磨みがいたけれど、今は剣を持ってないし……。全力で走れば逃にげきれるかしら。こんなところで死にたくないわ。

「お嬢さん」

　もう一度そう言われ、私の肩かたにポンと誰かの手が置かれた。悪女は泣いたりしないだろうけど、この状況ではしょうがないわよね。私は涙なみだ目めで肩に置かれた手を見た。

　少し皺しわのある大きな手……。私はゆっくり振ふり向むいた。

　声の主ぬしは白い髪のおじいさんだった。というより、年配に見えるのは白い髪のせいみたい。多分、私の想像よりも若いはず……。なんだかわざと年寄りに見えるようにしているみたいだわ。

　唇くちびるは薄く鼻が高い、綺麗な顔立ちね……。あら、どうして目を瞑つぶっているのかしら。もしかして、目が見えない……？

　さっきまでの恐怖心がなくなった。彼から醸かもし出だされる温かい空気が一瞬にして私にそう思わせたのだ。それにしても、歳をとっていても顔立ちが整っているのがよく分かる。

「君はこの村の者ではないね」

　優しい声で目の前のおじいさんはそう言った。目が見えないのにどうして分かったのかしら。私は小さな声で、はい、と言った。

「ここは危ないから早く家に帰った方がいい」

「……っ」

「わしについて来なさい」

　おじいさんはそう言ってゆっくり歩き出した。「知らない人について行ってはいけない」はどこの世界でも常じよう套とう句くだと思うけれど、このおじいさんは大だい丈じよう夫ぶな気がする。まぁ、でもその感覚が一番危ないのよね。良い人そうな人ほど怖こわい人だって。それでも、この人は大丈夫だと分かる……。

　気付けばおじいさんが随分と前を歩いていた。目が見えないはずなのに、何かにつまずくこともなくどんどん進んでいく。もしかして、見えているの？　私は少し迷った末、おじいさんについて行くことにした。




　こんな人、ゲームには出てこなかったわよね？

　……そうよ、今、思い出したわ！　ロアナ村は入ったら出られないと言われているほど危険地域だから、ヒロインは行っていないのよ。そんなところに足を踏み入れた私って……。生きて帰れるのかしら。このまま食べられたりして。

　でも、このおじいさんは、早く家に帰った方がいいって言ってくれたし……。大丈夫よね？

　それにしても、呻うめき声ごえが常に聞こえる場所なんて存在するのね。

　私は体が震えた。この村には何百人という人がいるのよ。それなのに月の光さえ入らないところで生きるなんて。もしかして太陽の光も知らないんじゃ……。そういえば、たしかヒロインがゲーム内で何か提案していたはずよ。……ああ、だめだわ。なんにも思い出せない。

「ここじゃ」

　おじいさんはそう言って今にも崩壊しそうな小屋に入った。一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、結局私も入る。中は想像よりも普通だった。普通っていってもボロボロのベッドに小さな木の机と椅い子すが二つ、そして使えるか分からない暖だん炉ろがあるだけだ。

「狭せまい所じゃがようこそ」

　そう言って私が座すわるために椅子を軽く引いてくれた。このおじいさんの動き全てが紳しん士し的てきだった。おじいさんは向かいの椅子に座る。私も腰を下ろした。

「出せるような茶もなくて申し訳ないの」

「いえ、お構いなく」

「それでお嬢さんはどうしてこんな物ぶつ騒そうな所に来たのじゃ？　身分が高い家の子じゃろ？」

　私はドキッとした。どうして目を瞑っているのに身分が高いなんて分かるの？　しかも今の私はマント姿で、しかもフードを被っていて……。あ、家に入ったのにまだフードを被っているなんて失礼よね。私は急いでフードを脱ぬいだ。……待って、身分が高い以前にどうして私が〝お嬢さん〟だと分かったの？
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「おじいさんは目が見えているんですか？」

　私はおじいさんに答える前に質問してしまった。とても失礼な行こう為いだったわ。しかも私、まだ自己紹しよう介かいもしていないじゃない。

　それなのに、おじいさんは優しく微笑んでくれた。

「見えていないよ」

「なら、どうして……」

「見えなくても感じることが出来る。五感のうちの視力を失っただけで、他の感覚は残っておるからの」

　それでも、視界から入る情報量は尋じん常じようじゃないくらい多いはずよ。嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくだけで私が身分の高いお嬢さんだとまでは分からないはず……。

「視界が真っ暗でも、空気を感じることは出来る。息いき遣づかい、歩く速度や歩く音、服が擦こすれる音、香り、お嬢さんの全てがこの場所と異質なものだった」

　おじいさんが私の心を読み取ったかのようにそう答えた。

「おじいさんは生まれた時から目が見えないのですか？」

　その質問に、おじいさんは顔を曇らせた。

「いいや、わしが二十代の頃ころに取られたんじゃよ」

　取られた……？　目を!?　どういうこと……？

「わしはかつて王宮で働いていたんじゃ」

　そう言っておじいさんは穏やかな笑みを浮かべたが、それはどこか寂さびしげな表情だった。

「王宮で……？」

　そんな人がどうしてロアナ村に……。

「意見が合わず偉えらい人に反論したら激げき怒どさせてしまっての。目を取られて、そのままここに流されたんじゃ」

「どん……な反論を、なさったのですか？」

　私は自分の声が震えているのが分かった。

「君の名前は？」

「アリシアです」

「そうか、アリシア……いい名だ。わしはウィル。ただのウィルだ」

　そう言って私の頭を軽く撫なでてくれた。私がどんな表情をしているのか分かったのかしら。とても落ち着いた。

「アリシア、君にはまだ理解出来ないかもしれないが、伝統を守るだけが正しいことだとは限らないんじゃ。歴史を振ふり返かえるというのがどういう意味か分かるか？」

「……」

「歴史を振り返るというのは、昔の方が良かったということを確認するためにあるのではない。未来をより良くするために、過去の失敗を知り、新しい発展を生み出すために振り返るのじゃ」

　ウィルおじいさんは重く落ち着いた口調でそう言った。ウィルおじいさんの言葉がすんなりと私の心に入ってくる。

「知ち恵えを生み出せるように知識をためておくのも大事じゃが、知識をつけても、それを活いかせなければ意味がない」

「!!」

　その言葉は、歴史に名を残す悪女を目指し、日々研けん鑽さんを積む私に深く響いた。

　どうして彼ほどの人材が王宮を追い出されてしまったのかしら。

「……貴族が憎にくいですか？」

　私の問いにウィルおじいさんの表情が固まったのが分かった。

「憎くないと言えば噓になる。今でも昔の自分の面影を夢の中で探してしまうんじゃ。それが時折、わしの心を苦しめる。だが、いつかわしの行動を誰かが理解してくれる日がくると信じているんじゃ」

　私は自分が恥はずかしくなった。自分がいかに恵めぐまれた環かん境きようにいるかが分かったからだ。自然に涙なみだが溢れてくる。みっともないと分かっていても、止められなかった。

　ウィルおじいさんの目を奪うばった貴族への怒いかり、悲しさ……全ての感情が入り混じり自分を抑おさえられない。ウィルおじいさんは、そんな私を優しく抱だき締めてくれた。その温かさを、私は生しよう涯がい忘れることはないだろう。

　私は、悪女になりたいという話を包つつみ隠かくさずおじいさんに話すことにした。そのためにここに来たことも……。

　ウィルおじいさんは最後まで静かに話を聞いてくれた。私が話し終えると、彼は優しく微笑んで私の頭を撫でてくれた。

「君はとても賢かしこい子だ」

　そう言ったウィルおじいさんの声はとても柔やわらかく、穏やかだった。




　私はウィルおじいさんに別れを告げ、霧の壁へと向かった。行きの恐怖心が帰りはなく、森の中を全力で走りながらロアナ村のことを考える。

　あの村を一言で表すと、とんでもない腐ふ敗はい地域。……だけど、私はまたロアナ村に行くわ。だって、ウィルおじいさんともっと話したいもの。

　彼は私が出会ったなかで一番聡そう明めいな人だと思うから。







　現在十歳　ウィリアムズ家長女　アリシア




　初めてロアナ村に行ってからあっという間に二年が経たったわ。その間、特に変わったことも起きず、毎日同じことの繰くり返かえし。朝起きたら剣けんの稽けい古こ、それから読書、そしてウィルおじいさんに会いに行く。

　この二年間で私の剣の腕うでは格段に上がったと思うわ。だから剣術のテストを受けてみたいのよね。なのにお兄様達やお父様は、絶対だめだって反対する。自分の腕がどのくらいか確かめたいだけなのに、お兄様達だけ受けるなんて酷ひどいわ。不公平だわ。

　一方で、ウィルおじいさんからはたくさんのことを学んだわ。私が何かにつまずいていると必ず適した解決方法を教えてくれるの。お屋や敷しきにいる私の家庭教師よりもよっぽど賢かしこいわ。

　だからウィルおじいさんに私の家に来ないかって提案したんだけど、ここから出られないって言うのよね。やっぱりあの壁かべのせいなのかしら。あんなにも素す晴ばらしい人材を村に閉とじ込こめておくなんて……。

　もしかしたら私が知らないだけで、ロアナ村には賢い人が他にもいるのかしら。だってこの国は基本的に貴族が優ゆう遇ぐうされているもの。確かに貴族のみが魔ま力りよくを扱あつかえるけど、それと頭が良いいかは別よ。……本当に変な世界ね。

　唯ゆい一いつ、私の身の回りで変わったことと言えば、アルバートお兄様が魔ま法ほう学園に通い始めたこと。ゲイル様、カーティス様、デューク様も魔法学園に入学なさったわ。

　魔法学園は十五歳になったら入学出来る。勿もち論ろん、魔力を使える者だけね。

　そして乙女おとめゲームあるあるの、平民だけど魔法を扱えるという理由で魔法学園に入学出来るチート能力を持つ子も登場するわ。そう、ついにヒロインが登場するのよ。さようなら、デューク様。十五歳になったデューク様は、色気が増したというか大人の余よ裕ゆうがあるというか……。とにかくあんな人に優やさしくされたら一いつ瞬しゆんでヒロインも恋こいに落ちるわよ。

　私にも凄すごく優しくしてくださるのだけれど、私はデューク様に恋なんかしないわ。ヒロインと結ばれるのが分かっていてわざわざデューク様に恋こい焦こがれるなんて愚おろかすぎるもの。ヒロインが出てきた瞬しゆん間かん、私はヒロインを虐いじめて……。

　というか、ここからはお兄様達や、エリック様、フィン様、ゲイル様、カーティス様、皆みなが私のことを嫌きらいになっていくのよね……しょうがないわ。私、悪女だもの。

　それに、よく考えてみたら、ヒロインは私より五歳も年上なわけよね？　年上に無礼な行こう為いをするなんて……まさに悪女！　ああ、早くヒロインと出会いたいわ。




　いつものように庭で剣の稽古をしているとエリック様が私の元へ来た。あら、なんの用かしら。双ふた子ごのお兄様と同学年の彼かれはまだ学園には通っておらず、いまだに家に遊びに来ることも多い。私は素す振ぶりを止めてエリック様の方を見た。

「アリシアももう十歳になったんだし、町に行ってみないか？」

　そういえば、ロアナ村には毎日のように足を運んでいたのに町には一度も行ったことがないのよね。

「行きたいですわ！」

　私がそう言うとエリック様の表情が明るくなった。

「エリック、何してんだ？」

　ヘンリお兄様が私達の方へ向かってくる。あら、ヘンリお兄様はエリック様の来訪を知らなかったのかしら。

「今からエリック様と町へ行くのですわ」

　私がそう言うと、ヘンリお兄様の顔が険しくなった。エリック様を横目で睨にらんでいるわ。

　仲間外れにされたのかと怒おこっているのかしら。

「俺おれも行く」

　ヘンリお兄様が笑え顔がおでそう言った。ヘンリお兄様も行きたかったのね。でも、なんだか裏のある笑顔ですわね。アルバートお兄様がよくする表情に似ていますわ。

「アランお兄様は？」

「アランは今家庭教師に勉強を見てもらっているぞ」

　双子でも別行動なさるのですね。

「とりあえず、馬車に乗ろうぜ」

　エリック様が少し顔を引きつらせながらそう言った。出来れば馬車より馬に乗って行きたいわ。私、乗馬も出来るようになったんだから。

「馬で行きませんか？」

　私がそう提案すると二人は固まった。

「つまり、アリシアは俺達のどっちかと相乗りしたいってことか？」

「いえお兄様、私は自分で馬に乗りたいのです」

「でも、アリ、君は女の子だろ？」

「女の子が馬に乗ってはいけないのですか？」

「いや、そういうわけではないが一いつ般ぱん的てきには……」

「それでも私は馬に乗りますわ。ヘンリお兄様とエリック様は仲良く馬車でいらしてください」

　私の言葉に二人は呆あつ気けにとられた様子だった。

　自分の意見を押おし通とおすあたり、まさに悪女よね。三年間訓練した成果が出ているわ。自然にそれっぽい台詞せりふが出てくるんだもの。もう立派な悪役令れい嬢じようになったんじゃない？

　へンリお兄様は大きなため息をついた。あら、幸せが逃にげてしまいますわよ？

「分かった。俺達も馬で行くよ」

　やったわ！　なんだか勝った気分。ヘンリお兄様一人なら勝てるのね、私。

「そうだな。俺達が馬車に乗って、アリシアが馬に乗っているなんておかしいしな」

　エリック様もそう言って笑った。やっぱり美形の笑顔って破は壊かい力りよく半はん端ぱないわよね。普ふ通つうなら失しつ神しんしてしまうんじゃないかしら。まぁ、私の場合はお兄様達で慣れたけど……。




　私達は馬に乗って町に出た。町ってこんなに賑にぎわっているものなの？　前世で例えると中世ヨーロッパみたいな町並み！　花屋やパン屋、酒屋、服屋が並び、なんて活気に溢あふれているの。音楽がどこからともなく聞こえ、踊おどっている人達もいて……。太陽の光が降り注ぐ下で笑顔に包まれている町よ。

　逆に、ウィルおじいさんによると、ロアナ村は昼でも太陽の光が入らないらしいわ。……あの村で生まれた子は太陽の光を知らずに死ぬのね。同じ国なのにどうしてこんなにも差があるのかしら。

「どこか見たい所はあるかい？」

　エリック様が私に聞いてくれた。そうね……私は周りを見み渡わたした。パン屋にも行きたいし、あのお菓か子し屋さんも覗のぞいてみたいわ。行きたい所が多すぎるわね。迷うわ。

　あら、あの看板は……？

「ねぇ、エリック様、あそこは何屋さんですの？」

　エリック様は私が指差した方に視線を向ける。

「ああ、あれは珍めずらしい植物を扱っているお店だ」

　珍しい植物!?　もしかして、私が一番最初に読んだ本のなかの植物が置いてあるってこと？

「私、あそこに行きたいですわ」

　そう言って私はエリック様とヘンリお兄様の手を引っ張った。

「おいエリック、嬉うれしそうな顔をするな」

　ヘンリお兄様の声が後ろから聞こえる。あら、エリック様もそんなに植物屋さんに行きたかったのかしら。私は中を窺うかがいつつ、ゆっくり扉とびらを開けて中に入った。

　何ここ……空気がさっきまでと全く違ちがうわ。新しん鮮せんで心が浄じよう化かされていくみたい。なんて心ここ地ちいい場所なのかしら。

　それに、たくさんの植物がまるで踊っているみたい。あ、空飛ぶ植物！　噓うそ!?　本物が見られるなんて……。たしか、名前はウィングだったかしら。

「いらっしゃい」

　奥おくから丸まる眼鏡めがねをかけた中年の栗くり色いろの髪かみの男性が出てきた。エプロンがよくお似合いね。

　何かしら……。彼が出てきた瞬間、植物達が喜んだように感じるわ。もしかして彼って緑の魔法を使えるんじゃ……。

「エリック、ヘンリ！　久しぶりじゃないか！」

　その男性は笑顔でエリック様とヘンリ様に手を上げて挨あい拶さつした。二人と知り合いなの？

「ポール！　久しぶりだな。元気だったか？」

　ヘンリお兄様が笑顔で答える。私が訳も分からず立っていると、その男性はしゃがんで私と目を合わせてくれた。

「初めまして。僕ぼくはここの店長のポール。君がもしかして、アリシアかな？」

　そう言って笑顔で挨拶してくれた。

「初めまして。アリシアです。どうして私の名前を？」

「ああ、君のお兄さんからよく話を聞いているからね」

　一体なんの話をしているのか物もの凄すごく気になるわ。きっと私の立派な悪女ぶりだろうけど。

「お兄様達と仲が良いのですね」

「これでも僕、一応貴族なんだ」

　ポールさんはそう言って苦く笑しようした。貴族？　だから緑の魔法……あ！　ゲームにほんの一瞬登場した植物屋の店長のポールさんだわ！　どこかで見たことあるなって思ったのよ。そうよ、ヒロインが薬を作るために植物屋に行った際に出てくるのよ。

「貴族なのに町に店を出してる変わり者だもんな」

　エリック様が笑いながらポールさんに言った。

「どうして植物屋を開こうと思ったのですか？」

「植物は人の病気を治したり、人の心を癒いやしたりする力があるんだ。だから僕も人を助ける仕事に関わりたいと思ったんだよ。もともと下級貴族で気楽だしね」

　そう言って温かく笑うポールさんがとても輝かがやいて見えた。

「凄く素す敵てきなお仕事をなさっているのですね」

　思わず本音を吐と露ろしてしまう。

「有あり難がとう」

　ポールさんは満面の笑えみで私にそう言った。いくら年の差があるとはいえそんな笑顔を向けられたらキュンとしてしまうわ。

「ここには本当に珍しい植物がいっぱいあるんだ。例えばこれ……」

　ポールさんは奥の方にあった小さい植物が入った瓶びんを取り出した。

「「チャド」」

　私とポールさんの声が重なった。ポールさんは目を丸くする。その目、今まで何回人に向けられたかしら。

「知っているのかい？」

　ポールさんは驚いた表情のまま私に聞いた。

「え、ええ」

「どんな性質を持っているのかも、知っているのかい？」

「チャドは幸せを感じるセロトニンの放出を促そく進しんさせると言われています。つまり、心が苦しくなったり、精神を病やんでいたりする方におすすめされることが多いですわ」

　私が簡潔に説明すると、ポールさんは丸眼鏡と同じぐらい大きく目を開けた。そんなに開くと目が飛び出てしまいますわよ。それから、エリック様、口を大きく開けないでください。……阿あ呆ほ面づらになっていますわ。

　確かに、チャドのことを知っていてもその性質まで分かるなんて相当マニアックだもの。とはいえ、目当ての本がないからたまたま読んだだけで、一番探している魔法の本がいまだに見つからないのは難点ね。

「アリシア、君は何なん歳さいだっけ」

　ポールさんが微笑ほほえんで私に聞いた。

「十歳ですわ」

　私がそう言うとポールさんは難しい顔をして、十歳、と呟つぶやいた。そんなにおかしなことを言ったかしら。眉み間けんに皺しわを寄せるほどのことでもないでしょ。

「君は植物が好きなのかい？」

「いえ」

「じゃあ何な故ぜそんなに詳くわしいんだい？」

　あら、その質問は困るわ。だって、本で読んだなんて言いたくないもの。だけど、誰だれかに聞いたって言ったとしても、ポールさんなら誰から聞いたのって聞いてくるに違いないわ。ここは悪女らしく……。

「これくらい常識ですわ。それを知らないなんて勉強不足だと思いますわ」

　悪役令嬢がヒロインに投げかける言葉！　私は満面の笑みでそう言ってやった。やっぱり悪い印象にするのは簡単ね。ポールさんもエリック様もヘンリお兄様も固まってますもの。そりゃそうよね、十歳の少女に馬ば鹿かにされたんだから。

　だけど、本来なら嫌な顔をするはずなのに、ポールさんはいきなり笑い出した。

「そうか、常識なのか。僕ももっと勉強しないといけないな」

　笑いながらそう言ったポールさんの言葉に少しも嫌いや味みを感じなかった。なんて心の広い方なのかしら。自分の心の狭せまさが悲しくなるわ。

　ポールさんの笑いにつられてエリック様もヘンリお兄様も顔を綻ほころばせた。私を愛おしそうな目で見ている。そんな目で私を見てくれるのも今のうちだけね……。と思っていたらエリック様がとんでもないことを言い出した。

「なぁヘンリ、アリシアを嫁よめにくれないか」

「俺の大事な妹をお前になんかやるもんか」

　エリック様、いつかその台詞を後こう悔かいする日が来ると思いますわ……。

　とても温かい空気に包まれた部屋の中で、私は声に出さずに突っ込みを入れた。







「どこに行っていたんだ？」

　家に帰るとアランお兄様が真っ先に尋たずねてきた。奥の方では、フィン様、ゲイル様、カーティス様、デューク様の姿も見える。学園帰りかしら、本当に仲が良いわね……。

「町に行ってきたんだよ」

「しかも馬で」

　私の代わりにヘンリお兄様とエリック様が答えた。

　何故かしら、デューク様がエリック様とヘンリお兄様を睨んでいるようだわ。デューク様も町に行きたかったのかしら。

「もしかしてどっちかが、アリちゃんと一緒に馬に乗ったの？」

　アリちゃん!?　初めてそんな呼ばれ方しましたわ。流石さすがカーティス様、なんだか女の子の扱いに慣れているような気がしますわ。

「違う、アリシアは一人で馬に乗ったよ」

　ヘンリお兄様は笑いながらそう答えた。するとデューク様の表情が少し和やわらいだ。

「僕もアリシアとデートしたかったな」

　フィン様が口をとがらせながら言う。全国のショタコンよ、この顔を見てください。間違いなく気絶するわ。というか、デートじゃないわよね？　三人で行ったんだもの。

「ねぇ、アリちゃん、今度は俺と一緒に出かけよう。どこでも行きたい所に連れて行ってあげるよ」

　カーティス様に聞かれて考える。私が行ってみたい所……。

「私、剣術のテストを受けに行きたいですわ」

　そうよ、鍛たん錬れんの成果を試したいのに、お父様もお兄様もテストだけは受けさせてくれないのよね。私が希望を告げると、カーティス様ではなくアルバートお兄様が答えた。

「だめだ」

　秒びよう殺さつすぎません？　ちょっとムカつきましたわ。

「お兄様達は行けて、どうして私は行けないのですか？」

「アリが女の子だからだ」

　……なんですかその理由。あまりにも不公平だわ。

「女だからという理由で受けられないのはおかしいですわ」

「それでもだめなものはだめなんだ」

「それなら納なつ得とくのいく理由を言ってください」

　アルバートお兄様が黙だまり込こむ。さっきまでの空気が一瞬にして変わった。ピリピリした空気ってこういうことを言うのね。静まり返った部屋で私の声だけが響ひびく。

「私は強くなるために剣けん術じゆつを習っているのですわ。自分が今どこのレベルにいるのか知るべきだと思うのです！」

「それでも許可出来ない」

「そんなのおかしいですわ！」

「アリシア!!　いい加減にしろ!!」

　アルバートお兄様に生まれて初めて怒ど鳴なられた。穏おだやかに叱しかられることはあっても、怒鳴られたことはこれまで一度もなかった。

「……すまないアリシア、大声を出して悪かった」

　そう言ってアルバートお兄様は我に返り、私の頭に手を置こうとする。だがその前にアルバートお兄様の手をはたいた。

「私は絶対に引きませんわ」

　アルバートお兄様、私は悪女なのよ……。私は決して目を逸そらさず、アルバートお兄様を見み据すえながらそう言った。

　私はそのまま黙だまって部屋を出た。外に出た瞬間、大きく息を吐はく。

　アルバートお兄様や皆には悪いけど、実は私満足感でいっぱいなの。

　だって今の完かん璧ぺきに悪役令嬢だったじゃない！　お手本になれるレベルで凄かったと思うわ。私は軽くスキップしながら自分の部屋に向かったのだった。




　次の朝、私が部屋を出て剣の稽古に行こうとしたら、廊ろう下かで誰かの話し声が聞こえた。この声はアルバートお兄様とお父様？

「アリを怒らせてしまった」

「やはり、そろそろ本当の理由を言うべきか？」

　本当の理由？　何それ聞きたいわ。

「父上、アリのためにも、それだけはやめておいた方がいいです」

　何よもう！　滅め茶ちや苦く茶ちや気になるじゃない！

「聞かせてください」

　盗ぬすみ聞ぎきしている罪悪感と理由が知りたいもどかしさで、私は思わず二人の前に姿を現してしまった。

「アリ……」

　アルバートお兄様が気まずそうな顔をする。安心してください、お兄様。昨日の件はもう気にしていませんわ。……でも、私は悪女よ、すぐには許しませんわ。

「アリシア、今の話聞いていたのか」

「はい、お父様。本当の理由ってなんですか」

　お父様は口を閉ざした。私には知る権利があるはずよ。

「お父様？」

「アリシア、お前が十五歳になって魔法学園に行く時に教えてあげよう。それでいいかい？」

　魔法学園に行くまでってまだ五年もあるのよ。そんなに私には教えられないことなの？

　でも、ここで私が何を言っても教えてくれないだろうから、承しよう諾だくするしかないわよね。

「……分かりましたわ、お父様」

　しぶしぶ私がそう言うと、お父様は、いい子だ、と言って頭を撫なでてくれた。子ども扱あつかいはやめてほしいけど、十歳ってまだまだ子どもなのよね。

「アリ、どうしていきなりそんな大人びてしまったんだ？　もっと、俺に甘あまえてくれても良いんだよ？」

　アルバートお兄様は少し寂さびしそうな表情を浮うかべながらそう言った。彼の瞳ひとみを見れば、私を大事に思ってくれているのがよく分かる。

　確かに、今の私は子どもらしさがないものね……。けど、これはどうしようもないわ。私の決意は固いの。もう前の私には戻もどれないわ。

「アルバート様、そろそろお時間です」

　私がそんなことを考えていると侍じ女じよがアルバートお兄様を呼びに来て、すっきりしないままこの話は終わった。




　子どもだからって馬鹿にしないでほしいわ。

　今朝のお父様とお兄様のことがあったからか、私はそんな思いに駆かられていた。いつもは抜ぬけ出だしているのがバレたらまずいと思って夜中に行っていたけれど、今日はもうそんなことを気にしていられない。日が照っている時間にロアナ村へ行こうと思った。

　太陽が出ている時間帯の森は全然怖こわくない。私はフードを深く被り霧きりを抜ぬけた。本当に昼でも太陽が見えないのね。まるで世界から見放された場所みたい……。町とは大違いだわ。

　二年間も通い続けていたら、このにおいにも慣れるものね。私は村に入って一歩ずつ足を進めた。

　だが、夜中と違って少しだけ視界が明るくなったロアナ村の光景に、私は戦せん慄りつすることとなった。

　人が住めるとは思えないボロボロの家屋に、行き場がないのか人々の諍いさかう声があちこちで聞こえる。それに村人は体中傷だらけ。夜は分からなかったけど、地面には所々血しぶきがついている。

　私は恐きよう怖ふで体が震ふるえた。村人の服はもうほとんど破れている。彼らの体たい臭しゆうでここの衛生状況が最悪だと分かる。だって水といえば、あの噴ふん水すいの泥どろ水みずしか見たことがない。

　突とつ然ぜん、子どもの泣なき叫さけぶ声が聞こえた。声の方に目を向けると小さな男の子が頭から血を流して倒たおれ込んでいる。男の子の目線の先には鉄の棒を持った大男が立っていた。その棒には血がべっとりついている。

　あの血は、男の子の血？　どうして大男は笑っているの？

　ガハガハと大口を開けて笑う男には、前歯が一本しかなかった。大男はゆっくり鉄の棒を引きずりながら男の子に近づいていく。私は体の震えが止まらなかった。

「アリシア、何故この時間にいるんじゃ？」

　ウィルおじいさんの声が後ろから聞こえた。私が何か言う前に、ウィルおじいさんが私を霧の方へと押おし返かえす。

「今日は帰りなさい。二度とこの時間にここに来ては行けないよ」

　私は促うながされるまま呆ぼう然ぜんと霧の外へ出た。それから森の中をゆっくりと歩いた。今何が起きていたのか頭の中でまだ理解出来ていない。あそこが……本当のロアナ村。




「アリシア様！　どこへ行っていらしたのですか？」

　ロゼッタが私の方へ向かってくる。

　私は、ぼうっとしたままロゼッタを見た。

「アリシア様？　どうかなさったのですか？」

　ロゼッタが私の顔を覗のぞき込こむ。あの男の子はどうなったのかしら……。私は何も出来なかった。ただ手をこまねいて見ていただけ。怖くて動けなかったのよ。

「アリシア様？」

　手を、差さし伸のべられなかった……。

　こんなにも悔くやしい思いをしたのは初めてよ。私はなんて弱いの。よく悪女になりたいなんて言えたわよね。自分への怒いかりが込こみ上あげてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ロゼッタが私の肩かたを揺ゆすり、心配そうな目で見ている。

「私、図書室に行ってくるわ……」

　それだけ呟いて私は図書室に向かった。強くならなくちゃ……。そのためにはまずどうしてロアナ村が出来たのかを調べなきゃ。

　私はひたすらロアナ村についての本を探した。台の上に立って一番上の段から念入りに探す。

　……あら、これは、魔法についての本じゃない？

　そうしてたまたま私が手に取った本は魔法の種類について書かれている本だった。どうして探している時に見つからなくて、今見つかるのよ！　この本の周りに置かれている本を見たけど、これ以外魔法関連のものはない。これだけ間ま違ちがえて誰かがここに置いてしまったのかしら。

　ともかく、私はページを捲めくり目次を見た。水魔法、光魔法……あった！　闇やみ魔法！　私は自身の属性である闇魔法のページを開いた。

　闇魔法にもレベルがあるのね。レベル１からどこまであるのかしら……。私はパラパラと闇魔法の一番後ろのページを見た。

『最高レベル不明』

　不明!?　……そうだわ、思い出した、闇、光、水、風、火の魔法は最高レベルが分からないんだったわ。ここに記き載さいされているのはレベル１００まで。そして、ゲーム内でそのレベルを超こえたと思われる人物はヒロインとデューク様のみ……。

　それってどんなに頑がん張ばっても私にレベル１００は超えられないってこと？　……噓でしょ。なんて不公平なゲームなのよ。ああ、運営に文もん句く言いたいわ。

　……でも待って、アリシアってやれば出来る子だから、もしかして今から猛もう特訓すればレベル１００を超えることが出来るかもしれないわ。まぁ、まずはレベル１の魔法を扱えるようになってからよね。とりあえず、どんな魔法があるかだけ見ておきましょ。

　私はレベル１から順に見ていった。一口に闇魔法っていっても闇特有のものってそんなにはないのね。

　レベル10になったら汚よごれたものを綺き麗れいにする魔法が使えるの!?　これは便利だわ。よくドレスを汚してしまうから、これは使えるようになりたいわ。

　そうして読み進めていくうちに、レベル50のページに注意書きがあった。

『レベル50を扱えるものは大貴族以上』

　あら、じゃあうちは五大貴族の一家だから私も特訓すれば使えるのね。そういえば、アリシアってゲームではレベル50もいってなかったような……。まぁ、それは今、考えないでおきましょ。

　……ふむふむ。レベル50になったら壁を作れるのね！　ということはロアナ村にある霧の壁を作ったのは大貴族ってことね。

　俄が然ぜんやる気が出て、私はどんどん読み進め、あるページで手を止めた。

　……自分のものを他人に移す魔法？

『レベル87　自分のものを他人に移す魔法

　自分の持っているもの、つまり臓器、皮ひ膚ふ、髪、眼がん球きゆうなどを他人に移すことが出来る

　特性：闇魔法』

　眼がん球きゆう……？　眼球も移すことが出来るの!?　ということは、ウィルおじいさんに私の目を移せるってことよね。私はページを少し前に戻してレベル80の注意書きを見た。

『レベル80　鍛錬期間：三年』

　私はページを捲った。

『レベル90　鍛錬期間：五年』

　……結構かかるのね。道は険しいけど、諦あきらめないわよ。私はさらにページを捲った。

『レベル１００　習得方法は明らかにされていない』

　なんて雑な説明なのかしら……。やっぱり運営に文句を言うべきだわ。

　……ということは、レベル１００を超えたヒロインとデューク様は怪かい物ぶつってことよね。そもそもヒロインって平民なのにレベル１００を超えられるってずるいわ。それにたしか、全魔法使えるのよね。

　……やっぱり好きになれないわ。アリシアが虐めたくなる気持ちもよく分かる。

「アリシア様！　客間に皆みな様さまがいらしています」

　ロゼッタが図書室に入ってきた。どうして図書室にいるって分かったのかしら……。

　ああああああ！　そうよ、ロアナ村から帰ってきた時にうっかり図書室に行くって言ってしまったんだわ。あの時は脳が働いてなかったのよ。最悪だわ……。

　でも、ロゼッタは私が図書室に行くって言っても驚おどろいてなかった気がする。どうしてかしら……？　三年前だったら図書室に行くって言ったら確実に怪け訝げんな顔をされたわよね。

　私はぼんやりそんなことを考えながら、本を置いて客間に向かった。




　客間にお兄様達とゲイル様、カーティス様とデューク様がいた。学校が終わってから来たのかしら。

「こんばんは」

　私が挨拶すると、アルバートお兄様が私の方に近づいてきた。目の前に立つと、マカロンが詰つまった袋ふくろを差し出す。私の大好物のマカロン！

「アリ、昨日は悪かった」

　申し訳なさそうにアルバートお兄様がそう言った。

「これ、私にくださるのですか？」

「ああ」

　アルバートお兄様はそう言って微笑んだ。私は、マカロンの袋を手にして眺ながめた。なんて美お味いしそうなの。宝石みたいだわ。カラフルで見ているだけで心が躍おどる。

「有難うございます、アルバートお兄様」

　私は思わず顔を綻ばせながらそう言った。……やってしまったわ。まだ許すつもりはなかったのに、気を抜くとすぐにボロが出てしまうのよね。

　デューク様と目が合ってしまったわ。そんな目で見ないでほしいわ。私は悪女なのよ？　王子にそんな……優しげな目を向けられる対象じゃないわ。

「アルバート様、国王陛下がいらっしゃいました」

　はい!?　国王様がこのお屋敷に来たの？　なんの用かしら。皆どうして驚いていないの。国王様よ。もしかして、知っていたの？

　コンコンッと音がしてゆっくり扉が開いた。やっぱり国王様ってすごいオーラがあるわ。

　私は深くお辞じ儀ぎをした。チラッと見ると、国王様の後ろに他にも人がいる。

　お偉えらい方達かしら？　……お父様もいるわ。

「頭を上げたまえ」

　国王様の低く威い厳げんのある声が部屋に響く。国王様の隣となりには、年齢を経たからこそ醸かもし出される雰囲気を持つ顔のいいおじさま達が四人並んでいた。おそらく五大貴族の当主。美形の子どもの父親は、やっぱり皆美形なのね……。

「こんばんは。私はエバンズ・ジョアンだ」

　国王様のすぐ隣にいた薄うすい灰色の髪の男性がそう言った。エバンズ？　ということは知的なゲイル様のお父様ね。

「私はスミス・ネヴィルです」

　次に自己紹しよう介かいした方は、その金色の髪ですぐにフィン様のお父様だと分かった。

「ハドソン・デレクだ」

　やっぱり背が高いのは遺伝なのね。エリック様そっくりですわ。そして、私のお父様の自己紹介はなし。……国の重じゆう鎮ちんが全員集合って何事？　事件でもあったのかしら。

「アリシア、君にいくつか聞きたいことがある」

　国王様が私を見ながらそう言った。……また私？　今から尋じん問もんでもされるの？

「君はこの国が好きか？」

　想像していた質問と全く違うことを聞かれたので、固まってしまった。これって愛国心が試されているのかしら？　私は迷わず好きです、って答えようとした瞬間、頭にロアナ村が浮かんだ。でも正直に答えたら、私がロアナ村に行っていることがバレてしまうわ。

　どうするべきかと私が黙ったままでいると、国王様が口を開いた。

「なら、質問を変えよう。君はこの国のやり方をどう思う？」

　国王様が私に対して何を求めているのか分からないわ。まだ私十歳なのよ？

　国王様に私の嘆きが届くはずもなく、とりあえず思いつくまま答える。

「貴族に対しての優遇が嫌いです」

「優遇が嫌い？」

「はい。大嫌いですわ」

　訝いぶかしげに皆が私の方を見る。

「それは何故かね」

　ジョアン様が私を探さぐるようにして聞いた。

「無能な人間が指揮を執とることになるからですわ」

　私がそう言った瞬間、全員の顔が曇くもった。悪女らしい回答が出来たみたいね。

「我々を侮ぶ辱じよくしているのか？」

　ジョアン様が私を睨みながらそう言った。確かに腹が立つのは分かるけど、そんなに睨まないでほしいわ。普通の十歳児なら泣くわよ。

「皆がそうだとは言っておりません。ただ、魔法が使えるからといって国のトップが一番賢いわけではないということですわ」

「どういうことだ」

「言葉には気をつけるんだ」

　国王様の言葉に続けて、ジョアン様が厳しい口調でそう言った。

「申し訳ございません。失言でした」

　私はジョアン様の威い圧あつするような睨みに一旦黙ることにする。聞いてきたのはそちらなのに失礼しちゃうわ。

「続けたまえ」

　しかし、国王様がそう言った。ジョアン様が「陛へい下か!?」と声を上げる。そりゃ驚くわよね、自分達が侮辱されているのだもの。……けど、私は別に間違ったことは言っていない。それに、悪女がここで引き下がるわけにはいかないわ。私は軽く息を吸ってゆっくり姿勢を正した。

「頭脳の面で考えれば、貴族よりも賢い方はたくさんいます。私が言いたいのは魔法が使えることと賢いということは全く別問題だということです。つまり、この国は真しんに実力のある者が力を発揮できない宝の持もち腐ぐされ状態だ、ということです」

「では、君は今の地位を剝はく奪だつされてもいいのか？」

　まるで心を覗くかのように国王様の目が私に向けられた。私は脈みやく拍はくが上がっていくのを自覚する。

「私は幸運にもウィリアムズ家の長女として生まれただけであって、自分の力で貴族になったわけではありません。剝奪されても文句を言える立場ではありませんわ」

　私の言葉に国王様は瞠どう目もくした。デューク様も信じ難がたいといった表情で大きく目を見開いている。私、そんなに驚かれるようなことを言ったかしら……？

　ジョアン様が品定めするような目で私を見て、少しの間、場に沈ちん黙もくが落ちた。

「アリシア、もう部屋に戻っていいぞ」

　空気を変えるようにお父様が私に微笑んでそう言ってくれた。この時間は一体なんだったのかしら……。

　私は深くお辞儀をして、部屋を辞じしたのだった。




　私はその夜、ウィルおじいさんに会いにロアナ村に行った。今度は夜だから、ウィルおじいさんも怒らないわよね。

「こんばんは」

　私がそう言って家に入ると、ウィルおじいさんのベッドに誰かが横になっていた。昼間見たあの男の子だ。無事だったのね……。

　けれど頭に巻かれているボロボロの布に血が滲にじんでいるのが分かった。ここには包ほう帯たいもないのね。それにこの子、体中に痣あざがある……。とても苦しそう……。

「熱があるんじゃ」

　ウィルおじいさんがそう言った。私はベッドに近づき、彼の額に手を置いた。凄い熱。

　私は自分が着ている服をちぎった。そして男の子の頭に雑に巻かれていた布を取り、代わりにちぎった服を頭に巻いた。血は止まっていたけど、このままじゃ傷口が膿うんでしまう。……でも、これ以上どうすることも出来ない。暫しばらく様子を見るしかなさそうだ。

「アリシア、こっちにおいで」

　ウィルおじいさんが優しい声でそう言った。私はいつものようにウィルおじいさんと向かい合わせで椅い子すに座る。

「ウィルおじいさんが男の子を助けたの？」

　ウィルおじいさんは寂しそうな顔で小さく縦たてに首を振ふった。

「あのでかい男が去った後、家に運んだんじゃ」

「誰も助けてくれなかったの？」

「この村は明日の命より今日の命を確保するのに必死で、他人を気き遣づかう余裕がない。皆、生きることに必死にしがみついているんじゃよ」

　ウィルおじいさんは悲しい表情で笑った。

「私、世の中を改善したいとか誰かを助けたいとか思わないけれど、ウィルおじいさんには明日も生きていてほしい」

　ウィルおじいさんは大きな手で私の頭を撫でてくれた。ウィルおじいさんの手は不思議と落ち着く。

「アリシア、もう一度言っておくが、二度と明るいうちにここに来てはいかんよ」

「今日の、あの光景は、いつものことなの？」

　ウィルおじいさんは頷うなずいた。

「ここには魔法を使える人はいないの？」

「没ぼつ落らくした貴族なら一人いたが、死んでしまったよ」

「そう……なの」

「あの少年はとても賢い男の子なんじゃよ。天才だ」

　ウィルおじいさんはそう言ってうなされている男の子の方へ目をやった。ウィルおじいさんが言うくらいだからよっぽど賢いのね。話してみたいわ。そのためには、彼を救わないと……。

　私はウィルおじいさんの家を出て、駆かけ足あしでお屋敷に向かった。これは人助けなんかじゃなくて、私が彼と話がしたいが故ゆえの行為よ。自分の利益のためだけよ。そう自分に言い聞かせながら……。

　私は小さな鞄かばんに包帯と塗ぬり薬ぐすり、綺麗な水の入った瓶に、アルバートお兄様からいただいたマカロンを詰つめ込こんだ。あとは、熱を下げる薬が必要だわ。

　時計に目を向けるとすでに夜中の二時を回っていた。

　流石にもう一度村に行くのは無理か。とりあえず、薬は明日町に買いに行くことにしよう。

　そう決めた私は、そのままベッドに倒たおれ込こむように寝ねてしまったのだった。




「アリシア様～」

　ロゼッタの声が聞こえるわ。朝っぱらから騒さわがしいわね。

「アリシア様～！」

　いつもなら起こしに来ないのに……。私は軽く目を開けて時計を見た。え、十時？

　私は驚きで完璧に目が覚めた。三年間寝ね坊ぼうなんてしたことなかったのに……。剣のお稽古も終わっているわ。もっと早くに起こしてくれても良かったじゃない。

　いえ、これは自己責任だから他人を責めてはいけないわね。私は急いで着き替がえてお金を持って家を飛び出した。「町に行ってくる」と叫さけびながらロゼッタに伝えると、案外あっさりと承しよう諾だくされた。最近、ロゼッタも私の行動に慣れてきたみたいだわ。

　私は馬で町に向かい、ポールさんの店の扉をゆっくり開けた。ああ、やっぱり、ここの植物は心地いいわ。新鮮で爽さわやかな空気を一生感じていたい。

「いらっしゃいませ～」

　奥からポールさんが出てくると、部屋全体が一段と優しい空気になる。

「アリシア！　どうしたんだい？」

　ポールさんは私が一人で来たことに驚いているようだ。

「ジョザイアをいただきたいの」

「ジョザイア？　誰か熱でもあるのかい？」

　……ポールさんってお兄様達と仲が良いのよね。理由を知られたらまずいわ、どうしよう。

　私が何も言えず黙っていると、ポールさんは察してくれたのか優しく微笑んで、はい、とジョザイアの入った袋を渡わたしてくれた。

「理由は聞かないでおくよ」

「……っ」

　私は胸がいっぱいになりながら有あり難がたく袋を受け取った。ポールさんって大人よね。それも本当に素敵な大人だわ。貴族なのに自分の力で植物屋を開いているぐらいなんだもの。

「あの、お金は……」

「今回はいいよ。前にチャドを当てたご褒ほう美びだよ」

　ポールさんはそう言って笑った。今世は悪女として生きると決めているけど、次に生まれ変わったら私、ポールさんみたいな人を目指すことにするわ。

「有難うございます」

　私は深くお辞儀をして、ポールさんのお店を出た。




　家に帰るとすぐ図書室に籠こもった。いつものように魔法の本を探す。無力な自分にはもううんざりだった。私はもっと強くならないといけない。

　念入りに目を凝こらしながら本ほん棚だなを見つめる。すると分厚く重たそうな、明らかに他と違う異質な本が目に入った。

　……これって。私はゆっくりその本に手を伸ばした。ページを捲り、中を確かく認にんする。

　噓でしょ。ようやく見つけた。魔法の使い方が書いてある本だわ。

「やった！」

　……喜びのあまり、思わず小躍りしてしまったわ。危なかった。周りに誰もいなくて良かったわ。今の姿をデューク様あたりに見られたら大変ですもの、次から気をつけましょ。

　私はレベル１の闇魔法の使い方が書かれているページを開き、ざっと目を通す。

『レベル１　魔力を持つ者ならすぐに習得可』

　ということは今からでも出来るってことよね？　もし魔法学園に行く前に私がレベル１００まで習得したらもう学校に行く必要ないんじゃないかしら。まぁ、私の場合はヒロインを虐めたくて行くのだけれど。

　魔法学園はたしか六年制だから、私が入った時にはヒロインは最上級生なのよね。アリシアってば、なかなか肝きもが据すわっていたじゃない。一年生で六年生のヒロインを虐めるなんて、まさに悪女そのものよ！　早く入学したいわ。

　レベル１……物を浮かす魔法。とりあえず、やってみましょ。なんだか緊きん張ちようするわね。生まれて初めて魔法を使うわ。

『物が浮いているところを想像して、中指と親指を擦こすり音を出す』

　音を出すって指パッチンってことでいいのかしら？　レベル１でつまずくなんて悪女の名折れよ。やってやろうじゃない。

　私は本を床ゆかに置くと、目を瞑つぶって浮かぶ姿を想像した。それと同時に指を鳴らす。

　あら、案外いい音がしたわ。ゆっくり瞼まぶたを開く。目の前に本がふわふわと浮かんでいた。……成功？

　やったわ！　魔法だわ！　紐ひもでぶら下げられてもいないし、魔法よ！

　こんなにあっさり魔法って使えるものだったのね。もっと難しいと思っていたわ。でもまだレベル１だし……。私はレベル１から５のページを一気に読んだ。

　魔法って念と想像だけで使えるものなのね……。よし、頭にやり方を詰め込むだけ詰め込んだから、後は実じつ践せんあるのみ。

　私はとにかく魔法を使いまくった。紙を切る魔法、歯を白くする魔法、爪つめを切る魔法、物を動かす魔法……。使えそうな魔法から意味があるのか疑問を覚える魔法まで。

　時間を忘れて無む我が夢む中ちゆうでやり続けた。一日で私はレベル５まで扱えるようになっていた。まぁ、ここまでなら誰でも簡単に習得できるレベルなんでしょ。まだまだだわ。

「アリシア様～」

　ロゼッタの声が遠くから聞こえた。夕食の時間だわ！　そういえば、お腹なかペコペコよ。

「今行くわ」

　私は充実感でいっぱいになりながら、小走りで食しよく堂どうに向かった。




　外から穏やかな風が吹ふき、アリシアの読んでいた魔法書のページが捲めくれる。

　そこに書かれた注意書きが月光の下に照らされた。

『魔法を扱えるのは十三歳以上である』




　その夜、私は荷物を持ってウィルおじいさんの家へ向かった。男の子は昨日よりも苦しそうな表情で呻いている。ウィルおじいさんは男の子の体を一いつ生しよう懸けん命めい拭ふいてあげていた。私はベッドに近づき、鞄から瓶を取り出すと、ウィルおじいさんに渡した。

「これはなんだい？」

「綺き麗れいなお水です」

　ウィルおじいさんが小さな声で、有難う、と呟いた。

「それからこれを」

　ポールさんにいただいた薬草を手渡す。

「ジョザイアか……」

　流石ウィルおじいさん。手の感かん触しよくと匂いでわかるって凄いなんてものじゃないわ……。

　ウィルおじいさんはジョザイアを瓶の中に入れた。ジョザイアが溶とけて、薄い緑色の水に変わる。ウィルおじいさんはもがいている男の子の口に瓶を近づけ、数すう滴てき口の中に入れた。すると、たちまち男の子の容よう態だいが落ち着いていく。ジョザイアは口に含んで数十秒で効果が現れるのだ。

　私は昨日男の子の頭に巻いた服の切きれ端はしを取った。そして、持ってきた塗り薬を膿みかけの傷口に塗ぬり、その上から新しい包帯を巻いた。

「アリシア、本当に有難う」

　ウィルおじいさんはもう一度私にお礼を言った。

「私は……、自分の利益のためだけに動いているので、礼は不要ですわ」

　そうよ、私は己おのれの目的を最優先させる女なの。男の子を助けたのだって、ただ賢い少年と話してみたかっただけ。

　私の言葉にウィルおじいさんはなんとも言えない表情になった。ウィルおじいさんには軽けい蔑べつされたくないけれど、噓はつきたくないの。

「それでも、有難う」

　ウィルおじいさんは温かい声で、私にそう言ってくれた。

「彼の名前は？」

「ジルじゃよ」

「ジル……は、何歳なの？」

「六歳じゃ」

「ご両親は……」

「この村の者に殺されたよ」

　殺された？　病気で死んだんじゃなくて、殺されたの？

　ウィルおじいさんは寂しそうな表情を浮かべ、一いつ拍ぱく置いてから口を開いた。

「アリシア、ここはそういう所なんだ。国から見放された人間が集まっておる」

「そんなのおかしいですわ」

「ああ、わしもそう思う。けど、どうにもならんのじゃ」

　ヒロインは何をしているの？　早くここを改善してよ。

　……待って、どうして私ヒロインに頼たよっているのかしら。でも私がここを改善しても私になんのメリットもないじゃない。ああ、もう！　私は強い芯しんを持った悪女なの。ロアナ村を救うなんてことしないわ。……けど、なんだか心がモヤモヤする。

「今日はもう帰りなさい。君が気に病やむ必要はないのだから」

　ウィルおじいさんはそう言って私の頭を撫でた。

「これを……。二人で食べてください」

　私は色とりどりのマカロンが詰まった袋をウィルおじいさんに渡した。

　私の声に覇は気きがないのを感じたのか、ウィルおじいさんはもう一度私の頭を撫で、大丈夫じゃよ、と呟いた。




　なんだか苦しい……。ジルから菌きんをもらったのかしら。喉のどが焼けるように痛いし、吐はき気けもするし、汗あせが止まらないわ。一日で伝でん染せんするようなものなの？

「アリシア、皆が来ているよ」

　アランお兄様の声が扉の向こうから聞こえる。

「アリシア？」

　声が出ないわ。喉が痛すぎるのよ。ああ、私、このまま死ぬのかしら……。

「アリシアいるのか？」

　扉の開く音がした。私は意識が朦もう朧ろうとしたままアランお兄様の方を見た。

「アリシア!!　大丈夫か!?」

　大丈夫じゃないわ。大きな声を出さないでください。

　私は声なき声で抗こう議ぎしつつも、唸うなり声ごえを上げてアランお兄様に助けを求めた。

「誰か!!」

　何人かがバタバタと駆け込んでくるのが分かる。その振しん動どうですら私を苦しめるのよ。静かにしてくださらない？

「どうしたんだ？」

　アルバートお兄様の声が聞こえた。もう目も開けられない。

「アリシアが凄い熱なんだ」

「あのゴリラ級に元気なアリちゃんが!?」

　殺さつ意いが湧きましたわ、カーティス様。

「とりあえず、熱を測ろう」

　アルバートお兄様が私の額に手をかざす。

「三十九度……」

　え、どうやって測ったの。魔法？　そういえば、体温を測る魔法があったような気がするわ。体温計があればいいって思ったけど、案外役に立つものなのね。

「かなりの高熱だな」

　デューク様の声が聞こえた。

「たしか、倉庫にジョザイアがあったよな？」

　私はアルバートお兄様の発言に耳を疑った。噓？　ジョザイアって家にあったの？

　私が町に行った意味！

　……ああ、もう無理……意識が朦朧とする。なんだか呼吸まで苦しくなってきた。

「アラン、倉庫からジョザイアを取ってこい」

「とりあえず、俺達は部屋から出よう」

「僕達に菌が移ることはないけどね～」

　もう誰の声かも分からないわ。部屋から出てくれるのはとても有難い。話し声ってこんなにも人を苦しめるのね。というか、今なんておっしゃいました？　菌が移ることはない？　どうして？　なんで私だけこんなに菌に苦しめられているの。

　だめだわ、頭が回らない。悪女は弱いところを見せたらだめだけど、今はしょうがないわよね。だって、もう死にそうなんだもの！　こんなにしんどいのは生まれて初めてよ。そうこうしているうちに、いつの間にか眠ねむりに落ちていたようだ。




　ガチャッと扉の開く音で目が覚めた。さっきよりも頭痛が酷くなっている。まるで誰かにずっとトンカチで殴なぐられているみたいよ。頭がかち割れそうだわ。

　前世も長生きしていないのに、まさか十歳で死ぬのかしら。残ざん酷こくだわ。

　だめよ、諦めないで、私。世の中で一番の悪女になるのよ！　歴史に残る悪女になるのよ！　まだヒロインにすら会っていないのよ！

　……こうやって心を鼓こ舞ぶしても苦しい状態は変わらない。

　それにしても、さっき入ってきたのは一体誰なのかしら。私は薄く目を開けた。

　……デューク様？　微かすかに澄すんだ青色の髪が見えた。どうしてデューク様が私の部屋に？　出来れば一番来てほしくなかった方なのだけど……。呻き声を聞かれたのよね。なんだか弱みを握にぎられた気分。今の私の姿は本当に惨みじめだわ。

「アリシア、これを飲め」

　デューク様がコップを差し出した。今の私にはコップを持つ力すらないわ。体を起こすことが出来ないのにどうやって飲めばいいっていうの。

「どうか……ほっておいて、くだ……さい」

　私は頭痛をこらえてそれだけ口にする。

　デューク様、ごめんなさい。けど、本当に苦しいの、分かってほしいわ。

　……暫く沈黙があった。怒らせてしまったのかしら。私の荒あらい呼吸と呻き声だけがする。デューク様が今どんな顔をしているか分からないわ。

　すると不意に、私の首にデューク様の手が添そえられ、抱だき起こされた。驚く暇ひまもなくデューク様の唇くちびるが私の唇に重なる。
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　……え？

　そのまま薬が喉のどを通っていくのが分かる。何か考えようと思っても頭が回らないのと衝しよう撃げきで思考がまとまらない。今、何が起こっているの？

　私は流し込まれた薬を反射で飲み込んだ。それが分かるとデューク様は唇を離はなした。

　だんだん体が楽になって、呼吸も整ってきた。ジョザイアかしら？　やっぱりジョザイアって効果が早いのね。体感すると、凄さがよく分かるわ。

　……ええと、これってファーストキスにカウントされるの？　ただの人命救助よね。それに歳としを考えてみて、私は十歳よ。そしてデューク様は十五歳。五歳も離れているんだから、ただ小さい女の子を助けようっていうデューク様の優しさよね……。

　アリシア待ちなさい、ちゃんと冷静に考えて。嫌いだと思っている人にわざわざ口移ししてまで助けようなんて思わないんじゃないかしら。

　まさか、デューク様は私に気がある……？　でも、デューク様はヒロインと恋に落ちる設定じゃない！

　というかヒロインってもう魔法学園に登場している時期じゃなかったっけ？　デューク様はもうヒロインと会っているはず……よね？　あれ、二人はまだ恋してないのかしら。そうじゃなきゃ私に口移しなんかしないわよね？

　次々と疑問が浮かんでくる。物凄く重要なことを考えなければいけないのに、まだ頭が朦朧として整理がつかない。

「落ち着いたか」

　デューク様は私を抱き寄せながら、優しい声で小さく呟いて私の頭を撫でた。うん、今度は違う意味で死にそうだわ。

　心臓が飛び出てしまいそう……。私はなんとか平常心を保たもった。

　……ようやく思い出したわ。貴族の男の子って免めん疫えき力りよくをつけるために小さい頃ころから微び量りようの毒を飲んで抗こう体たいを作っておくのよね。だから、菌が移らない。

　私を寝かせてからも、すぐ横にデューク様がいるのが気配で分かる。いつ出て行くのかしら……。あんまり寝ね顔がおを見られたくない……。だけど、薬の副作用かだんだん眠くなってきた。効き目が早いの同様、副作用も早いのね。私はそのままもう一度眠りについたのだった。




　一日で熱が下がって、私はすっかり元気になった。病気になると、普ふ段だん健康でいられる有難みがよく分かるわ。昨日のデューク様の……人命救助のことはあまり深く考えないでおきましょ。

　それよりも問題は、魔法学園にもうヒロインがいるってことよ。

　一番重要なことなのにすっかり抜ぬけ落おちていたわ。……今は一体どんな状じよう況きようなのかしら。ヒロインは絶対に攻こう略りやく対象者達に近づいているはずよね？　でも、アルバートお兄様からヒロインの話を一向に聞いたことがない。本当に魔法学園に入学したのかしら。平民で全魔法を使えるって相当噂うわさになるはずなのに。

　もしかして、やっぱり平民だから魔法学園に入れてもらえなかったとか？　けど、ヒロインは特待生という設定だから関係ないわよね。……どうなっているのか気になるわ。

　こうなったら魔法学園に侵しん入にゆうするしかないわね！　ヒロインを直じかに見ることが出来るし、情報収集は自分でしないとね。

　ああ、ヒロインについに会える。善は急げ、と私は駆け足で馬小屋に向かった。




　無事学園に入ることは出来たのだけれど……開いた口が塞ふさがらないわ。ここ、一体どれだけ費用をかけて造られたの。

　ゲームで外見は知っていたけど、生なまで見たら迫はく力りよくが凄いわ。やっぱり貴族しか入学出来ないだけの理由はあるのね。

　窓がステンドグラスって、誰かがボール遊びして割れたらどうするのかしら。私はそんなことを考えながらてくてくと足を進めた。

　……運営さん、この学園、大きすぎません？　ここまで広くしなくても良かったんじゃない？　校舎に向かってたはずなのに、どうして私は今、森に迷まよい込こんでいるのよ。というか、どうして学園内に森があるのよ。

「迷子なの？」

　ええ、そうなの、迷子……。

「へ？」と私は思わず声がした方を振ふり返かえった。

「大丈夫？」

　声の主ぬしは柔らかい声を掛けながら私の方へ近づいてくる。

　クリッとした愛らしいエメラルドグリーンの目に私と同じ艶つやのある黒くろ髪かみ……。まさかヒロインじゃないわよね？　私と髪色が一緒なんて……。キャラがかぶるから普通は同系色にはしないものよ!?

「ねぇ、名前はなんて言うの？」

　完璧子ども扱い……。そりゃそうよね、私まだ十歳なんだもの。

「先に貴女あなたが名乗るべきではなくて？」

　私がそう言うと、ヒロインかもしれない少女が目を丸くした。心配して声を掛けたのにこんな生意気な返しが来るなんて想像もしなかったのだろう。

「あ、ごめんなさい。私の名前はリズ。キャザー・リズよ。よろしくね」

「私はウィリアムズ・アリシア。キャザー家なんて聞いたことありませんわ」

「私、貴族じゃないの」

「!!」

　確定したわ。キャザー・リズは間違いなくこの世界でいうヒロインよ！

　ついに会えたわ！　どんなに貴女に会いたかったことか。

「それで、アリシアちゃんはどこに行きたいの？」

　アリシアちゃん……？　随ずい分ぶん馴なれ馴なれしいわね。身分をわきまえてほしいわ。

　と言いたいところだけど、残念なことに私は自分の力で貴族になったわけじゃないもの。自分の力で魔法学園の特待生に選ばれたリズさんには絶対に言えないわ。

「私は……」

　どこに行きたいって、実は今日の目標はもう果たせたのよね。だってヒロインのリズさんに会えたんだもの。……でもせっかく来たのだから、魔法学園を探たん索さくしようかしら。

「校舎に連れて行ってほしいですわ」

「ああ、それならこっちよ」

　リズさんは天使のような微笑みでそう言った。一般的には愛される笑顔なんだろうけど、私はこの笑顔が苦手だわ。……あまりにも無む垢くすぎる。

「ここよ」

　私は校舎に入る扉の前までリズさんに案内してもらった。……迂う闊かつだったわ。ヒロインに借りを作ってしまうなんて。

「誰かに会いに来たのかな？」

　エメラルドグリーンの瞳が私を覗き込む。なんて綺麗な色なのかしら……。思わず見み惚ほれてしまった。

「アリシアちゃん？」

「え？　えっと……。ここまで案内してくれて本当に感謝していますわ。では」

　私はそれだけ言って校舎に逃げ込んだ。リズさんに会いに来ましたなんて言えないわ。まるで私がリズさんのファンみたいになってしまうじゃない。




　本当に綺麗な校舎ね。埃ほこり一つ落ちていないじゃない。もしかしたら、魔法で綺麗にしているのかもしれないわ。

　今の時間帯は授業中なのか、全く人に会わない。

　五年後、私はここの生徒になるのだもの。ちょっとくらい見学してもいいわよね？

　私はだだっ広い廊下を真っすぐに進み続けた。先生の話し声が各教室から漏もれ聞こえてくる。

　興味深い話ばかりだわ。もっと聞いていたいけど、五年後の楽しみを軽減したくないもの。我が慢まんよ。

　廊下の一番端はしっこまで来た時に、小さな木の扉を見つけた。まるでおとぎの国に出てくる扉みたいだわ。

　この扉の向こう側には一体何があるのかしら。私の好こう奇き心しんがくすぐられる。

　ああ、気になるわ。今すぐ入りたいわ。ここがもし立ち入り禁止の場所だったとしたら……ここに入ったら私、極ごく悪あく女おんな？　素晴らしいわ。

　私は勢いよく扉を押おした。あれ？　開かないわ。もしかして鍵かぎがかかっているのかしら。私はどうにかして開かないかと扉についている取っ手を力いっぱい押したり、引いたり……。

　ガンッと廊下に音が響き、私はそのまま尻しり餅もちをついた。

　……開いたわ。引き扉だったのね。

　私は立ち上がってドレスを軽くはたいた。微かに本の香かおりがするわ……。もしかして図書室？　私は足を進めた。入った瞬間、本特有の匂いが私を包つつみ込こむ。

　なんて素敵な場所なの！　まるで本が安らげるために作られた部屋のようよ。大きな窓から差さし込こむ陽の光。木で出来た机や椅子。少し乱雑に置かれた本達。私は深く息を吸すい込んだ。ああ、落ち着くわ。一生ここにいたい。

　私は図書室の奥に進んだ。……黒板？　間近で見ると私の倍ぐらいの大きさだわ。どうやって作ったのかしら、こんな大きな黒板。暫しばらく眺めていると上の方に何か書かれていることに気付いた。

『ラヴァール国を傘さん下かに置く方法　誰でも自由に案を書いて良い』

　ラヴァール国……。傘下に置く……。私は頭をフル回転させた。近くにあった椅子を黒板の前に置くと、私はその上に立ち、同時に黒板にチョークを走らせた。







　現在十五歳　ケンウッド家長男　カーティス




　俺おれは緑の魔ま法ほうを専門としている貴族だけど、国を支える五大貴族ではない。俺の仲間は全員五大貴族だが、彼かれらにコンプレックスを抱いだいたこともない。それはきっと、仲間の人ひと柄がらのおかげでもある。

　俺達の間では、よくアリシアが話題に上る。そう、闇やみ魔法を扱あつかうアルバートと双ふた子ごのアラン、ヘンリの妹のことだ。俺達は彼かの女じよのことを、自己中心的で高こう慢まんな女の子だと聞いていた。だが、実際に会ってみたら全く違ちがった。

　彼女は普ふ通つうの人にはない個性を持っていた。努力家で、賢かしこく、常に堂々とした佇たたずまい、幼さを感じさせない強い女性だった。それでいて、類たぐい稀まれな美少女だ。

　ゲイルが呟つぶやいていた通り、天才とは彼女のような人のことを言うのだろう。八歳の時に彼女が提案した、ラヴァール国の支配下にあるカルベラ国の独立を支し援えんする話は本当に驚おどろいた。恩を売って利益を出し経済をより潤うるおす……。そんな発想俺にはなかった。

　さらにもう一つ驚いたのが、デュークがアリシアに興味を持ったことだ。

　俺にはその興味が、好意だということがすぐ分かった。

　デュークを好きになる女は使用人を含ふくめたくさんいたが、デュークは女に全く興味を示さなかった。むしろ嫌きらっていた。そのデュークが五歳も年下の女の子に好意を抱いだいている。

　現段階でも彼女は十分魅み力りよく的てきだ。デュークが興味を持つだけあって、アリシアは聡そう明めいで努力家だ。兄弟きようだい達の話によれば、毎日剣けんの稽けい古こは欠かさないし、しきりに図書室に通かよい詰つめて本を読んでいるという。たまに物言いが独特な時があるが、十歳の女の子なんて皆気まぐれなものだろう。




　十五になり、魔法学園に入学した俺が最初に気になったのが、平民からこの魔法学園に入った子だった。

　アリシアと同じ髪かみ色いろで、エメラルドグリーンの瞳ひとみを持つ女の子。今まで平民の子が魔法学園に入った前例がなく、彼女はあっという間に学園中の噂うわさになった。それに、彼女は全魔法を扱える稀け有うな存在。

　誰だれもが彼女に興味を持った。しかも彼女も努力家だ。

　キャザー・リズというその平民の女の子は、デュークと対等に話せる頭の良さだった。皆みなが一目置いていたし、デュークもリズの聡明さに驚いていた。

　デュークは、女の子の中でもリズとはよく喋しやべっていた。噂では両想いとまで囁ささやかれたほどに。

　そんな彼女は一時期、虐いじめにあっていたらしい。だが、リズの純じゆん粋すい無む垢くな優やさしさにほだされてしまったのか、虐めはなくなった。

　俺はデュークが一度、リズを助けているのを見たことがある。教科書を隠かくされたと知ってデュークも一いつ緒しよに探し始めたのだ。

　リズはそれからデュークとよく一緒にいるようになった。

　俺はリズから何度か相談を受けた。どうしたらデュークが自分に振ふり向むいてくれるだろうかと。俺の目から見て、デュークがリズに何の興味も抱いていないことがわかる。

　だから俺は、自分でも冷れい淡たんだと思う回答を口にしていた。




「君に彼女は超こえられないよ」




　そして現在、その彼女が小さな手でチョークを握にぎり学園の旧図書室の大黒板にすらすらと文字を走らせているのを、俺達は全員で眺ながめている。俺は、自分の見立てが間違っていなかったと思った。




「旧図書室に凄すごい女の子が来てるんだって!!」

「とんでもないらしいぞ！」

　授業が終わって暫しばらくしたら急に廊下が騒さわがしくなった。一体何事だ？　とゲイルがあからさまに嫌いやな顔をした。

「どんな子なの？」

「黒くろ髪かみの小さい女の子らしいよ!!」

　俺はすぐに彼女の兄、アルバートの方を向いた。アルバートは小さな声で、まさか、と呟いた。デュークが真っ先に教室を出て旧図書室の方へと駆かけて行く。俺達も後を追った。旧図書室の小さな扉とびらには、溢あふれるくらい人が詰つめかけていた。

「通してくれ」

　俺達はそう言いながら奥おくへと進んだ。視線の先では小さな女の子が椅い子すに乗り、せっせと黒板に文字を走らせている。周りにいる大量の生徒達に気付くことなく、目の前の一点に没ぼつ頭とうしている。凄い集中力だ。

　……アリシアだった。

　俺達はその黒板を眺める。誰もなんの言葉を発することもなく、ただ黙だまって黒板を眺めた。

　黒板の上に書かれているお題は、先生が全ての生徒に対して出しているものだ。誰でも自由に論じることが出来るが、実際にその課題について書く者はほとんどいない。

『ラヴァール国を傘さん下かに置く方法　誰でも自由に案を書いて良い』

　俺は彼女の板書を、順番に見ていった。

　……これが本当に十歳の頭で考えたことなのか？

　殴なぐり書がきされた黒板の内容を要約すると、ラヴァール国を厭いとう周辺国を利用してラヴァール国を孤こ立りつさせ、そこに我わが国くにがあたかも助けたかのように支援する。相手が油断したところで我が国の支配下に置くというような内容だった。

　アリシアは最後の文字を書き終えると、小さく息をついて周りを見み渡わたした。

「え？」

　彼女は目を丸くしながら間ま抜ぬけな声を上げた。

「集中力、発想力……十歳の女の子だと思えない」

　政治面に詳くわしいゲイルが眼鏡を光らせながらそう言った。

　ほぼ同意だがこの板書の中で唯一俺が理解出来ないのが、デュラン国が経済崩ほう壊かいする可能性があると書かれていることだ。今のデュラン国の経済は潤じゆん沢たくだぞ？

　アリシアは少し怯おびえた顔でアルバートの方を見た。勝手に学校に侵しん入にゆうしたことを怒おこられると思ったのだろう。しかし、アルバートは怒るより断だん然ぜん驚きの方が勝っていた。そうして暫くの間、俺達は静せい寂じやくに包まれたまま黒板を眺め続けたのだった。







　現在十歳　ウィリアムズ家長女　アリシア




　お兄様には、勝手に学園に侵しん入にゆうして怒おこられたけれど、ようやくヒロインに会うことが出来たから、私としては大満足よ。とてもいい子で可愛かわいくて、モテモテなのも分かるわ。絵に書いたような〝いい子ちゃん〟で、私は正直……好きではないけれど。




　今日は魔法の練習をするわよ！　私は朝から図書室に向かった。もうお屋や敷しきにいる皆みなが、私が図書室にいることを知っている。前にロゼッタにうっかり言ってしまっただけなのに、結構一いつ瞬しゆんで皆に知しれ渡わたるのね。ま、知られたところで私の悪女への道は止まらないわ！

　私が図書室に入ると話し声が聞こえた。あら、先客？

　私は声のする方へ足音を忍しのばせながら近づいた。

「彼かの女じよは異い端たん児じだ」

「だが今普ふ通つうに暮らしているぞ」

「それでも彼女は危険人物だ」

「そんな言い方はないだろう！」

　誰だれの話をしているんだろう……。異端児ってことは、もしかしてリズさん!?　もう危険人物になっているの？　これってお父様の声よね？　もう一人は誰だったかしら……。聞いたことあるのに思い出せないわ。

「悪かった。言い方を変えよう。彼女の思考力は並外れている」

「ああ」

「愛国心も、我々に比べると薄うすい」

「敵に回すと厄やつ介かいだということが言いたいのか？」

　リズさんのことなのにどうしてお父様が怒るのかしら。……これ以上盗ぬすみ聞ぎきしない方がいいわね。私はそっと図書室を出ようとしたが、うっかり、ドンッと音を立ててしまった。

　痛ッ！　……肘ひじを本ほん棚だなにぶつけてしまったわ。

「誰だ！」

　鋭い声が図書室に響ひびく。そうなりますわよね。ああ、逃にげたいわ。でもここで逃げたら悪女としても威い厳げんがなくなるもの。そんなの私のプライドが許さないわよ。私は本棚から姿を現した。

　お父様と、ゲイル様のお父様のジョアン様？　二人とも怪け訝げんな顔をしながら私を見ている。確かに聞いてしまった私も悪いけど、本当に誰にも聞かれたくない話なら図書室なんかで話さないでほしいわ。

「こんにちは。アリシアです」

　気まずい空気の中、私は何事もなかったかのように挨あい拶さつをした。

「アリシア……今の話、聞いていたのか？」

　お父様が口を開いた。正直に言った方が良いいわよね。

「はい」

「記き憶おくを消そう」

「はい？」

　ジョアン様の言葉に私は耳を疑った。今なんとおっしゃいました？　記憶を消すって出来るわけ……いえ、魔法なら可能だわ。レベル68を習得していたら記憶を消す魔法を使えたはず。けど、それはちょっとずるくないかしら？　お父様もしょうがないって顔しないでください。記憶を消されるなんてまっぴらごめんよ。

「今の話は口こう外がいいたしませんわ」

「口外って……」

「平民のキャザー・リズが危険人物だということを、誰にも言ったりしませんわ」

　もともと吹ふい聴ちようするつもりなんてなかったけど。口の軽い女だと思われたくないもの。なのに、お父様もジョアン様もどうしてそんな困こん惑わくした表情を浮うかべているのよ。

「キャザー・リズ……」

　あれ？　何その反応。もしかしてリズさんの話じゃなかったの？

「分かった。では、記憶は消さないでおこう」

「有難ありがとうございます？」

　……私が言うのもなんだけど、そんなに簡単に言ったことを信じない方がいいと思うわ。まぁ、でも、記憶が消されなくて良かったわ。私は安あん堵どのため息をついた。

「私はそろそろ行くよ。じゃあまた、アーノルド、アリシア」

　ジョアン様はお父様と私にそう言って帰って行った。お父様も私の頭を軽く撫なでて図書室から出て行く。私はどこか心が晴れないまま、二階への階段を上ったのだった。




　レベル６から10までの本に目を通し、魔法を実じつ践せんしていく。正直、びっくりするほど簡単だったけど、レベル10の「汚よごれたものを綺き麗れいにする魔法」でつまずいた。ロアナ村の水を綺麗にしなくちゃならないのに……。

　汚れた水を持ってきて、私は何度も魔法をかけた。……だめだわ。ちっとも綺麗にならないじゃない！　コップは綺麗になっているのだけど、水は濁にごったままなのよね。何かやり方が間ま違ちがっているのかしら。私は魔法の本をもう一度読んだ。やっぱり間違ってはいないはず……どうして成功しないのかしら。

　ペラペラと適当に捲めくっていくと、レベル25のところで目が留とまった。

『レベル25　水を綺麗にする魔法』

　噓うそでしょ。汚れたものを綺麗にする魔法と水を綺麗にする魔法は別なの？　こんなの詐さ欺ぎよ！　さっきまでの私の時間とエネルギーを返してほしいわ。

　じゃあ、今私の履はいている靴くつなら綺麗になるのかしら。

　私は足元を見て、さっきと同じように魔法をかけた。……ピカピカだわ。新品みたい。

　結局、魔法は一つずつクリアしていかないといけないのね。次からは簡単だからって舐なめないで、よく調べてから練習しましょ。私は満足げに笑えみを浮かべ、一人頷うなずいた。




　その日の夜、ウィルおじいさんの元へ行くと部屋の隅すみにジルがいた。もう起き上がれるようになったのね。私は胸を撫なで下おろした。

「どうしてそんなとこにいるの？」

　声を掛かけると、ジルがゆっくりとこちらを向いた。こげ茶色のボサボサの髪かみに綺麗な灰色の瞳ひとみが暗く澱よどんでいる。まるで絶望の中にいるみたいだわ。

「私はアリシアよ」

　ジルにそう言っても全く反応がない。ただじっと私を見ているだけ。

「心を閉ざしておるんじゃ」

「ウィルおじいさんにも？」

「いや、わしにはそんなことはないが……。ジルは人が怖こわいんじゃ」

　ウィルおじいさんがそう言った。そりゃそうよね、あんな経験して他人が怖くない方がおかしいわ。殴なぐられても、皆が見て見ぬふり。……弱い者虐いじめなんて自分に自信のない人がするのよ。真しんの悪女は他人に興味がないもの。絶対にそんなことをしないわ。

「アリシアならジルの心を開くことが出来るはずだ」

　ウィルおじいさんったら何を言っているのかしら。悪女の私に出来るわけないわ。聖女みたいな言葉を掛けることも出来ないし、綺き麗れい事ごとなんて大だい嫌きらい。そうだわ、リズさんなら一瞬でジルと仲良くなれたりするのかもね。

　……ってリズさんが一瞬で仲良く出来るんなら、私も一瞬で仲良くなれないと！　リズさんを虐める時に私の方が劣おとっていたら虐められないじゃない！

　私は自分の両りよう頰ほおを叩たたいて気を引ひき締しめた。悪女らしく活かつを入れてやるわ。

「ねぇ、ジル。貴方あなた人が怖いんですって？　笑わせないでよ。じゃあ、どうして死ななかったの？」

　ジルがじっと私を見つめる。

「人が怖くて関われないのなら、死んだ方が良かったんじゃない？　貴方がこれから生きていく世界は人で溢あふれているのよ。一生この部屋の隅でうずくまっているつもり？」

　さぁ、私に対して怒りなさい。怒いかりは力になるわ。

「あのまま死ぬことだって出来たはずでしょ？　あんなにも高熱を出して頭から血を流して……生きたいって思わない限りあのまま死んでいたはずよね？　確かに私はただの自己満足で貴方に薬を与あたえたわ。でも、それを飲まないって選せん択たく肢しもあったはずでしょ？」

　ジルが私を軽く睨にらむ。やっぱり私、人を怒らせる天才かもしれないわ。

「生きているのに、怖いものから逃げ続けるの？　貴方が自分でした選せん択たくでしょ？」

「違ちがう……」

　ジルが小さく口を動かした。やったわ！　ついに喋しやべってくれたわ。

「違う？　そんな風に見えないけど」

「何が分かるんだよ。あんたら貴族に……」

　ジルが私を凄すごい形ぎよう相そうで睨みながら言った。

「な～んにも分からないわ。だって暮らしていた世界が違うんだもの」

　私はあえて小こ馬ば鹿かにした表情を作ってそう言う。ジルが今にも私を殺しそうな目を向けた。

「でも、私は貴方を助けたのよ。私にも責任があるわ」

「は？」

「ジルは生きたくなかったのに、私が生かしてしまったのかもしれない。だから、貴方が死にたいというのなら私が殺してあげますわ」

　私は思いっ切り凄すごんでジルを見た。ジルの顔に恐きよう怖ふが入り混じる。ああ、今の私を誰か撮とってくれないかしら……。動画配信出来たら世界の皆に私の悪女っぷりを披ひ露ろう出来るのに。

「けれど、もし貴方が生きたいと望むのなら、私は全力で貴方を生かすわ。助けを求めるのなら必ず駆かけつけるし、貴方が生きることを諦あきらめない限り私は貴方を支え続けてあげる。けど、甘あまえないで。貴方は生きている限り、一生他人と向き合っていかなければならないのよ。戦うのは私じゃない。ジルが戦わなければならないの」

「お前に僕ぼくの気持ちなんか分かるわけない」
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　ジルの目が赤くなっていくのが分かる。

「そうね、私にはジルの気持ちなんか全く分からないわ。私は恵めぐまれているもの」

「ならそんな勝手なこと言うな！」

　怒りからなのか、悔くやしさからなのか、ジルの目にどんどん涙なみだが溜たまっていく。

「ねぇ、貴方賢かしこいんでしょ？」

「は？」

「私、実力がある者が世の中の上に立つべきだと思っているの」

「そんなのあんたら貴族がいるじゃねえか。僕が立てるわけないだろ」

　私の話を聞いていたのかしら。怒りが湧わいてきたわ。確かに、この村の人達があの霧の壁のせいで外に出られないのに対して苛立つのは分かるわ。ロアナ村の成り立ちを調べたけれど、彼らの先祖が、身分が低く社会から落ちこぼれた者や逃亡した罪人だったってだけで、現在の村人には関係ないもの。

「ねぇ、ジル、結局生きたいの？　死にたいの？」

　私の質問にジルは黙だまり込こむ。

「答えなさい」

　私は圧力をかけるようにジルを睨んだ。これが悪女になろうと思って日々鏡の前で練習してきた睨みよ。

「死にてえわけないじゃん。けどこの場所からどうやって外の世界に行くんだよ。僕がどんなに他の奴やつより賢くなっても、そもそもこの村から出られるわけないだろ」

　ついにジルの瞳から涙が溢あふれ出た。

「話聞いてた？　私が助けてあげるって言ってるでしょ。貴方が光のある場所に行きたいのなら、私が命を懸かけてでも光ある舞ぶ台たいに立たせてあげるわ！　貴方のその大きな羽を誰にも折らせないように必ず連れて行ってあげるわよ！」

　思わず大声を上げてしまった。今のは、悪女らしくなかったわね。

　ジルの目からは、涙が滝たきのように流れていた。

「なんで……なんであんたがそこまでするんだよ」

「言ったでしょ、私には貴方を生かしてしまった責任があるのよ」

「馬ば鹿かじゃないの……」

　そう言って、初めてジルが私に笑え顔がおを向けてくれた。あら、笑うと案外可愛いじゃない。これって心を開いてくれたってことかしら。私、戦いに勝ったんだわ。

　ちなみに、ここでの悪女ポイントは決して慈じ悲ひで助けるなんて言わなかったことね。




　泣き疲つかれたのか、ジルはそのまま寝ねてしまった。

「アリシア、有難う」

　そう言っていつものようにウィルおじいさんが私の頭を撫でた。あら、お礼を言われるようなことはしていないわ。

「私、酷ひどいことばかり言いました」

「しかし、事実じゃ」

「聖女みたいな方ならあんなこと言わないと思いますわ」

　私がそう言うと、ウィルおじいさんは目め尻じりに皺しわを寄せて笑った。

「聖女みたいな人間の言葉だったら、ジルには届かなかったと思うぞ」

　じゃあ、リズさんに勝てたってことかしら？　……勝負もしていないのにそんな風に考えるなんて馬鹿げているわね。

「あ！　そう言えば私、汚れたものを綺麗にする魔法を使えるようになりましたの」

　ウィルおじいさんの目が見えなくても、物凄く驚おどろいているのが分かる。魔法が使えるようになったなんて、使えない人の前で言うなんて失礼だったかしら。

　でもウィルおじいさんはそんなことで怒るような人じゃないわ……。

「アリシア、君は今何なん歳さいじゃ？」

「十歳ですわ」

　どうして急に歳としなんて聞くのかしら。ウィルおじいさんは顎あごに手を置いて、難しい顔をしている。

「どうかしましたの？」

「ああ、いや。そうじゃアリシア、その魔法を今、やってみてくれないか」

「分かりましたわ」

「では、この部屋全体を綺麗にすることは出来るかい？」

「やってみますわ」

　この部屋の隅すみ々ずみまで綺麗にすることを想像する。

　いつも私は目を瞑つぶりながら想像するのだけど、これって目を開けたままでもいいのよね？　正直なところ失敗するのが怖くて目を瞑っていたのよね。けど、自分で魔法をかけているところも見たいので、私は目を開けて指を鳴らした。するとどんどん部屋が煌きらめくオーロラみたいなものに包まれる。とっても綺麗だわ。キラキラ輝かがやいて素す敵てき……。

　椅い子すや机、ベッドにもそのオーロラみたいなものがかかっていく。そして、ゆっくり消えていった。

　私こんなことが出来るのね……。これは自画自賛してもいいわよね？　見み違ちがえるわ。さっきまでの部屋が噓みたいよ。

　黄ばんで汚れていた窓も埃ほこりだらけだった天てん井じようも見るに堪たえなかった床ゆかもピカピカよ。

「空気が綺麗じゃ。重く暗かった部屋が軽く明るくなった。凄いな」

　ウィルおじいさんはそう言って私を褒ほめてくれた。ウィルおじいさんに褒められると本当に嬉うれしいのよね。今日はいい夢を見られそうだわ。
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「アリシア様。客間に皆みな様さまがいらしていますわ」

　ロゼッタの声が図書室に響いた。ちょうど良いところなのに。私はしぶしぶ読んでいた箇所に栞しおりを挟はさんだ。

「今行くわ」

「本日は女性のお客様もいらしています」

　女性のお客様？　まさか……ヒロインのキャザー・リズ!?　リズさんが我わが家やに来ているの？　魔法学園に行かなくても会えるだなんて。

　今日は最高の一日になるわ。ああ、楽しみ。ついに私の悪女っぷりを知らしめる日が来たのよ！

　私は軽快な足取りで客間に向かった。




「こんにちは」

　私が部屋に入ると、期待通りリズさんがいた。やっぱり、他の人とは違うオーラを放っているわね。平民とは思えないわ。リズさんが私に近づいて、挨拶をしてくれる。

「こんにちは。アリシアちゃんってアルバートの妹だったのね」

　私と目線を合わせて笑顔でそう言った。相変わらず眩まぶしい笑顔だわ。

「ええ」

　私も負けじと満面の笑みで答えた。私の笑顔はリズさんみたいにキラキラ輝いているわけではない。むしろ真っ黒なオーラを放っているに違いないわ！

「アリちゃん、今日も可愛いよ」

「カーティス様、今日も軽そうですわよ」

　せっかく悪女の笑みを披露したのにカーティス様ってば、軽々しくそんなことを言えちゃうから凄いわよね。空気を台無しにしないでほしいわ。

「皆様お揃いで、今日はどうしたのですか？」

「ああ、生徒会でパンフレットを作るんだよ」

　アルバートお兄様が笑顔で教えてくれる。そうだったわ、お兄様達って生徒会メンバーですものね。……それで、どうして私まで呼ばれたのかしら？

「そんな不ふ審しんな顔するな。少しアドバイスが欲しいだけだよ」

　アルバートお兄様が苦く笑しようしながら私に一枚の紙を手渡した。

『魔法学園フェスティバル　生徒会の出し物』

　……これ、ゲーム内で発生するイベントだわ。たしか、デューク様とリズさんがここで急接近するのよね。

　で、それに私がアドバイスするの？　何度も言うけれど私十歳なのよ？

　……でも悪女に年ねん齢れいは関係ないわね。私の役目はいかにデューク様とリズさんをこのイベントでラブラブにさせるかよ！

　勿もち論ろん、二人を応おう援えんしているという意味ではなくね。二人をラブラブにした後にリズさんを罵ののしるのよ。貴女あなたの身分で……だめだわ、身分の話をダシにするのは卑ひ怯きようね。彼女は実力で魔法学園に入れたのだから、もっと正々堂々と罵らないと。

「アリシア？　難しい顔をしてどうしたんだ？」

「この顔になった時は僕達の話なんか聞こえてないよ」

「急に集中して何か考え出すからな」

「ある意味才能だよね」

　そうだわ、デューク様に相応ふさわしいのは私だって言うのはどうかしら。ヒロインと悪女はライバルだもの！

　リズさんがそこで「私の方がデューク様を愛してる」とか言ったところを「随分ご自分に自信があるのね」と罵声を浴びせればいいんだわ。

　問題は恥はずかしくてそんな台詞せりふ言えるかどうかよ。いきなりデューク様に告白するようなものだもの。度ど胸きようと勇気が必要だわ。いえ、デューク様はどのみち私を振ふるのだし、当たって砕くだけろよ。悪女になるためならなんでもするわ！

「ところでお兄様達はなんの出し物をするおつもりなの？」

　私がそう尋たずねるとアルバートお兄様が苦笑した。

「それが、全く考えていないんだ」

「じゃあ、私は何をすればいいのです？」

「アリシアちゃんにはこんなのが良いっていう提案をしてほしいの」

　リズさんが横から割わり込こんできた。あら、今こそ私の悪女っぷりを発揮する場面ね。

「リズさんには聞いていませんわ」

　私は笑顔のままそう言った。一瞬で部屋が静かになった。これよ、この空気よ。私が生み出したかったのはこの冷たい空気！

「アリシア？　急にどうしたんだ？」

　アルバートお兄様が私の顔を覗のぞき込こむ。どうもしていませんわ、お兄様。私は今、自分の職務を全うしているだけですわ。

「っていうか、アリちゃんとリズって知り合いだったんだね」

　カーティス様が場を和なごませようとする。せっかく私が相応しい空気を作ったのに、またも台無しにされたわ。あの空気のまま私とリズさんはバチバチに睨にらみ合あうっていうシナリオだったのに。

「アリシアは何したらいいと思う～？」

　フィン様が明るく私に声を掛ける。……結果的にデューク様とリズさんがラブラブになればいいのだから、正直なんでもいいのよね。だから、まずはリズさんにライバル認定されるように専念しましょ。

「リズさんって全魔法扱あつかえるとお聞きしましたわ」

　五大魔法以外の土の魔法、緑の魔法とかも……全魔法使えるって本当にヒロイン設定が羨うらやましいわ。

「ええ」

　リズさんが少し警けい戒かいした顔で私を見る。そう、その顔が見たかったのよ。さあ、もっと感情をむき出しにして見せて！

「それを活いかせばいいのでは？　せっかくそんな素敵な能力を持っているのに独り占めして使わないなんてもったいないでしょう」

　私は口角を片方だけ上げながら笑った。

「有難う！」

　え？　どうして私、お礼を言われているのかしら？

「能力を褒めてもらえて嬉しいわ！」

　皮ひ肉にくのつもりで言ったのよ!?　なんて鈍どん感かんなの！　だからヒロインは苦手なのよ！　ちょっとぐらい嫌そうな顔しなさいよ。そこでデューク様に助けを求めるのよ！　何ちゃっかりお礼なんて言っちゃってるのよ。

「確かにそれはなかなかいい案だな」

　ゲイル様が頷く。待ってください、こんな適当な案に乗らないでほしいわ。なんですのこれ。新あら手ての虐めですの？　まさか悪女の私を虐めているの？

　フッと誰かの笑い声が耳に入ってきた。噓でしょ……デューク様に笑われたわ。もしかして私が虐められているのを見て楽しんでいるのかしら。デューク様の考えていることはよく分からないわ。

　結局、私の案が採用となり、その日の会議は終わってしまった。この世界の人ってもう少し自分で物事を考えるべきではないのかしら……。




「なぁ、アリシアをゲストとして一いつ緒しよに舞台に出すのはどうだ？」

　この日も私の家でフェスティバルの出し物について皆が話し合いをしていた。

　今、私をゲストに出すっておっしゃいました？　アルバートお兄様は何を考えていらっしゃるの。それ以前に、どうして私はまたこの不毛な話し合いに参加しているのかしら。

「ああ、確かにそれはいい案かもしれない」

　ゲイル様？　賛成しないでください。私は生徒会メンバーではありませんわ。

「嫌です」

　私ははっきりそう言った。

「どうしてだ？」

　アルバートお兄様が不思議そうに私を見る。

「まず魔法学園の生徒ですらないですもの」

「それは俺達でなんとかする」

　なんとかしてもらわなくてもいいのですが……。

「せっかくだからアリシアちゃんも出ようよ」

　リズさんが私に微笑ほほえむ。

「絶対に嫌いやって言っていますの」

　リズさんはそれでも嫌な顔一つせず笑顔を作る。こういうところがやっぱり苦手だわ。場の空気を読む良い子なんでしょうけど、私の「嫌です」という主張をくつがえそうとしている時点で被害者は私なのよ。

「絶対に楽しいよ？　いい思い出になると思う！」

「リズさんの価値観を私に押おしつけないでくれます？」

　この一言で空気が一変した。リズさんも困惑した表情を浮かべる。そう！　私がリズさんにさせたかったのはこの顔よ。前回出来なかったから今回でリベンジだわ。

「ごめんなさい、そんなつもりじゃなかったの」

　あら、私はもっと激しい戦いを期待していたのに、あっさり私が勝ってしまったわ。

「アリシアも言葉がきついぞ」

　アルバートお兄様が少し怒りながらそう言った。

「私は思ったことをそのまま言っただけですわ」

「それが相手を傷つけるんだ」

　確かにそれは否いなめないわ。けれど、自分の意志を主張して何が悪いのよ。

「とりあえず、話を先に進めよう。アリちゃんも無む理り強じいされて嫌だったんだろう」

　カーティス様の明るい声が部屋に響く。なんだか居心地が悪いわ。やっぱり七歳の頃ころとは違うのね。小さい頃は我わが儘ままだって言われるだけで許されていたことが、大人になるにつれて許されなくなっていく。

　たしか、私も前世では大人になるにつれて我が慢まんしていくことがたくさんあったわ。それを私は十歳で体験しているのよね。つまりゲームの中のアリシアは、心はそのままで体だけ成長したから悪役令嬢になったってことよね？　なら、私はこのまま成長すれば悪女になれるってことじゃないかしら。これからも自分に正直に生きていけばいいのよ！

「アリ、リズと仲良くなるために二人で町に行ってきたらどうだ」

　アルバートお兄様が私の方を向いてそう言った。

　……はい!?　アルバートお兄様は一体何をおっしゃっているのかしら。私とリズさんが仲良くなってしまったら悪役令嬢失格よ!!

「私もアリシアちゃんと仲良くしたいな」

　リズさんが私に向かって天使の微笑みを浮かべる。やっぱり私、この笑み苦手。優しく微笑みかけたら好感度がアップするなんて思わないでほしいわ。

「リズさんと仲良くする必要性を感じませんわ」

　たちまち、リズさんの大きなエメラルドグリーン色の瞳が、悲しそうに私を見つめた。

「私、アリシアちゃんに嫌われちゃった？」

　貴女はヒロイン、私は悪役令嬢。最初から相あい容いれない関係なのよ。

「仲良くって無理やりするものではないのでは？」

　皆さんの頭に疑問符が見えますわ。あら、私、そんなに不可解なことを言いまして？

「アリ、相手を知らないのに仲良くなれないなんて言うもんじゃないよ」

　アルバートお兄様が笑顔でそう言った。

「たくさんお話しすれば、きっと私達、仲良くなれるわ」

　話せば分かる論理……、まさしくヒロインが言う台詞せりふね。ウマが合う、合わないは絶対的にあって、合わない人間同士がいくら話しても分かり合えるわけがないわ。

　けど、究極の二に択たくで、お喋しやべりか二人で町までデートかを天てん秤びんにかけたら圧あつ倒とう的てきにお喋りよ。

「町に行かなくていいのならリズさんとお話しいたしますわ」

　私がそう言うと、リズさんの顔が明るくなった。アルバートお兄様も安堵のため息をつく。……私は、すっごく面倒臭いです!!

「アリシアちゃんが好きなお菓か子しは？」

「マカロンですわ」

「マカロン！　私も大好きよ。マカロンを見ただけで笑顔になれるわ。マカロンには人を幸せにする力があるのかも。他には……好きなお花は？」

　お花っていう言い方が苦手だわ。どうして花に『お』をつけるのかしら。

「それほど花に興味がありませんわ」

「そうなの……。私、マーガレットが好きなの」

　確かにリズさんが好きそうね。

「花言葉が素敵なの」

「「真実の愛」」

　同時に発した花言葉で、リズさんがびっくりしたように私を見る。

「また誠実、信しん頼らいという意味もあるわ。リズさんにピッタリの花ですわね」

　私は満面の笑みで嫌いや味みを込こめてそう言った。まぁ、リズさんには通じないだろうけど。

「お花に興味がないのに知っているの？」

「淑しゆく女じよのたしなみですわ」

「幼いのに凄いわね！　じゃあ、その中でもいいなって思ったお花は？」

　だから、興味ないって言ってるじゃない。

　だけどリズさんは目をキラキラさせながら私の方を見ている。

「スズランが好きですわ」

　私は無表情にそう言った。

「スズランの花言葉は純じゆん粋すい、再び幸福が訪おとずれる。素敵な意味がある花ね」

「ええ。清せい楚そな見た目に素敵な花言葉を持っているにもかかわらず、最悪死に至るような有ゆう毒どく性質を併せ持つってところがとても魅み力りよく的てきですわ」

　部屋が静まり返った。天使の微笑みを持つリズさんの顔が引きつるのが分かる。これはもう私、ベストオブ悪女よね？

　たくさん本を読んでいて良かったわ。悪女には、花の知識なんて必要ないかもって思っていたけど、使い方次第で役に立つものなのね。

「アリシアちゃんが好きな色は？」

　沈ちん黙もくを破ったのはリズさんだった。……め、めげない！　さすがヒロイン。ちょっとだけ尊敬するわ。

「黒ですわ」

「黒が好きなんだ！　私は白が一番好きよ」

「正反対ですわね」

　私が笑顔でそう言うと、リズさんも笑顔を返してくる。この笑顔の意味も正反対だわ。

「反対だからこそいいんじゃない？」

「ソウデスワネ」

　こんな会話でお互たがいのことなんて知れるわけないわ。

「好きなことは？」

　まだ質問するの？　それに質問が抽ちゆう象しよう的てきすぎない？　リズさんは私のうんざりしている表情を全く読み取ってくれないのね。これだから鈍どん感かんヒロインは嫌なのよ！

「これですわ」

　いい加減黙だまらせてやろうと、私はパチンと指を鳴らした。すると、飾かざられていた花か瓶びんの中から一輪の花が私の方に向かってきた。

　物を引き寄せる魔法よ。

　私はこっちに飛んでくる花を見事にキャッチしてリズさんに差し出した。

「どうぞ」
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　だけど、リズさんだけでなく、皆が私を凝ぎよう視ししている。何をそんなに驚いているのかしら。

「魔法……？」

「ええ」

　早く花を受け取ってくれないかしら。私が恥ずかしいわ。

「アリちゃんって」

「十歳……、だ」

「だよね」

　カーティス様とアルバートお兄様の会話が聞こえた。ウィルおじいさんも私が魔法を使った時に年齢を聞いてきたわよね。私、普通の子より優すぐれているんじゃないかしら？　そりゃ、魔法についてこれだけ勉強しているのだもの。当然よね？

「有難う」

　ようやくリズさんが私の手から花を受け取ってくれた。

「綺麗なマーガレットね」

　リズさんが天使も顔負けの神こう々ごうしい笑顔を私に向けた。リズさんからの好感度が高くなっても、嬉しくないわ。その花は嫌味のつもりで渡したのよ？　鈍感ってある意味幸せね。




　皆が帰った後、私は図書室に向かった。結局今日も出し物とやらは決まらなかったわね。ただリズさんと私が会話しただけじゃない。

　ふと見ると、図書室に着く直前でアルバートお兄様とお父様が立ち話しているところに出で会くわしてしまった。凄く真しん剣けんな顔だわ。どんだけ難しいお話をなさっているのかしら？　私は気付かれないようにこっそり近づいた。

「アリシアが魔法を使った？　それは本当なのか？」

「はい。この目で見ました」

「だがアリシアはまだ十歳だぞ？」

　さっきから十歳がどうしたの？　どうして皆、私の年齢を聞いて驚いているのよ。

「信じられない」

「俺も驚きました。魔法を扱えるようになるのは十三歳からなのに」

　十三歳から？　私、十歳。あれ、なんだか数字がおかしいわね……？

「異端児」

　お父様が低く重みのある声で呟つぶやいた。私が異端児？　この世界で異端児はヒロインのはずよ。

　きっと何かの間違いだわ。私は今の話を頭で処理できないまま図書室へ走った。




　魔法書、魔法書……あったわ！　焦あせりすぎて、うまくページを捲めくれない。お父様達が言っていたことは絶対噓に決まっている。そう疑いつつ、私はあるページで手を止めた。




『魔法を扱えるのは十三歳以上である』




　見み間ま違ちがいなわけないわよね……。私は魔法についてもっと細かく書かれている魔法大全を取り出した。

『魔法を扱えるのは十三歳以上である』

　同じことが書かれているわ。

『故ゆえに貴族は十三歳から魔法の習得を始め、十五歳までにレベル20を習得した者が魔法学園へ入学出来る』

　レベル20……。あら、私、もう少しでレベル20を習得出来るわ。他に何か書いていないのかしら。通常よりも若くして魔法を習得出来た例とか……。

　そうして全ページに目を通したけれど、何も見つけられなかった。結局謎なぞに包まれたままってこと？　嫌よ、私は謎を謎のまま残しておくのが本当に嫌いなの。かといって、誰かに聞いても分かることでもなさそうだし……そうだわ、ウィルおじいさんなら何か知ってるかもしれないわ。もう日も暮れているし、ロアナ村に行っても大だい丈じよう夫ぶよね。ああ、ジルへのお土産みやげの本も忘れずに持って行かないとね。




　ウィルおじいさんの家に着くと、ジルはもう寝ていた。私は本の入った鞄かばんをベッドの隅に置き、いつも座すわっている椅子に腰こしを下ろした。

　ウィルおじいさんは、見えていないのに一瞬で私が焦っている様子に気付いてくれた。ヒロインにも人の心情をこれくらい読み取る力をあげてほしいわ。

「聞きたいことがあって」

「とりあえず、落ち着きなさい」

　ウィルおじいさんは張りのあるゆったりした声でそう言った。私は大きく息を吸すい込こみ、ゆっくりと吐く。

「ウィルおじいさん、私……」

「何故、十歳で魔法が使えるようになったのか、か？」

　私が言う前にウィルおじいさんが口を開いた。相変わらず察する能力が凄いわ……。

　ウィルおじいさんってもしかして人の心を読める特とく殊しゆ能力があるのかしら。

「ウィルおじいさんは、理由をご存じなのですか？」

　私がそう聞くと、ウィルおじいさんは難しい顔をした。何故かその表情に寂さびしさと苦しさが垣かい間ま見みえる。王宮で働いていたことを思い出したのかしら。

「アリシア、十三歳になる前に魔法を扱えたということは凄い才能じゃ。だが、同時にその才能は破は滅めつに向かわせる可能性も秘めておる」

　私はウィルおじいさんの言った意味が理解出来なかった。

「破滅？」

　ウィルおじいさんはゆっくり頷いた。やたら具体的な話よね？　もしかして前例があるのかしら……。

「そんな不安そうな顔をしなくても大丈夫じゃ」

　ウィルおじいさんの温かい声が私の心をなだめる。私の内面を読み取る度たびに、本当は目が見えているんじゃないかしらって疑ってしまうわ。

「わしの知り合いで、幼い頃から魔法を使えた者がいたんじゃ。稀け有うな才能だと周りからも言われ、どんどん魔法を使い、十三歳になる前にレベル80まで習得したんじゃ」

「レベル80？」

　習得するには最低三年かかると言われている……。しかも、レベル80ってことは大貴族よね？

「ああ。そうなれば、己おのれを過信する。他の者より自分は優れていると」

「それは当然なのでは？」

　十三歳でレベル80を習得して自惚うぬぼれない方がおかしいわよ。

「しかし、それが破滅の原因となったんじゃ」

　ウィルおじいさんが寂しそうに笑った。

「自惚れた少年はレベル80を習得出来たことから、自分は順番にレベルを上げずともレベル１００を習得出来ると考えてしまった」

　そこまでくると逆に選ばれし者しか習得出来ないレベルよね……。でも確かにそういう考えになってしまうのも分からなくないわ。

「それで、その少年はどうなったのです？」

「もう二度と魔法を使えなくなったんじゃ」

　大貴族で魔法を使えなくなるなんてあまりに残ざん酷こくだわ。周りからの期待を失望に変えてしまって、その圧を一生背負っていかなければならないのだから。

　それともその少年は家を出たとか……？　私はウィルおじいさんに詳くわしく話を聞こうと思ったけどやめておいた。あまりにもウィルおじいさんが苦しそうにしていたからだ。きっとただの知り合いではなく、大切な人だったのね。私の胸まで苦しくなる。

「アリシア、その才能は素す晴ばらしい。だが、決して無理にレベルを上げて習得しようなんて考えないでおくれ」

　ウィルおじいさんが私に訴うつたえかけるように言った。

「分かりましたわ」

　了りよう承しようすると、ウィルおじいさんは「いい子じゃ」と言って私の頭を撫でてくれた。いつもはそれで心が温かくなるのだけど、今日は何故か心にある辛つらさがなくならなかった。
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「アリシア、起きなさい」

　お父様の声で目が覚めた。お父様が私を起こしに来るなんて一体何事かしら。私はベッドから出て、急いで着き替がえて部屋を出た。

「どうかしましたの？」

「アリシア、お前に話がある」

　お父様は真剣な顔つきでそう言った。何事かしら。お父様が歩き出したので、私も黙って後ろを歩く。……もしかしてロアナ村に行っていることがバレたとか。

　向かった先は、私が今まで入ったことのないお父様の部屋だった。私はお父様に続いて中に入る。

　……噓でしょ、また国王様？　それに、五大貴族のトップが全員揃そろっているなんて、一体何事？

「アリシア、久しぶりだな」

「お久しぶりです、国王陛下」

　私はそう言って深くお辞じ儀ぎをした。なんだか圧あつ迫ぱく面接みたいね。

「アリシア、君はもう魔法が使えるのか？」

「はい」

　良かった、魔法の話だったのね。昨日の今日でもう国王様が私に会いに来るなんて、どれだけ情報早いのよ。

「では、今ここで何かやってみてくれないか？」

　私は軽く指をパチンッと鳴らした。物を積む魔法で本が次々と浮かび、積まれていく。せっかくなのでお父様の書類もまとめてあげましょ。本が積まれた後に大量の書類の束も積んでおいた。うん、ちゃんと安定して端はしが整っているわ。上出来！

「綺麗に積まれている」

「ああ、どこもはみ出ていない」

「最初からこんなに精せい密みつには出来ない」

　五大貴族の面々が次々と私の魔法に成績をつけるかのように言った。

「これは……」

　国王様が私の魔法を見て言葉を失っている。今の、何かのテストだったのかしら。

「アリシア、有難う。もういいよ」

　お父様が私に笑顔でそう言った。アルバートお兄様と笑顔がそっくりだわ。

　裏のあるその笑顔に促うながされ、私は部屋を出た。やっぱり目的は不明のまま……。

　なんだか狐きつねにつままれたような気分だわ。剣けんのお稽けい古こでもして体を動かしましょ。

　私はそうしてアランお兄様とヘンリお兄様がいる庭へと向かい、お父様に魔法が使えなくなった少年について聞くことをすっかり忘れてしまっていた。




「そういえば、魔法学園のフェスが中止になったらしいな」

　剣のお稽古をしながらアランお兄様が言う。あまりの衝しよう撃げきに私は剣を振る腕うでを止めてしまった。

　……魔法学園のフェスがなくなった？　もしかして私がリズさんと仲良く出来なかったからかしら。いや、それは関係ないわよね。だって私、魔法学園の生徒じゃないし……。

「何かあったのですか？」

「リズが倒れたらしいよ」

　アランお兄様に代わってヘンリお兄様が答えた。リズさんが倒れた？

「アル兄から聞いた話だと、リズの魔法が暴走したらしい」

「魔法が暴走？」

「ああ、まだ原因は分からないらしいが、フェスの時に事故が起きたら大変だからって中止になったらしい」

　魔法って暴走するのかしら……。私は詳しよう細さいが気になって、図書室に向かった。




　魔法大全をもう一度じっくり読んでみたが、どこにも魔法の暴走については書かれていない。今までにそういった事実はなかったってことよね。私は近くにあった『闇やみ魔法について』と書いてある魔法書を取り出し、目を通した。

『闇魔法は破は壊かいの魔法かつ治ち癒ゆの魔法』

　……どういうこと？　これ、矛む盾じゆんしているじゃない。

　私はさらにページを捲った。うーん、さっきの文言の意味が分かる説明はないようだ。

　はっ、その前に、どうして私がリズさんを心配して、こんな調べ物しているのよ。私は魔法の練習をしなければならないのよ。リズさんは魔法が暴走するくらいの魔ま力りよくを持っているに違いないんだから！

　私はレベル20までの本を読み始めた。そうして、あっという間にレベル１と同じノリでレベル20も習得出来てしまう。

　……あっさり入学レベルに達してしまったわ。凄いじゃない、私！　ヒロインと対等になってきているわ。リズさんが倒れている間に私がどんどんレベルアップすれば、リズさんが目を覚ました時には完全に対等になれるんじゃないかしら。

　私は意い気き揚よう々ようとレベル21の本を手に取り、読み始めた。







　現在三十六歳　　ウィリアムズ家父　アーノルド




　私の息むす子こは三人とも優ゆう秀しゆうで自じ慢まんの息子達だ。その下に生まれた娘むすめは、目に入れても痛くないほど可愛かわいらしく、多少我わが儘ままに育ってしまっても、それはそれで良いと思っている。

　ところが急におかしくなったのは、アリシアが七歳の時だった。

　彼かの女じよが剣術のテストを受けたいと言い出した時は全力で止めた。自分の剣の腕うでには全く気付いていないみたいだが。あの腕うで前まえでテストを受けるとなると間ま違ちがいなく悪目立ちしてしまう。我わが子が優秀で目立つのは良いいことだ。だが、今のアリシアはあまりにも幼すぎる。アルバートも私の意見に賛成してくれた。

　アリシアが魔ま法ほう学園に入学する十五歳になったら、この理由を伝えることにしたのだが、しかし、事態は急変しつつある。

　何故なら、アリシアが十歳で魔法を扱あつかえることが判明してしまったからだ。




　アリシアの魔法を見た後、我々五大貴族は緊きん急きゆう会議を開いた。

「まさかこんなことになるとは……」

　ネヴィルが顎あごの髭ひげを触さわりながら呟つぶやいた。

「十歳で魔法が使えるなんて、前代未聞じゃ……」

「いや、初めてじゃない」

　デレクの言葉に重なるようにジョアンが答えた。

「たしか過去に一人いたはずだ」

「そいつはどうなったんだ……？」

「二度と魔法が使えなくなった」

　ルークの言葉で部屋が静まり返った。私達は六人だけで会議をする際は、国王のことをルークと呼ぶ。本名はシーカー・ルーク。

「なら、アリシアもそうなる可能性があるということか？」

　ネヴィルが眉み間けんに皺しわを寄せながらそう言った。

「いや、順にレベルを上げていけばそうはならないだろう」

「なるほど」

　私は自分の娘が異い端たん児じになるとは思ってもみなかった。アリシアには幸せになってもらいたい。親として当然のことを思うだけなのに……。

「ルーク、特例でアリシアを魔法学園に入れてはどうだろうか？」

　ジョアンの提案に私は耳を疑った。

「アリシアはまだ十歳だぞ」

「それが一番の安全策だ」

　確かにそうかもしれないが、アリシアには普ふ通つうの生活を送ってもらいたい。十歳ではいくらなんでも早すぎる。

「せめて十三歳だ」

　私の言葉にジョアンは頷いた。

「そうだな。確かに十三歳が妥だ当とうかもしれない。どうだ？　ルーク」

　ルークは目を瞑つぶりながら難しい顔をして俯うつむいている。暫しばらく沈ちん黙もくが続いた後、ルークが顔を上げた。

「キャザー・リズの件はどうするのだ？」

　キャザー・リズ……。彼女も異端児だ。最初、我々は彼女にしか目を向けていなかった。

　平民なのに全魔法が扱える稀け有うな才能の持ち主。重ちよう宝ほうされる貴重な存在だ。そして彼女がゆくゆくは世界に平和をもたらす聖女になるだろうと考えた。だが、その彼女の魔法が暴走したらしい。理由はまだ解明されていないが、我々は魔ま力りよくが強すぎたためだと考えている。

「彼女が聖女だというのは間違いないだろう」

　ジョアンの言葉にすぐにネヴィルが反応した。

「しかし、賢かしこくなければ聖女であっても我々の仲間とは認められない」

「成績は良いみたいだ」

「成績が良いと賢いはまた別の話だ」

「そうだ、アリシアをキャザー・リズの監かん視し役やくにつける、というのはどうでしょうか？」

　私はジョアンの言うことにまた耳を疑った。何を言っているのだ。私の娘を聖女の監視役にするだと？

「何度か会って確信したのだが、アリシアは物事の本質を見み抜ぬける目、鑑かん識しき眼がんを持っている」

「だからって幼い少女に任せる役ではないだろう」

　私が思っていることをデレクが代弁してくれた。デレクの長い真っ赤な髪かみの毛けが燃えているように見えた。

「ジョアン、貴様が言いたいのは、監視役というだけではないのだろう」

　私はジョアンを睨にらみながらそう言った。

「ああ。聖女に賢い判断をさせ、国のトップになれるように促うながす役目もある」

　つまり、聖女を律りつする役目を担になうということか。そうなるとアリシアは間違いなく孤こ独どくになる。周りから何を言われてもそれに耐たえなければならない。

　他人の監視役で自分の娘の人生が潰つぶされるのか……。

「反対だ」

　私は真っ先に手を挙げた。

「俺おれも反対だ」

　続いてデレクも手を挙げた。ネヴィルは腕を組みながら難しい顔をしている。

「アリシア・ウィリアムズには魔法学園に入学した後、キャザー・リズの監視役をしてもらう」

　だが、ルークがきっぱりと言いきった。本当にアリシアにそんな役をさせるつもりか？　自分の娘じゃないからってそんな非ひ道どうな考えを押おし通とおすのか。

　確かに我々が最も考えなければならないのは国の平和だが、アリシアは私の娘なのだ。

「それでは本人の気持ちを無視しすぎている。では、こうしよう。アリシアが十三歳になった時に直接本人に聞いてみるのはどうだ？　魔法学園に入学を認める代わりにキャザー・リズの監視役になってくれないか、と」

　ジョアンの提案に頷いたルークは「アリシアに問おう」と言って私達の方をじっと見据えた。

「悪役になってくれるか、と」







　現在十三歳　ウィリアムズ家長女　アリシア




　ついに私、レベル80を習得しましたの！

　正直、簡単でしたわ。だんだん魔ま力りよくの使い方に慣れてくるのよね。お父様には毎日のようにレベルは順番に上げていくんだぞって言われ続けたし、無理せずこつこつ取得したかいもあって、ついにレベル80よ！

　皆みなに言ったら、どんな反応をするのかしら……。楽しみだわ。

　本来なら今の私の歳としから魔ま法ほうを使えるようになるはずなのよね？　ゲームの中のアリシアもきちんと努力していたら良かったのに。もともと才能があるのにもったいないわ。魔法学園に入学してからの二年間で、私はもっと強くなってみせるわよ！

　私は鏡の前に立って自分の姿を見た。誕生日にデューク様からいただいたネックレスがほんの少しだけ似合うようになった気がするわ。三年で結構容姿も変わったわよね？　髪かみの毛けも胸の下辺りまで伸のびて……、なんだか大人っぽくなったみたい。悪女感が増したもの。早く誰だれかに、「この悪女め」って罵ののしられる日が来ないかしら。待ち遠しいわ。想像したら口元が緩ゆるんでしまいますわ。だめだめ気を引ひき締しめないと！

「アリシア様、旦だん那な様がお呼びです」

　ロゼッタの声が扉とびらの向こうから聞こえた。お父様が？　一体何かしら。私は小さく深呼吸してからお父様の部屋に向かった。




　なんだか嫌いやな予感がするのよね。私はお父様の部屋に軽くノックしてから入った。

　……予感的中。もはやこの展開にも驚おどろかないわ。私はいつも通り国王様に挨あい拶さつをした。

「アリシア、久しぶりだな」

「はい、三年ぶりでございますわ」

「随ずい分ぶん大人っぽくなったな」

　国王様はそう言って微笑ほほえんだ。むしろ三年も経たって子どもっぽい方が問題だわ……。というか、五大貴族様がまた雁がん首くび揃そろえて、なんの用かしら。この展開になる度たびに理由を考えるのだけど、毎回予想外なことを言われるのよね。もう理由を考えるのはやめましょ。何を言われても、もう驚かないわ！

「アリシア、異例だが魔法学園に行く気はないか？」

　ジョアン様が私に向かってそう言った。

　え？　前言撤てつ回かい。物もの凄すごく驚いてしまった。私はてっきり魔法のレベルを聞かれるのかしらって思っていたのだけど、全く違ちがったわ。つまり、十三歳で魔法学園に入学出来る……二年も早くリズさんに会えるってこと？　決まっているじゃない！

「行きますわ。行かせてください」

「そうか」

　私の言葉にお父様が困こん惑わくした表情をした。というより、どうして皆みな様さまそんなに難しい顔をなさっているのですか？　やっぱり少しは謙けん遜そんも必要だったとかかしら？　でも悪女は謙遜なんてしないもの。チャンスがあるなら必ず摑つかむわ。

「アリシアは現在魔法レベルをいくつまで習得しているんだ？」

　あら、この質問、さっき考えていたやつね。

　私は満面の笑えみを浮かべた。悪女はやっぱり自じ慢まんげに言わないとね。

「レベル80ですわ」

　さっきよりさらに眉み間けんに皺しわを寄せないでくれます？　……もっと凄すごいって顔をしてくださっても構わないんですのよ？　私は褒ほめていただきたいの。お父様なら喜んでくれると思ったのに……その表情は何？

「80……」

　ネヴィル様が蚊かの鳴くような声で呟つぶやいた。もっと堂々と驚いてほしいですわ。

「聖女と同じレベルだ」

　……聖女？　聖女って大たい概がいの乙おと女めゲームではヒロインの役よね？　ということは、リズさん？　私、リズさんと同じレベルになったの!?　やったわ！　これで対等よ！

　私は出来るだけ表情に出さないようにして心の中で喜んだ。

「アリシア、我々から頼みたいことがある。聞いてくれるか？」

「頼みですか？」

　お父様がジョアン様を睨にらむ。どうして怒おこっているのかしら。

「勿もち論ろん、断ってくれても構わない」

「え、ええ、分かりましたわ」

　五大貴族の頼みを断ったりしたら、私、国外追放か死し刑けいになりそうな気がするのですが。

　国王様が口を開いた。

「キャザー・リズの監かん視し役やくをしてほしい」

　私は今の国王様の言葉を理解するのにたっぷり十秒の間を置いた。

　キャザー・リズの監視役……？　そもそもどうしてリズさんが監視されるの？

「君がいかに優秀かは分かっている。だからこそ君にしか頼めないのだ」

「そんな言い方をしたらアリシアが断れないだろう」

　私が答える前に、お父様が国王様を制した。

「あの、監視役とはなんのことですか？」

「キャザー・リズは、この国にとって救世主となる聖女なのだ」

　ジョアン様の言葉に私はあまり動じなかった。ヒロインが聖女なんだから、当たり前じゃない。今いま更さら、驚かないわよ。というか、聖女の監視役って一体何をするのかしら。

「彼かの女じよの魔法が暴走したのは知っているな？」

「はい」

「賢かしこくなければ聖女にはなれない」

　ああ、たしかゲーム内でヒロインの賢さを判定するイベントがあったわね。そうよ、思い出したわ。私、０点だったのよ。本来選ぶべき選せん択たく肢しを全部外したのよね。

　だって、綺き麗れい事ごとばかりだったんだもの。だから、ゲーム内での国の重要会議にも出席出来なかったのよね。

「そこでだ、彼女がこの国を担になえる賢さを持っているかを君に判断してほしい。そして、その能力が足らなかった場合、彼女がそうなれるように導いてやってほしいのだ」

　つまり、リズさんが国のトップに相応ふさわしいかどうかを見み抜ぬいたらいいのよね？

　けど、そうなるように導くってどういうことかしら。聖女としての役割が来るその日まで、リズさんの考えを正しい方に導けば良いってこと？　……絶対に嫌よ！　それって最高に良い人じゃない！

　私は悪女になりたいのよ。たとえ国外追放になったとしてもこれだけはお断りよ。

「お断……」

「アリシア、この『悪役』を引き受けてくれるか？」

　……聞き間ま違ちがいかしら。今、国王様、なんておっしゃいました？

「あの、今悪役って聞こえたのですが……」

「ああ。君がキャザー・リズの監視役をするということは重要機密になる。さらに、彼女の考えを改めさせるために辛しん辣らつな言葉を掛けなければならないこともあるだろう。キャザー・リズは魔法学園で相当人気を集めているみたいだからな」

　夢みたいな話だわ。悪女になるために努力をしてきた私に、神様がくれたプレゼントなの？

「つまり、私にこの世で一番の悪女になれと？」

「この世で一番とまでは言っていないが、そういうことになるかもしれん」

「別に引き受けなくてもいいんだぞ」

　お父様が私に向かってそう言った。引き受けない？　そんな選択肢、私にはありませんわ。ああ、こんなに嬉うれしい気持ちは生まれて初めてよ。国王様から直々に光栄な役をいただけるなんて！　今までどうやってリズさんを虐いじめてやろうかと思っていたのだけど、これで明確な理由が出来ましたわ！　今のこのすがすがしい気持ちをどう表現すればいいのかしら。

「喜んで引き受けますわ。最高の悪女になってみせますわよ」

　私の言葉に皆が安心したように見えた。……お父様以外だけど。

「孤こ独どくになるかもしれないんだぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶですわ、お父様」

「嫌きらわれるんだぞ？」

「分かっていますわ」

「耐たえられるのか？」

　愚ぐ問もんですわ。私は毎日楽しみながら学園に通えると思いますわ。

「勿論ですわ」

　お父様がとうとう諦あきらめのため息をついた。私の気持ちを理解してもらえたみたいね。

「たとえ兄きよう弟だいにもこのことは絶対に、」

「誓って、誰にも口外しませんわ」

　私は国王様の言葉を遮さえぎり、真っすぐ目を見ながら覇は気きのある声でそう宣言したのだった。




「何か我々に出来ることがあるなら言ってくれて構わない」

　私が部屋を出て行こうとすると、ジョアン様に声を掛けられた。何か出来ること……？

　あ！　そうだわ！　大事なことを忘れていたわ。

「ロアナ村にいるジルという少年を、私と共に魔法学園に入学させてください」

　私以外の全員が固まった。

　そう言えば、ロアナ村に通っているのは内緒だったわ。

「ロアナ村!?　なぜそこの住人のことを？」

「アリシア！　まさかお前、そこに行っているのか？」

　お父様、そんな恐こわい顔をなさらないでください。まるで私が罪を犯おかしたみたいだわ。

「夜だけです」

　こんなところで私は怖おじ気けづかないわよ。だって悪女ですもの。

「夜だと？」

「夜の方が安全ですので」

「じゃあ、昼にも行ったことがあるのだな」

　あら、私、もしかして墓ぼ穴けつを掘ほっています？　けど、怒られる理由なんてないはずよ。

　だってロアナ村に行ってはいけないなんて法律はないもの。

「お父様、私、責められる理由が分かりませんわ」

　私は背筋を伸ばし、お父様を睨むようにしてそう言った。

「ジルという少年は現在九歳で魔法も使えない平民ですが、私より賢いですわ」

　そうよ、ジルは本当に頭がいいのよ。一度覚えたことは忘れないし、何より素す晴ばらしい発想力を持っている。彼かれは間違いなく国のトップになれるわ。

「私は以前、陛下にロアナ村が酷ひどい状じよう況きようであるという話をしたのを覚えていますか」

「ああ」

「その時、私はまだ本当のロアナ村を知りませんでした。本で読んだ知識はあれど、実際に見たわけではなかったのですから。だから現状を知ろうと思い、ロアナ村に行ったのですわ」

　国王様が少し目を瞠みはったのが分かった。構わず私は話を続ける。

「実際のロアナ村は本で読んだ以上に酷い有あり様さまでしたわ。まさに地じ獄ごく。人々は皆、貧ひん窮きゆうしていて、死んでいるのか生きているのかも分からない状態でしたわ。そもそもこの国で危険人物とされた人達を閉じ込めるために作られた地だとしても……彼らの子孫にまで罪はないのでは？」

　私の言葉に誰もが口を閉ざした。お父様ももう怒っている様子はない。

「ジルという少年は両親を殺され、生きる希望すら失っていました。最初に彼を見た時は、まるでいらなくなった雑ぞう巾きんのように扱あつかわれていましたわ。六歳の少年を大きな体をした男が鉄の棒で殴なぐっていたのです」

「それで……どうなったのだ？」

　デレク様が辛つらそうな表情をしながら聞いた。

「生死の境を彷徨さまよい、それでも生きる道を選んだのです。彼は必ず国を支える人間になります。彼をロアナ村から出してください」

　私は国王様に必死に訴うつたえた。ジルと約束したもの。約束を守れないなんて悪女失格だわ。

　国王様は眉間に皺を寄せながら小さくため息をついた。

「アリシアの付き人という形ならどうにかなると思うが」

「それで十分ですわ」

　私は即そく答とうした。

「なんとかしてみよう」

「有難ありがとうございます」

　私は深くお辞じ儀ぎをした。……そうだわ、ウィルおじいさんのことも頼んでみようかしら。でも、ウィルおじいさんはロアナ村を出ることを望んでいるのかしら？

「アリシア、どうやってロアナ村に行っていたのだ？」

　お父様が不思議そうに私の顔を見る。

「秘密ですわ」

　私はニッコリと笑った。悪女に秘密は付きものよ。……本当は体を鍛えて走って行ったなんて格好悪くて言えないわ。お父様が不服そうな顔をする。

　そういえば、魔法学園に入学するのだから、もう聞いてもいいわよね？　私は軽く息を吸って、お父様の双そう眸ぼうをじっと見つめた。

「どうして私は剣けん術じゆつのテストを受けることが出来なかったのですか？」

　お父様は一瞬目を泳がせて、すぐに優やさしく微笑んだ。やっぱりお父様は怒っているより笑っている方がいいわ。

「アリが凄すぎたからだよ」

　……理由としては全然納なつ得とくできないけど、褒められたみたいだし、まぁ、いいとするか。
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「アリシア、ジルの魔法学園入学許可が下りたぞ」

　あの話し合いから数日後、お父様が嬉しい知らせを持ってきた。

　やったわ！　早さつ速そくジルに伝えに行かないと。そうだわ、ジルには私が悪役を演じるって言ってもいいのかしら。ジルは私の付き人ってことになるのだし。

「お父様、ジルには私がリズさんの監視役になったことを言っても構わないですか？」

「ああ、常にお前と行動してもらわなければならないからな。それから、これを渡わたしておく」

　そう言ってお父様は私に小さな瓶びんを差し出した。中には薄うすピンク色の液体が入っている。

「これはなんですの？」

「それを飲めばロアナ村にある霧きりの壁かべを通れるんだ。アリは魔力があるから通れるけれど、普ふ通つうの人間は通れないからな」

「有難うございます」

　私はお父様にお辞儀をして去ろうとした。

「アリ、後こう悔かいはしていないか？」

　……後悔？　私は今凄く幸せですわ。

「全くありませんわ」

　私は笑え顔がおで答えた。お父様は眉まゆを八の字にして、そうか、と呟いて去って行った。

　どうしてお父様はそんな顔をなさるのかしら。やっぱり愛娘まなむすめのことが心配なのね。大丈夫よ、お父様、私は最高に満足しているわ。




　日が暮れた頃ころ、私はロアナ村に向かった。この森の不気味さも、今じゃ全く平気よ。慣れって凄いわ。霧をくぐり抜ぬけて私はウィルおじいさんの家へと急ぐ。

　すると、ガシッといきなり誰かに強く足を握にぎられた。反射的に背筋が凍こおる。

　足元に視線を落とすと、やせ細って汚よごれた手……。華きや奢しやな手なのに私の足を放すまいと力強く摑んでいる。

「た……たす……けて」

　か細い声が私に訴えかける。声質的に女性だわ。体から鼻が潰つぶれそうなぐらいの異い臭しゆうを放っている。思わず手で鼻を覆おおってしまった。ここの強きよう烈れつな悪あく臭しゆうには慣れても、これはきついわ。足にしがみつく手を、私はどうすればいいの。

　落ち着いて。悪女は感情で動かないわ、理性で動くのよ。私は頭をフル回転させた。

　悪女は自分より弱い者を傷つけないわよね？　だって、弱い者には優しく、強い者には厳しくってよく言うじゃない。だからリズさんにも強く当たれるのよ。そうよ、私は今この女性を助けてこそ悪女よ。私はその女性の手を摑んだ。

「大丈夫ですわ」

　そう言って女性の体を持ち上げた。普ふ段だん鍛きたえているんですもの、お姫ひめ様さま抱だっこぐらい朝飯前よ。……それにしてもあまりにも軽すぎる。私より年上に見えるのに、私よりも軽い。生きているのが不思議だわ。

　私は駆かけ足あしで噴ふん水すいのある広場に向かった。




　広場には変わらずたくさんの人が地面に寝ね転ころがっている。私は寝ねた子を起こさないようにしながら噴水の場所まで足を進めた。

　……やっぱり泥どろ水みずだわ。今ここで魔法を使うこともできるけど、間違いなく注目を浴びることになる。どうしましょ。

「く、る……、しい」

　迷っている暇ひまなんかないわ。アリシア、覚かく悟ごを決めなさい。今ここでこの女性を助けられなかったら悪女失格だわ。

　私は、噴水の近くに女性をゆっくりと下ろした。パチンッと指を鳴らす音が広場に響ひびく。泥水は煌きらめくオーラに包まれてどんどん綺き麗れいになっていく。その様子に地面に寝ていた人達が体を起こしたのが分かった。私は自分が着ていたマントを外し、水につける。

「アリシア!?」

　ジルの声が近くで聞こえた。

「何してるの？」

　ジルが私の元に駆かけ寄よってきた。後ろにウィルおじいさんの姿も見える。

「早くここから離はなれた方が良い！　皆に狙われるよ！」

　ジルが小声で叫さけぶ。分かっているわ、でも、彼女を見捨てるわけにはいかないのよ。

「アリシア、どうしたんじゃ」

　ウィルおじいさんが遅おくれて私の元に来た。

「彼女を助けますの」

　私はジルとウィルおじいさんの方を見てそう言った。いくら反対されても私はここをどくつもりはないわよ。

「……助けてやりなさい」

「え？」

「じっちゃん!?　何言っているの？」

「早くその女性を助けてやりなさい」

　長年一いつ緒しよにいたから私の性格も分かってくれるのね。流石さすがウィルおじいさんだわ。

　私は綺麗な水につけたマントを強く絞しぼった。やっぱり私、腕筋も凄いのね。水がどんどん絞られていく。

「水だ……」

　起き上がってきた人達が騒さわぎ始めた。今邪じや魔まされたら困るわ。私は黒色で描えがかれた幾き何か学がく模も様ようの魔法の壁を噴水の周りに張り、人々を退しりぞけた。本で読んだんだけど、属している魔法によって壁の色が違うみたい。ちなみにこの村を囲う霧の壁は水魔法。

　私は外野が入らないよう壁がちゃんと作れているのを確かく認にんして、マントでその女性を拭ふいた。マントがどんどん汚れていく。泥どろの塊かたまりがなかなか取れないわね。

　……いいえ、違うわ、皮ひ膚ふがただれている！　私は驚きで思わず手を止めてしまった。

「アリシア、大丈夫？」

　ジルが私の顔を覗のぞき込こむ。

「こんなの普通だよ。もっと酷い人達がここにはたくさんいるよ」

　ジルが真顔でその女性を見ながらそう言った。

「彼女は多分、放火された家に取り残された少女じゃろう」

　ウィルおじいさんが寂さびしそうな顔をしながらそう言った。

「……」

　今のままじゃ私、彼女を救えないわ。闇やみ魔法なんてしょうもない魔法ばかりだもの。

　私はまたゆっくり体を拭き始めた。……右の膝ひざから下が壊え死ししているわ。多分、炎でやられたのね。正直、見ているだけでもしんどい。人間のこんな状態を初めて見たわ。

　どうすれば彼女を助けられる？　落ち着かなければいけないと分かっているのに頭の中がパニックになって何も考えられない。

　私なら助けられるって……、なんて愚おろかな考えだったのかしら。ちょっと魔法が使えるからって自分を過か大だい評価しすぎだわ。

「アリ、大丈夫？　僕ぼくに出来ることはある？」

　ジルが心配そうに私を見る。自分で自分の呼吸が荒あらくなっていくのが分かる。

「アリシア、落ち着きなさい。ゆっくり息を吐はくんじゃ」

　私は言われた通りに息を吐く。ウィルおじいさんが私の背中をさすってくれた。

「魔法は使い方じゃ。どんなに意味がないと思われる魔法でも必ず役に立つ」

「そんなの分からないですわ」

　気持ちの整理がなかなかつかず、ついむきになって言ってしまう。

「君は賢い、必ず彼女を助けられる」

「そんな根こん拠きよのないことを言わないでほしいですわ。命を救うだなんて私には重すぎましたの。無理ですわ！」

　ウィルおじいさんが言ってくれた言葉が嬉しいはずなのに、どうしても声を荒らげてしまう。今までこんな事態に直面したことがなかったんですもの。どうすればいいか全く分からないのよ。本で読んできた知識も思い出せないわ。本当になんの案も出てこないのよ。

　無意識のうちに涙なみだが溢あふれ出ていた。

「アリシア……」

　ジルが私を見つめる。自分でも止めることが出来ず、意思に反してどんどん涙が零こぼれる。

「自分に甘あまえるな」

　ウィルおじいさんの言葉が私の耳に響いた。

「アリシア、こんなことぐらい簡単に解決しなさい」

　私もジルも固まった。ウィルおじいさんが初めて私を叱しかったのだ。

「君はこれからもっと辛い場面にぶち当たっていく」

　ウィルおじいさんは低く重みのある声でそう言った。

「君はわしに世の中で一番の悪女になりたいと言っただろう？　あれは噓うそだったのか？」

「いいえ……。なりたいですわ」

　私は力強く答えた。

「なら、こんなところでつまずいていてはだめじゃ。君が目指しているのは一体どんな悪女なんだ？」

「志こころざしを高く持っていて、綺麗事が大だい嫌きらいで、何事も筋を通して、思し慮りよ深ぶかく、どんな時も冷静な判断を下せる、強い悪女ですわ」

　私はたどたどしくなりながらも最後まで言いきった。自分で言って、改めて理解する。

　そうよ、私は強い悪女になるのよ。ヒロインになんか負けないくらいの悪女に。

「そうだ、アリシア」

　ウィルおじいさんは優しく私に微笑んでくれた。

「アリシア、頑がん張ばれ」

　ジルが私の方を力強い目で見ながらそう言った。

　やってやるわ。人一人救えないくらいで悪女だなんて名乗れないもの。

　私は改めて女性を見た。皮膚がただれているのよね……。あの魔法を使ったらどうかしら。とりあえずやってみるしかないわね。

　私は指を鳴らした。肌はだを綺麗にする魔法……ニキビを治すくらいしか使用する機会がないと思っていたのに、女性の肌が元の状態に戻っていくわ。火傷やけどまで治せるなんて……どうしてすぐにこれを思いつかなかったのかしら。顔もどんどん元通りになっていくわ……思っていたより若いのね。私より少し年上ぐらいかしら。

　壊死している部分はどうすればいいのかしら。流石にこの足の皮ひ膚ふを再生することは無理ね。もう腐くさった後だもの。死にかけならまだ治せたかもしれないけど、死んでしまっていたら再生させることは不可能だわ。……切断しか、ないわよね。

　壊死の手術はたしか、壊死している箇所より上を切断するのよね。つまり、彼女の太ももから切り落とす。

　切断は私の剣でやるしかなさそうだわ。麻ま酔すいなしでやると痛みでショック死してしまうかもしれない……。

　ちょっと待って、闇魔法は治ち癒ゆと破は壊かいの魔法よね？　治癒魔法をかければ痛みは和やわらぐはず。私は今度はマントに魔法をかけた。よし、元通り綺麗になったわ。

「何するの？」

　私はジルの質問を無視して、彼女のみぞおちに拳こぶしを一発入れて気絶させた。自分の足が切断されるところなんて見ない方がいいもの。

「しまった、気絶させる前に名前を聞いておくべきだったわ」

「レベッカじゃよ」

　ウィルおじいさんが彼女の代わりに答えてくれた。

「レベッカ……我が慢まんしてよね」

　私は剣を握りゆっくり息を吸った。自分の心臓の鼓こ動どうが速くなるのが分かる。

　大きく息を吸った直後、勢いよく剣を振ふり下ろした。彼女の右足が一瞬で切り離され、血が大量に出てくる。

　すぐに指を鳴らして魔法をかけると、出血が少なくなった。

「痛い痛い痛い痛い痛い！」

　だが、痛みでレベッカが起きてしまった。治癒魔法の効果は少し遅おそいのよのね。我慢してもらうしかないわね。私は血が止まったのを確認して、マントをちょうど良いサイズにちぎって足の周りに巻きつけた。

「助けて、痛いよ。苦しい、痛い痛い痛い痛い」

「ああ、もう、うるさいわ！　あなたが助けを求めてきたのでしょ？」

　何度も言うけれど、私は良い人なんかじゃないのよ。こんな時、聖女なら励はげますんだろうけど、私は悪女よ。優しい言葉なんて掛けるつもりはないわ。

「私の足がなくなったのよ！　返してよ！　私の足を！」

　彼女は呻うめきながらじたばたしている。それを全身でジルが押さえつけている。

「レベッカ、もし私に足を切断されなかったら、貴女あなたは死んでいたかもしれないのよ」

「は!?　……死んで、た？」

　レベッカは動きを止め、目を丸くして私の方を見た。

「貴女の足は壊死……細さい胞ぼうが死んでいたの。人によって進行速度は違うから一いち概がいには言えないのだけど、それを放置していたら、壊死した部分が広がって、もしかしたら死んでいたかもしれないということよ、……で、まだ痛い？」

　私の言葉にレベッカは押し黙る。そろそろ魔法が効いてくる頃じゃないかしら。

「……痛く、ない」

　かすれた声でレベッカは言った。

「私の肌が……どうして……」

　彼女はハッとして、噴水に自分の顔を映した。目を見開き、水面に映る自分の顔を見て驚いている。

「あの、ありが……」

「お礼なんかおっしゃらなくてよろしくてよ？」

　彼女は目を丸くして私を見た。私を善人と勘かん違ちがいしてもらっては困るわ。悪女は自分の利益のために動くのよ。きっちり対価をもらわないと。

「私はただの善意で貴女を助けたわけではないわ」

　聖女だってきっと、ただの善意で人を助けているわけじゃないのよ。周りから良い人だって思われることが対価なのよ。良い人と思われたい、親切な人でいたい、そんな気持ちが必ずあるに違いないわ。聖女と呼ばれる類たぐいの人間は、その対価をわかりやすく求めないだけ。

　それでもし嫌なことをされたら、心のどこかでこう思うはずなのよ、私は貴女にあんなに尽つくしたのに、親切にしたのにって。友達がいないなら私が仲良くしてあげるってよくヒロインは言うけれど、その子は本当は一人でいるのが好きで、余計なお世話かもしれないのよね。

　私は人間なんて基本偽ぎ善ぜん者しやだって思うタイプの人間よ。社会の中でそれを隠かくしているか、表に晒さらしているか。ただそれだけの違いだわ。

「レベッカ、貴女には対価を払はらってもらうわよ」

　レベッカは驚きから少し怯おびえた表情に変わった。

「対価？」

　ジルには彼の賢さを私に共有してくれるという対価をもらったわ。

　レベッカの場合はどうしましょ……薄うす茶ちや色いろの目に、銀色の髪かみ、整った顔には知性が見られる。

「レベッカは何なん歳さいですの？」

「十五よ」

　私より二つ年上……。

「どうして私に助けを求めたの？」

　こんな質問をされると思ってなかったのか、レベッカは私の目を意外そうに見た。

「貴女から良い匂においがしたのよ。この村じゃ絶対にしないような匂いがね。多分身分が高いんだろうっていう私の推すい測そくよ」

「身分が高い人の足を摑んで自分が殺されるとは思わなかったの？」

「そんなことをする人がわざわざこんな所に来るとは思えない」

　レベッカは顔をしかめてそう言った。つまり、生きるための賢い選せん択たくをしたってことね。少し話しただけでも、レベッカの察しが良いことが分かる。

　そこで、私はふと周りを見み渡わたした。全然気付かなかったけれど、大半の人が私のことを希望に満ちた眼差しで見ている。……噓でしょ。魔法を使ったから、勘違いさせてしまったのかしら。

　困るわ。救世主は聖女の役割よ。この村の救世主なんて肩かた書がきが私についたら悪女失格だわ。それだけはなんとかして回かい避ひしなければ。

「アリシア？」

　ジルが私の顔を覗き込んだ。私はジルの頭を軽く撫なでてから、レベッカが着ているボロボロの服の胸むな元もとを両手で摑み彼女の顔を自分に近づけた。

「レベッカ、貴女がこの村の救世主になりなさい。それが対価よ」

　私の言葉にレベッカはぽかんと口を開けている。

　あら、意味が分からなかったのかしら。そんなとぼけた顔をしないでほしいわ。

「は？　救世主？」

「そうよ。話が通じて良かったわ」

「どういうこと？」

「そうね……この村の住人の声を聞き取って、私に教えてくれればいいわ」

「それだけ？」

「そんなわけないでしょ。とりあえずそうしてほしいの」

　私の意図が分かっていないみたいだわ。まぁ、彼女は賢いからそのうち分かるでしょ。とりあえず、この場から立ち去りたいのだけど……転送魔法を使うしかなさそうね……。人間には使ったことないけれど大丈夫かしら。

「アリシア、今からどうするの？」

「ジル、心配しないで。私に任せなさい」

　今の言い方、まさに悪女みたい！　私に任せなさいって凄く悪女っぽいわ。素す敵てき……。

　私は自分の言葉に酔よいしれた。悪女で有名な魔ま女じよの伝記を読んで身につけた言葉よ。なかなか使えるわね。

「ジル、ウィルおじいさん、レベッカ、少し気持ち悪くなるけど耐えて頂ちよう戴だい」

　パチンッと私は指を鳴らした。噴水周りの魔法の壁をなくすと同時にウィルおじいさんの家へ自分を含ふくめて四人を転送した。

　……出来たわ。ここは紛まぎれもなくウィルおじいさんの家よ。

「凄い……」

「じいちゃん家だ！」

「ほう、これは凄いの」

　三人とも茫ぼう然ぜんとしながら周りを見渡す。その驚きの表情……最高だわ。

「アリシアって一体何者……うっ」

　私はレベッカが喋り終わる前にもう一度彼女のみぞおちに拳を入れた。今から大事な話をジルにしないといけないから少しの間寝ていて頂ちよう戴だいね。聞かれたら困るのよ。やり方が非道だって言われても、私は悪女だから仕方がないわ。

　私は前のめりに倒たおれてきたレベッカを抱だき上あげ、ウィルおじいさんのベッドに寝かせた。……そういえば私、人を眠ねむらせる魔法が使えたんだったわ。殴って気絶させるよりその方が早かったんじゃ……。今いま頃ごろ思い出しても、もう手て遅おくれね。ごめんね、レベッカ。




　私はレベッカをベッドに寝かせた後、くるりと回ってジルの方を見た。

「どうしてにやけてるの？　気持ち悪いよ」

「気持ち悪いとは失礼ね。感謝して頂戴。ジル、貴方、魔法学園に行けるのよ。一応、私の付き人兼助手としてだけどね」

　ジルは何を言われたのか分からないという顔で私を見ている。何かリアクションをとってくれないと嬉しいのか嬉しくないのか分からないわ。

「僕、ここ……から、出られ……るの？」

「そういうことよ」

　ジルの瞳ひとみが潤うるんでいるのが分かる。

「これで、ちゃんと私は約束を守ったわ。あとは貴方がどう生きてい……、っ」

　私が話し終える前に、ジルが私の胸に飛とび込こんできた。私の腰こしにしがみつき肩かたを震ふるわせている。……こんな時ってどうすればいいのかしら。

　私はジルを優しく抱き締め返した。小さく震える体を、とても愛おしく思う。

　──たまには悪女もこんな感情を持ってもいいわよね。




　ジルは泣き疲つかれたのか、そのまま寝てしまった。目が腫はれているのが分かる。かなり泣いたのね。私はジルの頭を撫でた後、ウィルおじいさんの方を見た。ここからが本題。

「ウィルおじいさん、王宮に戻りたいという気持ちはまだおありですか？」

　私の質問にウィルおじいさんの顔が急に険しくなった。嫌なことを思い出させてしまったのかもしれないけど、私はウィルおじいさんにも王宮に戻ってほしいと思う。そしてその知ち恵えを、この国のために使ってほしかった。ウィルおじいさんみたいな聡そう明めいな人をみすみす埋うもれさせておきたくない。

「今は、もう思っていないな」

「え？」

「アリシアがレベッカに救世主になれと言った時にな、わしはロアナ村がどう変わっていくのか、ここで見てみたいと思ったんじゃ。まぁ、目はないがな」

　そう言ってウィルおじいさんは目め尻じりをクシャっとさせて笑った。私の言動がウィルおじいさんの王宮へ戻りたいって気持ちをなくさせてしまったの!?　……私のせいだわ。

「アリシア、自分を責めるな」

　また、ウィルおじいさんに心を読まれたわ。本当にどうしていつも分かるのかしら。

「アリシア、君がわしのために行動してくれようとするその気持ちがどんなにわしを幸せにしているか分かるか？　アリシアがその気持ちをわしに持っていてくれる限り、わしはこのロアナ村で明日を生きようと思うんじゃ」

「違う、違うわ。私はそんな綺麗な気持ちなんて抱いてないわ。全部自分の利益のために動いているのよ。ウィルおじいさんに王宮に戻ってほしい理由は、その知恵を利用したいからよ」

　私は誰かに希望を与あたえるつもりなんてないわ。そんなの悪女の役割の中に入っていないもの。

「なら何な故ぜわしがここに残ることに対して自分を責めたのだ？」

　ウィルおじいさんが私に隙すきを与えないように話す。

「わしの知恵などここで聞いて、自分のものにして、それを勝手に王宮で使えば良いじゃろう？」

「そんな卑ひ怯きような真ま似ねは絶対にしたくないですわ」

　私は力強く言った。ウィルおじいさんは一瞬驚いた顔をしたが、すぐに微笑んだ。

「……アリシア、わしはこのまま、ここにいる」

　その言葉ははっきりと私の耳に残った。

「私のエゴを押おしつけてしまって、ごめんなさい」

　そう言って私は深く頭を下げた。悪女なら絶対に謝あやまらないわ。そんなことは百も承知よ。けれどウィルおじいさんは私の唯ゆい一いつの理解者だもの。失いたくないのよ。頭を下げるのはこれで最後よ。




　私はお父様からいただいた瓶をジルの唇くちびるにつけて、中に入っていた薄ピンク色の液体を口の中に流ながし込こんだ。寝ているのを起こしてしまうのは可か哀わい想そうだもの。ジルが全部飲んだのを確認して、私はジルを片手で持ち上げた。今まで鍛えてきたかいがあったわ。

　私はジルのために持ってきたマカロンをポケットから出してウィルおじいさんに渡した。

「今度はレベッカと食べてください」

「有難う」

　そう言ってウィルおじいさんは温かい笑顔を私に向けてくれた。

「今の時間は皆寝ているから大丈夫だと思うが、念のためこれを被かぶっていきなさい。ジルをよろしく」

　そう言ってボロボロのマントを私に被せてくれた。ジルは私の腕の中で気持ちよさそうに眠っている。この様子だと暫しばらく起きないわね。

「ロアナ村から魔法学園に行く特例を作るとは……。アリシア、君は本当に凄いな」

　ウィルおじいさんが何か呟いたが聞き取れなかった。……大事なことなら大きい声で言ってくれるだろうし、気にしないでいいわよね。

　私はウィルおじいさんに軽くお辞儀して家を出ると、ジルを抱かかえながら霧の中を駆かけ抜ぬけた。




「おはよう、ジル」

　私は目が覚めたばかりのジルにそう言った。ジルは薄うす目めを開けてぼんやりと私を見ている。

「アリシア？」

「ええ、そう」

「ベッドがふかふか……」

　確かにウィルおじいさんのベッドはマットレスが硬いものね。ジルはまだ寝ぼけているみたいだわ。

「ここは？」

「私の家よ。そして今日からここがジルの部屋よ。好きに使っていいわ」

　私がそう言うと、ジルは目を見開いた。あら、ようやく起きたみたいね。

「僕の!?」

　ジルは興味津々で部屋を見渡す。

「さぁ、支し度たくして。早速今日から魔法学園に行くのよ」

「今日から？」

　ジルが驚いた様子で私を見る。

「ええ。編入手続きはもう全て済ませてあるわ。貴方ももう知っているだろうけど、魔法学園には聖女がいるのよ」

「あの世界に平和をもたらすって言われている聖女？　本当にいるんだ」

「本当にいるのよ。それで、今から私が話す内容は絶対に秘密よ。約束出来る？　勿論、私のお兄様達にも秘密よ」

　ジルは真しん剣けんな顔で深く頷うなずいた。その瞳に知性が表れている。ジルが一緒っていうのは本当に心強いわね。私は小さく息を吸った。

「私はその聖女の監視役に選ばれたの」

「監視役？」

「そうよ。聖女がこの国のトップに相応しい賢さを持っているかを判断して、さらに正しい判断を下せるよう私が導くのよ」

「それってアリシアが凄く良い人になるんじゃない？　……悪女になりたいんだよね？」

　ジルが小さく首を傾かしげる。

「視点を変えれば私は立派な悪女になれるわ。聖女は皆から好かれているのよ」

「なるほど。つまり、聖女に厳しい言葉を掛けたり酷い態度をとったりして正しい判断を導かせているのに、周囲からはアリシアが悪者に見られるってことだね」

「そういうことよ」

　私はにやりと笑った。流石ジルだわ、頭の回転が速い。

「私の悪女っぷりについてこられるかしら？」

「悪女の助手として相応しい態度をとるよ」

　私が軽く挑ちよう発はつするように言うと、ジルは苦く笑しようした。

「僕を誰だと思ってるの？　それに、最初に会った時のアリシアはなかなかのものだったよ」

　確かにそれはそうね……。返す言葉が見つからないわ。

「それと、貴方がロアナ村出身だってことは内ない緒しよにしないといけないらしいの」

「了りよう解かい」

「着き替がえたら出てきて。部屋の外で待ってるわ」
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　久しぶりの魔法学園だわ。やっぱり物凄く贅ぜい沢たくな造りをした学園よね。

　私はジルの方へ目をやった。彼はぽかんと口を開けて学園を見ている。

「……どうして、こんなにも違うんだろう」

　かすれた声でジルはそう呟いた。

　ロアナ村を出て初めて太陽を見た時ジルは、涙を流した。その時の彼が、一体どんな感情で私達の住む世界を見ていたかは分からない。ただ、理り不ふ尽じんさに怒いかりを覚えたことは確かだろう。

　ロアナ村の在り方には、私も疑問を抱かずにはいられないもの。どうしてあんなにも悪化したのかしら。……今の国王様になってから？

「僕は一体どんな悪いことをしたんだろうね」

　ジルは私の方に顔を向けた。その目は少し潤んでいるように見えたけど、涙を流す様子はなかった。ただ苦しそうに、眉間に皺を寄せている。その表情に私の心は痛んだ。

「ジルは、自分で何か悪いことをしたと思っているの？」

　ジルは首を横に振った。

「だったら、堂々としていればいいのよ」

　私の言葉でジルは真っすぐ魔法学園の門を見た。私達はそうして学園の門をくぐったのだった。




　お父様の話によると、あれからリズさんの魔法は特に暴走していないみたい。

「貴女がアリシア様？」

「アルバート様の妹様よね？」

「なんて可愛かわいいのかしら」

　突とつ然ぜん、お嬢じよう様さま軍団が私の方へ向かってきて、甲かん高だかい声で話しかけてきた。

「では、ヘンリ様とアラン様の妹様ってこと？」

「やっぱりお兄様達に似て美しいのね」

　なんでこの人達、挨拶もせずに話しかけてくるのかしら。初めましてよね？

「なんだか気持ち悪いわ」

　私の言葉に彼女達は固まった。同時に、聞き覚えのある柔やわらかい声が聞こえた。

「何をしているの」

　私はゆっくり声のする方を振ふり向むいた。

　……やっぱり、リズさんだわ。相変わらずエメラルドグリーンの瞳が輝かがやいている。彼女の後ろにはお兄様達もいらっしゃる。まるでリズさん親衛隊ね。

　……デューク様、なんだか随分と大人っぽくなったわ。というより、色気が増したわね。他の方も勿論格好良くなっているんだけど、デューク様は別格なのよね。

「アリシアちゃん久しぶり！　どうしたの？」

「アリシア、何かあったのか？」

　カーティス様に続いて、アルバートお兄様が私にそう言った。

「アリシア様が私達に暴ぼう言げんを……」

　私が何か言う前にお嬢様軍団のなかの一人がそう言った。……あれは暴言なのかしら。

「アリシア、そうなのか？」

　アルバートお兄様が私を疑うように聞いてくる。

「気持ち悪いって言っただけですわ」

「どうしてそんなことを言ったの？」

　リズさんが口を挟んでくる。……私、アルバートお兄様と話しているのだけど。どうしてリズさんがしゃしゃり出てくるのかしら。

「それはアリシアちゃんが悪いわ。心を傷つけられる言葉を言われたら辛いでしょ？　それを人にしてはいけないのよ」

　リズさんは私に微笑む。……その笑顔、私、本当に苦手だわ。

「私がどんな人間かも分からないのに、初対面で馴なれ馴なれしく話しかけてくるのは気持ち悪いですわ」

　そんな返しがくるとは思わなかったのだろう。リズさんは絶句したまま私を見ている。ふふふ、私は悪女なのよ。覚えておいてください。

「ジル、行くわよ」

　私はそう言ってその場を離れた。皆の物言いたげな視線を背中で感じながら、私は振ふり返かえることなく歩いた。




　さっきから、なんて注目を浴びているのかしら。素晴らしい展開だわ。期待通り！　この皆が訝いぶかしげに私を見ているっていうのが最高よ。

「アリシア様が女子生徒に暴言を吐いたんですって」

「しかも震えて腰を抜ぬかしてしまった人もいるとか」

「皆大泣きで、そのまま失神した人もいるそうよ」

　あら、なんだか随分大げさね。噂うわさって尾おひれをつけて一瞬で広がるものなのね。

「特例で入学したからって調子に乗らないでほしいわ」

「たしか、国王様が入学をお認めになったのよね？」

　噂、というよりそのことまで出回っているのね。本当に情報が早いこと。

「それからリズ様にも酷いことを言ったらしいのよ」

「お兄様達とは全然似ていないのね」

　悪口も言われているのね。私って、やっぱり悪女になる素質があったみたいだわ。

「ところで、一緒にいるあの男の子は誰ですの？」

「可愛らしいわよね」

「きゃ、睨まれたわ」

「噂じゃ平民なんですって。アリシア様の付き人として入れたみたいなのよ」

「あの少年、そんなに凄い子なの!?」

「ってことは、国王様を説得したのはアリシア様ってことよね……」

　ジルの噂も耳に飛び込んでくる。私はジルの方に目をやった。あら、物凄い形相ね。可愛い顔が台無しだわ。まぁ、それでこそ一人前の悪女の助手ね。

　……っ。

　急に誰かに思い切り腕を引っ張られる感覚に陥おちいる。

「えっ、何!?」

「アリシアッ！」

　ジルが私に叫んだのを最後に、私はそのまま転送魔法で違うところに飛ばされた。この魔法を使えるってことは、レベル80を習得しているってことよね。

　私はゆっくりと瞼まぶたを開けた。本ほん棚だなに囲まれた真ん中に大きい机があり、その周りにはソファが置かれている。会議室かしら？　なんだか凄く良い匂いがするわ。
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　私は自分の腕を摑んでいる手を見た。大きくて綺麗な褐かつ色しよくの手……デューク様？

　私はゆっくりその手の主ぬしを見た。

　この距きよ離りは近すぎるのではないかしら。彼の色気で私が倒れそうよ。というか、デューク様ってこんなに背が高かったかしら。心臓が爆ばく発はつしそうだわ。落ち着いて、私。悪女はこんなことでは動じないわ。

「ここは一体どこですの？」

「生徒会室だ」

「そうですか。いきなり転送魔法で呼び出すなんていくら王子でも無礼ですわ」

　デューク様はもうリズさんのことが好きなのよね？　どうしていきなり私を攫さらうような真似をしたのかしら。まさかリズさんに酷い言葉を掛かけたから？　なるほど……愛は凄いわね。私、このまま殺されるのかしら。

「どうして父親の依い頼らいを断らなかった？」

「……!?」

　それって、もしかしてリズさんの監視役の件かしら？　どうしてデューク様が知っているの!?　大変だわ、私、早速やらかした？

　内心焦あせる私をよそに、デューク様はじっと私の目を見ている。これはきっと私が誤魔化そうとしても一瞬でバレるわね。ここは悪女らしく正々堂々といくわよ。

「どうして知っているのですか？　重要機密のはずですが」

「情報なんて知ろうと思えばいくらでも知れる」

　流石優ゆう秀しゆうな王子様ですわね。リズさんに近づこうとしている人は把は握あく済みってわけ。

「それで、デューク様は私をどうしたいのです？」

　私の質問に今度はデューク様が沈黙した。というより、ゆっくりと目線を下げ、私の首元にあるダイヤモンドを見ている。

　……もしかして、ネックレスを返せとか言われるのかしら。

　けどデューク様は、私の首元に手を伸ばし、ダイヤモンドを持ち上げた。

　このまま引きちぎられるパターンかしら。まさに悪女が王子にされそうなシーンだわ。それを体験できるなんて光栄ね。ふふふ、受けて立ちましょう。

　──ところが。

　突然、デューク様が少しかがんでそのダイヤモンドに優しく口づけたのだ。

「えっ？」

　私は思わず声を出してしまった。予想外の展開に頭が追いつかない。

　えっと、今のはどういうことかしら？　心臓の音がうるさいわ。

　これは、あれかしら、リズさんに近づかせないように何か魔法をかけたとか？　けど、自分が贈おくったアクセサリーに口づけるのに、そんな理由おかしいわよね。ああ、もう頭が回らない！

「可愛いな」

　そう言ってデューク様が私の頭にポンと手を置いた。それは反則技わざではないでしょうか。心臓の音がさっきよりもはっきりと聞こえる。というかデューク様、いきなり何してくれてるんですか？　デューク様が誰にでもこんなことをするとは考えにくいし、デューク様の本命はリズさんでしょう？　世の中で一番の悪女に王子がこんなことをするなんて、かなりまずいわ。

「国王陛下の依頼が私にとって好都合だっただけですわ。私がどんなに悪事を働いても、国王陛下の許可さえあれば、誰も文句は言えません」

「俺おれのキス一つで顔を赤くするような子がどんな悪事を働くんだか」

　デューク様は少し口くちの端はを上げながら、意地悪そうにそう言った。

　……え？　デューク様って、こんな性格だったかしら。というか、物凄く馬ば鹿かにされているわよね？

　確かに、悪女なのに顔を赤くしてしまうなんて、あるまじき失態だわ。

「私は本当に性格が悪いのですわ」

　そう捨すて台詞ぜりふを残して、私は生徒会室を飛び出した。

「ジル」

　まんまとデューク様から逃にげおおせた私は、ジルを見つけて走り寄る。

「アリシア！」

　ジルはすぐに駆け寄ってきてくれた。安あん堵どのため息をついて私の方を見る。

「大丈夫だった？」

「ええ。大丈夫よ」

「アリシアに転送魔法をかけたのは誰？」

　ジルは険しい表情で私に聞いた。

「シーカー家のデューク様よ」

「国王陛下の息むす子こ、…………王子？」

「そうよ」

　ジルが眉間に皺を寄せて考え込んでいる。そんなに難しい顔をしていたら、そんな顔になってしまうわよって言いたかったけど、ジルがこの顔で何か考えている時は話しかけても聞こえていないのよね。

「国王の息子がアリシアになんの用だったの？」

「……さぁ、きっとからかわれただけよ」




　先生方に内情は勿論知られていないけど、特例で入学した私は、特別にリズさんの論文を借りることが出来た。昨晩ジルと一緒にそれを読んだけど、一言で表すと、綺麗事だらけ。簡潔に言うと、世の中の人は全員平等という考え。

　人間は皆平等であり、魔法が使えるか使えないかで差別してはいけない、人間に優ゆう劣れつをつけるべきでない、というような内容だった。確かにそれは間違いではないけど、まさしくヒロインって考えよね。

　今日の私の任務は彼女に他の考え方もあるということを教えること。私は気を引き締めて、リズさんの元を訪おとずれた。




「なんだか豪ごう華かだね」

　ジルは顔をしかめながらそう言った。

「今日は薔ば薇ら園えんでお茶会だそうだもの」

　私はジルと並んで薔薇園の中に入った。今から私達はこのお茶会を台無しにする。皆には申し訳ないけど、これは私が悪女の名を広める……ではなく、リズさんの考えを偏かたよらせないために必要なことよ。薔薇園に入ると、早速皆の視線が私達に集まる。

「アリ」

　アルバートお兄様が私の方に寄って来た。ごめんなさい、今はアルバートお兄様に構っている暇はないの。

　私はリズさんの元へ真っすぐ向かった。リズさんの周りにはいつものメンバーが集結している。やっぱり、ヒロインは人気があるのね。

　デューク様が私を射い抜ぬくような目で見てくる。そんな目で私を見るのをやめていただきたいわ。まるで私の考えを全部読まれているみたい。

「アリシアちゃ……」

「リズさん、単刀直入に聞きますがこの世の皆が平等だと本気で思ってらっしゃるの？」

　私はリズさんの声に被かぶせるように質問した。

「えっと……急にどうしたの？」

　リズさんが怪け訝げんな表情を浮うかべて私を見た。

「聞き方を変えますわ。リズさんは人に優劣をつけるのはおかしいと思ってらっしゃいますよね？」

「ええ。勿論よ」

「では、この学園が存在するのもおかしいということですわね」

「え？　アリシアちゃんの言っていることの意図が分からないわ」

「貴女の論文を読ませていただきました。まずは私の意見を言わせてもらいますね。私は人に優劣はつけるべきだと思いますわ」

「それはおかしいわ。人はそれぞれ異なった能力を持っている。それに優劣をつけるべきではないわ」

「ならリズさんは、国王陛下という立場もいらないと？」

　私がそう言うと、周囲の私への視線が鋭するどいものに変わった。見事に敵対視されたわね。

　狙ねらい通りだわ！

「国王陛へい下かを侮ぶ辱じよくするのか？」

　ゲイル様が眼鏡めがねをクイッとかけ直しながらそう言った。その瞳、お父君のジョアン様そっくりですわ。

「……アリシアちゃん、私は、人はありのままに生きるのが一番だと思うの」

　リズさんは天使の微笑みを私に向ける。周りの生徒達はその笑顔に促うながされ、リズさんの意見に同調するように頷いた。

「リズ様が正しいわ」

「アリシア様は、ご自分のことしか考えていないようだわ」

「国王陛下を侮辱したんだぜ」

　周りの生徒達の声が聞こえる。これこそまさしく悪女の境きよう遇ぐう！　最高の展開よ。

「論点をずらさないでください。私は、優劣をつけるかつけないかの話をしているのですわ」

「何度も言うけれど、私は、優劣はつけるべきではないと思うわ」

「では、異なった能力のなかで優劣をつけるのも反対ですの？」

「え？」

　何をそんなにとぼけた反応をしているのかしら。

「そもそも、貴女は能力が認められた……そこに優劣があったから、この学園に入れたのでしょう？」

「リズは努力が認められてここに入ったんだ！」

　私の言葉に燃えるような赤髪のエリック様が声を上げる。私は小さくため息をついた。

「そんなことは百も承知ですわ。なら平民が皆、リズさんと同じくらい、いえ、リズさんの倍以上努力したらこの学園に入ることが出来るのですか？」

　私の質問にエリック様が口を閉ざした。エリック様にそんなに睨まれたのは初めてですわ。やっぱり私、悪女として成長したのね。

「地位、家族、時間、容姿、経済力、能力、何一つ人に平等に与えられているものはないですわ。だけど、人間には皆等しく自分らしく生きる『権利』がある。その権利をどう扱うかはその人の努力、実力次し第だいですわ」

「それがアリシアちゃんの言う、優劣をつけるということ？」

　リズさんがどこか納得したように私にそう言った。あら、もしかして私が言いたいことを分かってくれたのかしら。

「リズ！　こんな奴やつの意見聞かなくていいぞ」

　横から男子生徒が割わり込こんできた。初対面でこんな奴呼ばわりするなんてろくな男じゃないわね。

「貴方はリズさんの意見に賛成派の人ですの？」

「ああ。そうだ！」

「なら、貴方に質問いたしますわ。貴方は優劣をなくす世界をどうやって作ろうと考えているのです？」

　男子生徒は途端にしどろもどろになる。……何も考えていなかったのね。

「私ならまず、この国の貧困の象徴であるロアナ村の壁をなくすわ」

　リズさんが私に向かってはっきりした口調でそう言った。私はジルに目を向け、様子を窺うかがった。彼は、呆あきれた表情でリズさんを見ている。……私も同じ気持ちよ。

「そんなことをしたら秩ちつ序じよが乱れますわよ？」

「お前、さっきと言っていることが違うだろ！」

　横で茫ぼう然ぜんと立っていた男子生徒が私に叫んだ。

「お前ですって？　貴方何様のつもり？」

　私は目に力を込こめてその男子生徒を睨んだ。特別に魔法の圧力もかけてあげるわ。

　急に空気が重くなり、男子生徒は足を震えさせた。今の私、物凄い悪女だわ。この世界にインターネットがあれば絶対にライブ配信するわね。

「やめて！」

　リズさんが叫んだ。その声で空気が軽くなる。私よりリズさんの方が強い魔力を持っているから簡単に相そう殺さいさせたのね。羨うらやましいわ、ヒロイン！

「理想を語るのは結構ですが、ロアナ村の壁を潰つぶす前に解決しなければいけない問題が山積みなのですわ」

「けど、何よりも優先しないといけないことは、ロアナ村の皆さんの気持ちよ。彼らは、きっと壁をなくしてほしいと思っているはずよ。壁さえなくなれば平和になると思うの」

「私もそう思いますわ！」

「そうよ、リズ様が正しいわ！」

「出ていけ、悪あく魔ま！」

「早くどっかに行ってほしいわ」

「せっかくのお茶会が台無しだ！」

　皆が一つになって叫ぶ。

　揃いも揃って馬鹿じゃないのかしら……。なんの対策も持たないまま壁を壊こわしても、今までの不満が爆発して反乱が起こるに決まっているわ。リズさんも一度ロアナ村を訪れてみればいいのに。今の状況がいかに困難か分かるはずよ。ジルの顔をわざわざ見なくてもどんな表情をしているか目に浮かぶわ。呆れを通り越して軽けい蔑べつの眼差しを向けているはずよ。

　反論する気も起きなくなって視線を巡めぐらせると、うっかり、デューク様と目が合ってしまった。デューク様はこの状況を面白がっているみたい……？

　キャザー・リズの監視役として、この辺でケリをつけましょうか。

「最後に一つだけ聞かせてくださいます？　リズさんは競争心を持っていますの？」

　私の質問にリズさんはすぐに天使の微笑みで答えた。

「私の勝負する相手は常に自分自身よ。前の自分より今の自分の方がより優すぐれていたいと思うの」

「なるほど。素晴らしいお考えですのね。……ですが、ライバル心や競争心というものは時に人を伸ばす。つまり、優劣をつけることは人間を成長させるためにも、必要なことなのですわ。だって全てが平等ということは個性が死ぬということだもの」

　私はそう言って微笑み、ジルと薔薇園を出た。これで今日の目的はもう達成したわよね？

　リズさんは頭が良いそうだからきっと私の言いたかったことを分かってくれたはずよ。思わず口元が緩んでしまう。ジルは私がにやけているのに若じやつ干かん引いているけれど、そんなことは気にしないわ。だって、今の私は最高に良い気分なんですもの。

　明日から皆に悪女って呼ばれるかしら。ああ、大満足。今夜はぐっすり眠れるわ！




「ウィルおじいさん！」

「じっちゃん！」

　学校から帰って仮か眠みんをとってから、私とジルは夜中にウィルおじいさんの元へ向かった。

「アリシア、ジル、いらっしゃい」

「アリ、ジル、こんばんは」

　ウィルおじいさんの後ろからレベッカが松まつ葉ば杖づえで体を支えながら出てきた。あら、すっかり元気そうね。なんだかここでの自分の役割を見つけたって感じがするわ。

「アリに言われた通り、この村の意見を出来る限り聞き回って……」

「ちょっと待って、そんなことをしてレベッカは誰かに襲おそわれなかったの？」

「むしろ皆私に怯おびえてたわよ。多分、アリのおかけで」

「そっか。この村の人達は、初めて魔法を見たんだ」

「そう。だから私の背後にはアリがいると思ってるみたいで、皆大人しく従ったってわけ」

　私抜きでレベッカとジルが話を進めていく。あら、これって最高に素晴らしい展開じゃない？　救世主の陰かげのボスが私ってことよね。やだ、口元が緩んでしまうわ。

「それで、その意見の八割が反乱を起こしたいっていうものだったの」

　レベッカは真剣な顔つきでそう言った。

　もしこの村の人達が本気で反乱を起こしたら、確実に隣りん接せつしている町は潰れるわ。彼らの執しゆう念ねんが形になったら終わりだと前から思っていたのよね。きっとルールなんて通用しないもの。

「どうする？」

　レベッカが次の命令を待っている。反乱を防ぐ方法はこの村の改善だっていうのは分かるんだけど、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは無理よ。

「反乱したいという気持ちを違うものにするのは？」

　ジルが手で顎あごを触さわりながらそう言った。考え事をする時のジルの癖くせだ。

「悪くないと思うけれど、私達貴族への不満は私なんかが計り知れないほど強いものだと思うわ。私だって、いつこの村の人に殺されるか分からないもの」

「いや、今のアリシアなら、むしろここでは注目を集められると思う。昨日の一部始終を見ていた人からもそんな声が上がっていたし」

　レベッカがすかさずそう言った。……注目を集めている？　正直な話、私はロアナ村を改善したいなんて欠片かけらも思っていないのよ？　ただ社会秩序が乱れるのが嫌なのと、身分差別が嫌いなだけであって……。

「この村に来た貴族なんて今まで一人もいなかったし、実際私を助けてくれたでしょ」

　私の表情を読み取ったのか、レベッカが柔らかい表情でそう言った。やっぱり、人の表情を読み取るって、結構出来ることよね。どうしてヒロインには出来ないのかしら。

「アリシア？　どうかしたの？」

　ジルが私の顔を覗き込んだ。あら、いけないわ。全く違うことを考え込んでしまっていた。

「私が好かれるのはまずいわ。好感度を下げないと」

「魔法学園の奴らはあんな綺麗事を言っていたけど、実際は心のどこかで僕達ロアナ村の住民を忌いみ嫌きらっているから、ここでアリシアの好感度が上がるのはむしろ悪女としてはプラスなんじゃない？」

　ジルが無表情で淡たん々たんと言った。確かにそうかもしれないわ。貴族が忌み嫌うロアナ村の陰のボスが私なら……これは悪女ポイントが加点される絶好のチャンスだわ！　救世主はレベッカだもの。私は彼女に命令するだけよ。まさに理想の形だわ。

「悪女って何？」

　レベッカが不思議そうに私達を見る。……これはトップシークレットだからレベッカには教えられないわね。いつか教えてあげる日が来るのかもしれないけど、今はまだ秘密よ。

「なんでもないわ」

　私は満面の笑みでレベッカにそう言った。
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　コンコンッと朝っぱらから部屋の扉を叩たたく音で目が覚めた。こんなに朝早いってことは絶対にロゼッタじゃないわね。

「アリ～？」

　え？　……ヘンリお兄様？　私は急いでベッドから起き上がり扉を開けた。

「寝ていたところ悪いな」

「あ、いえ。どうしたのですか？」

「中に入ってもいいか？」

「どうぞ」

　私はそのままヘンリお兄様を部屋に入れた。ヘンリお兄様が一人で私の部屋に来るなんて珍めずらしいわ。なんだか変な感じ……。

「あのさ……アリはリズが嫌いなのか？」

　あら、まさかそんなど直球で聞かれるとは思わなかったわ。これはもしかしてリズさんと和解しろっていう話なのかしら。

「嫌いというより苦手なんですわ」

　噓をつく必要もなかったので私は正直に答えた。ヘンリお兄様は表情を変えずに私を見ている。久しぶりにちゃんと見ると、ヘンリお兄様、随分と大人っぽくなられたわ。アランお兄様よりも精せい悍かんになった気がする。まぁ、双ふた子ごでも雰ふん囲い気きは変わるものよね。

「最近、ヘンリお兄様とアランお兄様が一緒にいるところをあまり見かけませんわね」

　唐とう突とつな私の疑問に、ヘンリお兄様は目を丸くした。紫むらさき色いろの瞳がよく見えるわ。子どもの頃より少し濃こくなった感じ。

「アランとは、最近意見が合わないからな」

　そう言ってヘンリお兄様は軽く微笑んだ。意見が合わない？　双子でも色々あるのね。

「俺とアランは生まれた時からずっと一緒だったろ？　それが当たり前だったし、俺も別にそれを苦だと思ったことはなかった。考え方も似ていたし俺の一番の理解者だった。けど、俺達の前にリズが現れてから、少しずつ変わっていったんだ」

　ヘンリお兄様が少し寂しそうに言った。ゲームの中でヘンリお兄様は、リズさんのことを好きになるはずよね？

「俺はアランと双子であることが誇ほこりだった。俺達二人で一つのアイデンティティーを持っている感覚だったのに」

「なんだかそれ、気持ち悪いですわね」

　私は心の声をそのまま漏もらした。多分、無意識に顔もしかめていたと思う。

「そうなんだよな」

　ヘンリお兄様は怒りもせずに笑ってくれた。

「リズに言われたんだ、ヘンリはヘンリでアランはアランよって。だからアランはヘンリになろうと思わなくてもいいし、ヘンリはアランにならなくていいのよって」

　……ヒロインが言う定番の台詞せりふって感じだわ。きっとお得意の天使スマイルだったんでしょうね。けど、もしそれでアランお兄様が考えを変えたのなら、どうしてヘンリお兄様はそうならなかったのかしら。

「そう言われて、アランお兄様は双子としてではなく、自分を見てくれる人が現れたと思い、リズさんに惚れたのですか？」

　私の質問にヘンリお兄様は目をしばたたいた。そんなに驚かなくても、前世で乙女ゲームをやっていた私にはこれくらい常識ですわ。

「それで、ヘンリお兄様はどう思ったのですか？」

「いや、俺もそれを言われた時は確かにドキッとしたんだけどな」

「したんですか!?」

「ああ、まぁ、リズのあの純じゆん粋すいな笑顔とか、優しさとか……だんだん愛おしくなった」

　やっぱりヒロインの力は絶大ですわね。

「なぁアリ、もし俺とアランが自分達のアイデンティティーで悩なやんでいたら、なんて言う？」

　そんなの私に言われても分からないわよ。私は悪女なのよ。正解を求めるなら私じゃなくて聖女の所へ行ってほしいわ。

「ヘンリお兄様、この際、はっきり言っておきますわ。私、あなたはあなたよっていう言葉が大嫌いなの。そんなの自分が一番知っておくべきことよ。それを他人に言われて気付くなんて、恥はじを知ったらどうです？」

　私は軽蔑するようにお兄様を見てそう言った。ヘンリお兄様は目を点にして私を見た後、突然笑い始めた。お腹なかがよじれそうなくらい笑っている。

　……私、馬鹿にされている？　どうしてこんなに笑われているのかしら。

「そうだよな。俺もそう思う」

　お腹を片手で押おさえながらヘンリお兄様も同意する。そう思うのならどうして私にわざわざ質問したのかしら。

「俺は確かにリズに惹ひかれてたけど、この前の茶会の時に気付いたんだ。俺はリズの理想論に洗せん脳のうされて好きだと勘違いしていたんだ」

　洗脳って。もう少し他の言い方があるのでは？

「俺はアリの意見に賛成だし、そう思ったら、だんだんリズが苦手になってきたんだ。根本的な考え方が合わないからな」

「考え方が合わなかったのに、惹かれていたのですか？」

「もともと、若干苦手だったんだよ。けど優しくされてあの笑顔を向けられてたら、なんか惹かれた、っていうか」

　ヘンリお兄様は決まりの悪い顔をしながらそう言った。流石天使スマイルだわ。

「アルバートお兄様とアランお兄様はそうは考えなかったのですか？」

「アル兄とアランは完全にリズに惚ほれているからな」

　なるほど、つまり、私の言動のせいでヘンリお兄様は自分の本心に気付いたと。同じ兄きよう弟だいでもやっぱり少し違うのね。

「それをわざわざ伝えにきたのですか？」

「いや、それだけじゃない」

　ヘンリお兄様は急に真剣な顔になって私を見た。なんだか、嫌な予感がするわ。

　ヘンリお兄様が私と考え方が似ているとするなら、今からされる質問はあまり聞きたくない気がする。私は少し顔を引きつらせた。ヘンリお兄様は私を探さぐるような目で見る。

「アリは一体、何を企たくらんでいるんだ？」

　リズさんのことが苦手なら、私の行動に違い和わ感かんを覚えてもおかしくないわね。リズさんの語る理想論だって別に間違っているわけじゃないと思うのよ。ただ、私が嫌いってだけで。

「それから、あの少年は誰だ？」

　あの少年ってジルのことよね？　今まで誰も聞いてこなかったから不思議に思っていたのよ。でも、ロアナ村のことは秘密だし……。

「彼は私の助手ですわ」

「俺が聞きたいのはそういうことじゃない」

「知っていますわ」

　ヘンリお兄様が大きくため息をついた。私がこうと決めたら口を開かないということは分かっていらっしゃるものね。流石私のお兄様、諦めが早くて助かりますわ。

「それに、企んでいることなんて一つもありませんわ」

　私は微笑んでそう言った。多分ヘンリお兄様には、噓だってバレていると思うけど。

「やっぱり答えてはくれないか」

　不ふ服ふくそうな顔をしながらヘンリお兄様が私を見る。だって、秘密なんですもの。

　そういえば、私の言動でヘンリお兄様がリズさんを苦手としたのなら、ヘンリお兄様以外にもそういう人がいるのかしら。デューク様は正直、よく分からないのよね。嫌がらせで私を恥はずかしがらせている可能性だってあるのだもの。

「ちなみに、ヘンリお兄様以外にも、そういった方はいらっしゃるのですか？」

「それは分からないが、皆リズのことは好きだと思うぞ」

「嫌う理由がないですものね」

「まぁ、心の中までは分からないが」

　そう言ってヘンリお兄様は天てん井じようを見上げた。多分、ヘンリお兄様が次に言う台詞を私は当てることが出来ると思うわ。

「「あの少年と話がしたい」」

　ヘンリお兄様が目を見開いて私を見る。絶対そう言うと思いましたわ。

　会わせても大丈夫かしら。問題はジルがヘンリお兄様に心を開くかどうかよね。別に味方が欲しいわけじゃないけれど……ヘンリお兄様ならジルと仲良くなれそうだわ。

「いいのか？」

　ヘンリお兄様が期待を込めた目で私を見る。私は小さく息を吐いた。

「いいですわ」

　ヘンリお兄様の表情がパッと明るくなった。

「有難う、アリ！」

　別にお礼を言われるようなことはしていないわ。ただ私が見てみたくなったのよね。ヘンリお兄様がどうやってジルの心を開くのか。




「ジル、ちょっといいかしら？」

「アリシア？　どうしたの？」

「部屋に入るわよ」

　私とヘンリお兄様はジルの部屋の扉をゆっくり開けて、中に入った。ジルが訝しげな表情で私達を見ている。

「ジル、紹しよう介かいするわね。私の二番目のお兄様よ」

「兄？」

「そうよ。貴方と話してみたいそうよ」

　ジルの目つきが変わった。警けい戒かいするようにお兄様を睨んでいる。

「僕はそいつと話すことなんて何もない」

　とがったジルになっちゃったわ。このジルをお兄様はどう相手するのかしら。あら、意外。お兄様も物凄い剣けん幕まくでジルを睨んでいるわ。私が思っていた方法と違うわ。ヒロインがなんの根拠もなく心を閉ざして怯おびえている人に、大丈夫よって言って微笑んで仲良くなるパターンだと思ったのだけど……。ヘンリお兄様ってやっぱり私と似ているのかしら。

「何？」

　ジルがヘンリお兄様から目を逸そらさずにそう言った。

「お前、アリの助手なんだろ？」

「そうだけど」

「ならもう少し態度を改めろよ」

「は？　僕がニコニコして愛あい想そを振りまく意味あるの？」

　いきなり喧けん嘩か腰ごしなんていつも穏おだやかなヘンリお兄様らしくないわね。

「ニコニコ？　そんなのする必要ない」

「何が言いたいわけ？」

　ジルが片かた眉まゆを上げてそう言った。

「一番怖こわい人間の特とく徴ちようって分かるか？　表情が顔に出ない奴だ。お前は表情が顔に出すぎだ。俺が入ってきた時、一瞬怯おびえた顔をしただろ？」

「してない」

「無意識にしていただろ。理由は知らないが、お前はアリシア以外の奴を極端に恐おそれている。露ろ骨こつに面おもてに出ていたぞ」

「恐れてなんかいない」

　ジルは不ふ貞て腐くされるように言った。なんだかヘンリお兄様がいつもと別人に見えるわ。それにジルが年相応の少年に見えてきた。

「別に恐れるなとは言っていない。それを表情に出すなって言っているだけだ。アリが助手にするくらいなんだ、お前は相当出来るんだろ？」

「だったら何？」

「表情を読み取られたら一瞬で弱みを握られるぞ」

　ジルは黙だまり込こんだままヘンリお兄様を見ている。

　ヘンリお兄様がいつもニコニコしていたのってもしかして腹はら黒ぐろさを隠すためかしら。アルバートお兄様の笑顔が黒いってことは分かるのだけど、ヘンリお兄様から黒さなんてこれまで感じたことがないのよね。純粋な笑顔だと思っていたわ。

「今までどんな人生を歩んできたのかは知らないが、これからはアリの隣となりにいるんだろ？　うまく自分の心を隠せよ。最終的に生き残るのはいつだって器用な奴だ」

　ジルの警戒心が完全になくなったのが分かる。さっきみたいにヘンリお兄様を睨んでいない。確かに、ヘンリお兄様の言う通りなのよね。結局は器用な人が生き残るのよ。怯えた表情は悪女に禁きん物もつだわ。私も気をつけないと。

「僕の名前はジル」

　ジルが口を開いた。名前を言ったってことは……ヘンリお兄様の勝ちね。ヘンリお兄様は軽く微笑んだ。

「俺はヘンリだ、よろしく」
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「こちらです」

　水色の刺し繡しゆうが入ったドレスを着た優しそうな侍じ女じよが私を案内してくれる。かなり豪華なドレスよね。多分、侍女のなかでも位が随分上だと思うわ。

　というか、私は今、何故か国王様のお屋や敷しき……王宮にいる。国王陛下に呼ばれるなんて絶対にろくなことがないわ。

「ここです」

　私は、家の扉の三倍ぐらいある扉の前まで連れて来られた。国王陛下ってこんなにも豪華な所に住んでいるのね。天井は高すぎるし、長い廊ろう下かに高級品が置かれているし、見ているだけで疲れるわ。

　扉の前には衛兵が二人並んでいる。この扉をここまで大きくする理由が知りたいわね。厳重に警備されていて、こんなに大きい扉ってことは……まさか中にドラゴンとか？

「では、私はこれで失礼します」

　侍女はそう言って丁てい寧ねいにお辞儀をして去って行った。ああ、私もここから去りたい。この扉の奥おくにはドラゴンではなく、国王様がいらっしゃるってことは分かっているもの。

　衛兵はゆっくりと大きな扉を開けた。相当重い扉なのね……。私の気も同じぐらい重いわ。私は心を静めて小さく息を吸った。

「失礼します」

　私は軽くお辞儀をして足を進めた。なんて大きい部屋なのかしら。五十メートル走が出来るわよ。意味があるとは思えない長テーブルの一番奥には国王様が座すわっている。それから五大貴族のトップに……リズさん!?　どうしてリズさんがここにいるの？　しかも、デューク様の隣に座っているなんて。普通、末席に座るものよね？　お兄様達や、ゲイル様、カーティス様、エリック様、フィン様を差し置いてデューク様の隣に座っているなんて、流石ヒロイン。……それで、これは一体なんの会議かしら？

「アリシア、君に一つ聞きたいことがあるんだ」

　……嫌だわ。この空気は絶対に私にとって得なことがないもの。隣にジルがいたら心強いのに。私一人で来いなんて言うから。

「デュラン国が経済破は綻たんした」

　低く威い厳げんのある国王様の声が私の耳に響いた。経済破綻？　あら、私が予想した通りね。

「何故そうなると分かった？」

　ジョアン様が私を凝ぎよう視ししながらそう言った。そもそも私、デュラン国が経済破綻すると思いますなんて一度も言ったことないわよね。ジョアン様って私の心を読めるのかしら。

「三年前にアリちゃんが黒板に書いただろう？　魔法学園の旧図書室の黒板に、ラヴァール国を傘さん下かに置く方法でデュラン国を買い取るって。だからアリちゃんはあの国が経済破綻することを予測してたのかなって思ったんだよ」

　カーティス様が私に優しくそう言ってくれた。あら、そんなこともあったわね。

「何故それが分かったのだ？」

　ジョアン様っていつも聞き方が怖いのよね。私が十三歳の小娘だってことを分かっているのかしら。こんな所に一人で赴おもむいた度胸をもっと褒めてほしいわ。

　私は小さく深呼吸してから口を開いた。

「生産力と購こう買ばい力りよくの矛む盾じゆんですわ」

　驚いた表情を見せたのはリズさん。国王様含め五大貴族、デューク様、アルバートお兄様、そして意外なことにフィン様は驚いた表情を見せなかった。そう、まるで元から分かっていたような……ああ、読めたわ、この会議の意味。リズさんの考えを私がどう判断するのか見るってことね。つまり、監視役としてのテストってところかしら？

「生産力と購買力の矛盾？」

　リズさんが私の言葉に瞠どう目もくしながら、そう言った。

「そうですわ。デュラン国は四年ほど前から大量生産の政策をしていました」

「それは私も知っているわ。けどそれで経済は潤うるおったはずでしょう？」

「最初の数か月だけですわ。勉強するならちゃんと勉強してください」

　私は微笑んでリズさんにそう言った。この調子でリズさんが国を担う仕事をするようになったら……未来が心配だわ。

「リズはいつも寝る間も惜おしんで勉強している！」

　エリック様が私に向かって怒ど鳴なった。彼は馬鹿なのかしら？　大きいのは態度と体格だけで脳みそはきっと小さいのね。

「睡すい眠みんを削けずってまで勉強して曖あい昧まいな知識を身につけるより、しっかり寝た方がいいと思いますわ」

「見たこともないくせに、勝手なことを言うな」

　努力って人前でするものなのかしら？　まあ、私の常識はきっとこの世界ではズレているのよね。

「エリック、アリシアちゃんを責めないで。仲良くしましょう。私が勉強不足だったわ、ごめんなさい」

　そう言って申し訳なさそうにリズさんは私に謝った。やっぱりヒロインね、素す直なおだわ。それにしても、いつの間にエリック様を呼び捨てに……随分と親しい仲ね。

「情報が一つ欠けるということがどれだけ大きな問題になるか、お分かりですよね？」

「私、もっと努力するわ」

　リズさんが力強くそう答えた。なんだか、皆が頑張れっていう目でリズさんを見ている。それでもヘンリお兄様のあの顔は演技なのよね？　凄いわ。私も負けていられないわね。

「努力？　リズさんは努力すれば報むくわれると思っていますの？」

　私はリズさんを小こ馬ば鹿かにするように笑ってそう言った。

「ええ。努力はし続ければ必ず報われるわ」

「努力しても結果が出なければ意味はありませんのよ」

「努力をした者に結果は必ずついてくるわ」

　皆がリズさんの言葉に頷いている。こういう純粋な子って誰にでも好かれるのね。

　デューク様とお父様は無反応だけど。これって……もしかしたらヘンリお兄様以外にも演技している人がいるってことかしら？

「努力を続けて何かを得られるとしたら、それは結果じゃなくて自信よ」

　皆の視線が一気に私に集まった。私は小さくため息をついてから話を続けた。

「話を戻すと、デュラン国は生産過剰により消費が出来ない状態に陥おちいり経済破綻に至ったのですわ。……ですので、今こそ買い取りましょう！」

　私は満面の笑みでそう言った。この台詞を言いながら満面の笑みなんて悪女ポイントがかなり加算されるはずよ。

「買い取る？」

「ええ、そしてデュルキス国のものにして、恩を売ればいいのですわ。その調子でラヴァール国の周囲の国も我が国の味方につけて、ラヴァール国を孤立させていけばいいのです」

「デュラン国の人々はどうなるの？」

「知りませんわ。目的は我が国がラヴァール国を傘下に置くことですもの」

「それはあまりに残ざん酷こくだわ」

　リズさんが私を険しい表情で見る。

「デュラン国の人達に罪はないわ」

「だけど、本当に辛い状況なら隣りん国ごくにいくらでも逃げることは出来たはずですわ」

「だとしてもそんなのはおかしいわ！　ちっともデュラン国の人達のことを思っていないじゃない！　デュルキス国に買い取られた後に彼らが飢うえ死じにしてもアリシアちゃんは何も思わないの？」

「ええ。というか、その後の政策は私が決めることではないので」

「無責任だわ」

　リズさんが私を軽蔑するように見る。リズさんだけでなくアルバートお兄様やエリック様も。二人とも、リズさんに完かん璧ぺきに溺おぼれてしまったのね。

「それでは、リズさんならどうするの？」

「私は買い取らずに同盟を結ぶわ！」

「経済破綻した国と？」

「そうよ」

　私は思わず笑ってしまった。これには流石に国王様含め五大貴族も閉へい口こうしている。そりゃ、そうなるわよね。

「リズさんは本当に面おも白しろいことをおっしゃいますわね。破綻した国と同盟を結んだところでこの国に利益は？」

「利益ばかり見ていては大事なものを見失うわ」

　彼女は何を言っているのかしら。まるで聖女みたいだわ！　……まぁ、そうなんだけど。

「同盟を結んだ後はどうなさるのですか？」

「そうね、経済を安定させるために彼らを援えん助じよするわ」

　今、ジルが隣にいなくて良かったわ。絶対に心を隠すことなんか出来ずにリズさんを怒鳴りつけていそうだもの。

「ロアナ村を抱えているこの国に他国を援助する余よ裕ゆうなんてあるとでも思っていますの？」

「それは……」

　リズさんが言葉を詰つまらせる。

「リズさんの考えは全く未来を考えていませんわ」

「けど、私はデュラン国の経済復興を願っているわ！」

「願っているだけですの？　具体的な案を一つも出さずに？」

「だからこの国から援助を」

「貴女の頭に脳みそはちゃんとあるのですか？」

　私の言葉にリズさんはついに言葉を失った。

「おい！　自分が今何を言ったか分かっているのか！」

　エリック様が顔を真っ赤にして声を荒らげた。あら、リズさんのナイト様に怒鳴られるなんてまさに悪女みたいだわ。

「今この状況で、この国がデュラン国と同盟を結んで一体なんの利益があるというのです？　デュラン国は今や、廃すたれていてなんの使い道もないですわ」

「アリシア!!」

　とうとうアルバートお兄様の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたわ。私、凄いじゃない！

「利益だけを求めて行動するべきじゃないわ。そんなことをしていたら必ず報いを受ける」

　リズさんが静かな落ち着いた声でそう言った。

「ご立派な貴女の理想論は、利益を得られなければ実現しないのよ。相手に尽くすのは貴女の勝手だけどそれを国単位で考えるのは愚おろかですわ」

「アリシア、もう出ていけ」

　アルバートお兄様が私に向かって声を抑えながらそう言った。握り締めた拳が机の上で震えているのが分かる。相当怒っているみたいだけど……私は悪女ですもの。アルバートお兄様の言うことは聞きませんわよ。

「国王陛下が出ていけと命めいじるまでは、私はここにいる権利があるはずですわ」

　私は姿勢を正してアルバートお兄様の方を真っすぐ見ながらそう言った。国王様は何も言わずに眉間に皺を寄せながら目を瞑つぶっている。

「アリシアちゃんならどうするの？」

　リズさんが私にエメラルドグリーンの瞳を向けた。ああ、なんだか私お腹が減ってきたわ。やっぱり、腹が減っては、戦いくさは出来ぬって本当ね。けど、これもキャザー・リズの監視役として、きっちり答えないといけないわよね。

「もし、同盟を結ぶのならこの国からデュラン国へ援助をしても意味がないですわ。彼らは自力で経済復興をしなければならないのです」

「どうやって？」

「……リズさんはデュラン国の特産品を知っていますか？」

「たしか、じゃがいも、だったかしら？」

「そうですわ。経済は破綻しても特産品はまだ残っている」

「なるほど。……特産品に、例えば付加価値をつけて、他国に買ってもらう、というのはどうかしら」

　リズさんの表情が少し明るくなった。ようやく話が通じたみたいだわ。

「今までデュラン国は他国にじゃがいもを売り出していなかったものね！」

「さらに通常より価格を引き上げて他国に売ればいいのですわ」

「そうよ、それならデュラン国の経済を復活させることが出来るかもしれないわ！　デュラン国のじゃがいもは絶対に高値で売れるはずだもの！」

　やっと言いたいことを理解してくれたみたいで私は嬉しいわ。なんだか大きな達成感に包まれた気分よ！　監視役テストは合格よね？　皆の前で悪女の印象を与えられたし、リズさんも解決策を導き出せて、結果オーライだわ。私は満足げに笑みを浮かべた。




　ようやくあの部屋から脱だつ出しゆつできたわ。早く家に帰ってマカロンでも食べましょ。

　そうして私は来た道を逆ぎやく戻もどりした……はずだった。あら？　この道、通ったかしら？　こんなに大きな花か瓶びんが置かれた所を通った覚えがないのよね。

　私は壁にある絵に目を向けた。深い青色の瞳に絵の中の空と同じ髪の色……これって幼少期の国王様？　若い頃は髪の色が今より少し明るかったのね。その隣の整った顔の優しそうな人は国王様のお父様かしら？　……でも、どこかで見たことがある気がする。

「アリシア？」

　デューク様の声に私はゆっくりと振り向いた。窓の陽光が差さし込こみ、デューク様の耳元で何かが輝く。あれは……ピアス？

　デューク様が私の方へ近づいてくる。私は目を凝こらしてそのピアスをよく見た。澄すんだ蒼あおい宝石……魔法石だわ。レベル１００になればつけることが出来る物。ということは、デューク様はもうレベル１００を習得したってこと？　たしか、ゲームでもヒロインよりデューク様の方が達成するのは早かった気がするわ。

「どうしたんだ？」

　デューク様が穏やかな声でそう言った。この距離間で話しかけないでいただきたいわ。近すぎるのよ。

　……ここで、実は迷子になった、なんて言ったら悪女としてはまずいわよね。

「探たん索さく……をしていたのですわ」

　私は曖昧に微笑みながら答えた。デューク様は私を見み透すかしたような目で見る。多分、迷子だってことに気付かれてる。その大人の余裕を見せつけてくるのやめてくれます？

「門まで送ろうか？」

　デューク様が少し笑ってそう言った。これは……完璧に妹扱いね？　ゲームの中ではアリシアのことをあんなに嫌っていたはずなのに、どうしてデューク様が私に好意を抱いてくれるようになったのかがいまだに分からないのよね。

　もしかして、デューク様は私を消すために演技していたりするのかしら。私への優しい態度とは裏腹に、実は私を恨うらんでいるとか……

「アリシア？」

　デューク様が私の顔を覗き込んだ。……この距離はまずいわ。離れてください、私の心臓が壊れますわ。

　デューク様の匂いがふんわりと私を包み込む。顔が赤くなっていくのが分かった。

　最悪ですわ、悪女たるもの感情を表に出してはいけないのに。デューク様が私を見て優しい眼差しで軽く笑った。

「真っ赤だぞ」

　言われなくても分かっていますわ。ああ、デューク様の本性が分からない。クールな方だと思っていたけれど、私のことは見透かすし……結構意地悪よね？

「デューク様は、私をからかうのが好きなのですか？」

　デューク様は一瞬目を見開いたが、すぐに表情を和らげた。

「からかうのは、嫌いではないな」

　デューク様はそう言って私の頭を優しく撫でた。……その表情で言いますか!?　世界中のデューク様のファンが失神しますわよ。私も悪女を目指していなかったら失神まではいかなくても鼻血くらいは出ていたもの。

　デューク様のキャラが本当に摑めない。あんな甘い表情で頭を撫でるって……。さらっとそんなことが出来るなんてやっぱり美形王子は凄いわね。

「行くぞ」

　そう言ってデューク様は歩き出した。こういう時ってデューク様の後ろを歩けばいいのかしら？　それとも横を歩くべきなのかしら？

　私の立場的にデューク様とこれ以上近くなったら悪役令れい嬢じようとしてはまずいもの。

　私はデューク様の少し後ろを歩く。デューク様は私に歩くペースを合わせてくれた。
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「あの……ヘンリお兄様？」

「何？」

「どうしてヘンリお兄様が私の部屋にいらっしゃるのですか？」

「嫌なのか？」

「はい」

　ヘンリお兄様は不服そうな顔をしながら私を見る。

「なんでジルはいいんだ？」

「僕はアリシアの助手だからだよ」

　本を読みながらジルが呟いた。

「俺は信用されていないのか」

　ヘンリお兄様が寂しそうな目で私を見る。まるで捨てられた子犬のような目ね。けど、私は騙だまされないわ。

「ヘンリお兄様ってどこまで演技なのか分からないんですもの」

　私の言葉にヘンリお兄様は表情を崩くずした。

「アリの前で演技はしないぞ。俺はアリの味方だし」

「私の味方になってもろくなことないですわよ」

「アリが俺のことをどう思ってくれているのかは分からないが、俺は気に入らないと思ったら人を殺せる男だぞ」

　ヘンリお兄様が急に真面目な口調でそう言った。

「殺したことがあるのですか？」

「ああ」

　きっぱりと答えるヘンリお兄様に、流石の私も言葉を失ってしまった。ジルも本を読むのをやめてヘンリお兄様の方を見ている。おそらく、噓は言っていない気がした。

「誰を殺したのですか？」

「それは秘密～」

　ヘンリお兄様は空気をぶち破るようにニヤニヤしながらそう言った。秘密って……もしかしてヘンリお兄様は私より悪いことをたくさんしているんじゃないかしら。私の真のライバルはリズさんではなくてヘンリお兄様？

「アリが企んでいることを教えてくれたら俺も教えるぞ」

　交こう換かん条件というわけね。リズさんの監視役の件は絶対に教えられないし……あ、そうよ、悪女を目指している、だけだったら言ってもいいんじゃないかしら。そうすれば、お兄様は誰を殺したのか教えてくれますよね。私ってなんて頭がいいのかしら。

「分かりましたわ……お答えします。実は私、悪女を目指していますの。この世で一番の悪女よ。だからリズさんと対等になって、リズさんみたいな人気者を虐めたいのですわ。まぁ、学園に入って、ようやく同じステージに立てるくらいになったのだけど」

　私の言葉にヘンリお兄様は目をしばたたかせた。そりゃ、びっくりするわよね。

「強くなるってそういう理由だったのか」

　ヘンリお兄様が小さく呟いた。ああ、そういえば昔、剣けん術じゆつを習いたいと言った時にそう答えたわね。懐なつかしいわ。というか、悪女になりたいって部分はスルーなのね。私的にはそこに食いついてほしかったわ。

「同じステージって？」

「私、魔法をレベル80まで習得していますの」

「はぁ!?」

　ヘンリお兄様が頓とん狂きような声を上げた。あら、そこまで驚かなくても……。

「俺、これから何か凄いことがあっても、もう驚かないような気がする」

　それはないと思いますわって言おうと思ったけれど、やめておきましょ。早くヘンリお兄様の秘密を知りたいもの。

「それで、ヘンリお兄様は誰を殺したのですか？」

　ヘンリお兄様は放心状態から意識が戻ったように真剣な顔になった。そしてゆっくり口を開く。

「一人目は庭師、二人目はこの家の侍女、三人目もたしかこの家の侍女だったような」

「ちょっと待ってください」

　私はヘンリお兄様から淡々と出てくる言葉に頭が追いつかなかった。ある日突然庭師が消えて、急に見なくなった侍女達はヘンリお兄様に殺されたってこと？　……噓でしょ。

「合計で何人殺したのですか？」

「七人」

　表情を変えることなくお兄様はそう言った。

「動機はなんですか？　それぞれ違うのですか？」

　ヘンリお兄様が理由なく人を殺すなんて考えられない。

「全員一緒の理由かな」

　そう言ってヘンリお兄様が苦笑した。ジルが読んでいた本を閉じ、口を開いた。

「この家の財産目当てで働いていた人達を殺したとか？」

「まぁ、そんなとこ。……殺したって言い方はちょっと盛ったけどな」

　そう言って、ヘンリお兄様は曖昧に笑った。……つまり、実際は殺していないってことかしら。

　彼らがいなくなったのって数年ぐらい前からよね。どうして財産目当てだって分かったのかしら。ニュアンス的には、殺したというよりも、社会から抹まつ消しようしたって考える方が賢けん明めいね。

「最初の庭師は毒性のある薬草を栽さい培ばいしていたんだよ、侍女達は紅茶に毒を入れようとした。他の奴らも全員財産だけでなく俺の家族を殺そうとしたんだ」

　てことは、もしヘンリお兄様が手を下さなかったら、今頃私達は死んでいたってこと……？

「殺すつもりがあるってことは殺される覚悟でやっているってことだろ？」

　ヘンリお兄様はそう言って嘲ちよう笑しようした。あら、今の顔、まるで悪魔みたいでしたわ。

「アランお兄様やアルバートお兄様も知っているのですか？」

「ああ、知っている。まぁ、この件に二人は関かん与よしてないけどな」

「どうしてですの？」

「二人とも反対してたから」

　ヘンリお兄様の瞳がアランお兄様とアルバートお兄様を軽蔑していた。家族が死ぬかもしれないのに殺すのに反対……ああ、多分彼女のせいね。

「キャザー・リズか」

　ジルが呆れた口調で呟いた。リズさんは人を殺すだなんて絶対反対しそうだもの。

「どうだ？　これで俺は、アリとジルと一緒にいていいよな？」

　ヘンリお兄様は軽く笑いながらそう言った。ここまで告白されて、こちらの秘密を明かさないわけにはいかない。

　私はジルの方に目を向けた。ジルは覚悟を決めた目で口を開く。

「僕の秘密はね……」

　ジルが一度言葉を切ってヘンリお兄様を真っすぐ見る。ジルの緊きん張ちようが私にも伝わってくるようだ。

「僕は……ロアナ村出身なんだ」

　ジルは眉間に皺を寄せながら言った。それはとても苦しそうな告白だった。

「……そうか」

　ヘンリお兄様はそれだけ言うと、優しくジルを抱き締めた。

「勇気を出して、教えてくれて有難う」

　柔らかい口調でヘンリお兄様はそう言った。ジルの目が少し潤んでいるのが分かる。

　……なんだか、そうしていると、兄弟に見えるわね。

「なぁ、アリはジルとどこで出会ったんだ？」

　ヘンリお兄様が不思議そうな目で私を見る。

「ロアナ村ですわ」

　私がいけしゃあしゃあとそう言うと、ヘンリお兄様が突然笑い出した。逆にそこ以外にジルと会うところがないものね。

「やっぱりアリはすげえな」

　ヘンリお兄様はそう言ってまた笑った。

「僕もそう思う」

　ジルも顔を綻ほころばせた。なんだかよく分からないけど、私、褒められているのよね？　じゃあ、まぁ、いっか。

　暫く私の部屋はヘンリお兄様の明るい笑い声に包まれていた。
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　腕が痛いわ……。どうして私はこんなに粗そ末まつな小屋に閉とじ込こめられているのかしら。さっきまで普通に学園の森の中を歩いていたのに。

　たしか、誰かに思い切り後ろから殴られたのよね。激痛が背中に走って、その後のことはよく覚えていない。後ろから襲おそいかかるなんて本当に卑怯だわ。悪女は絶対こんなみっともない目には遭あわないはずよ。皆に知しれ渡わたる前にここから抜ぬけ出ださなければ。でも、どこにも縄なわを切れそうなものは見当たらないし……そういえばジルはどこにいるのかしら。多分一緒に捕つかまったはずよね？

　そこまで考えたところで、ガンッと思い切り扉の開く音がして、ガタイのいい男が三人小屋の中に入ってきた。格かく闘とう家かみたいだわ。こんな小屋に入ったら狭せまいわよ。一人でいいから外に出てくれないかしら。

「一緒にいた少年はどこにいますの？」

　私の言葉に、三人は鋭い刃やいばのような目で私を見下ろす。

「ああ？　嬢じようちゃん、口の利きき方に気をつけろよ」

「けどよ、すっげえ美人だからこの子で遊ぼうぜ」

「まぁ、殺せって言われているぐらいだしな」

「そうだな、たっぷり遊んでやろうぜ」

　格闘家みたいな三人がにやけながら会話をしている。私の背筋に寒気が走った。なんて気持ち悪いのかしら。いっそのこともう魔法で……え!?　使えないわ。何度指を鳴らしてもどの魔法も使えない。噓でしょ。どういうこと？

「パチンパチンうるせえんだよ」

　私は一番体格のいい男にお腹を蹴けられた。

「っつうぅ……」

　……痛い。噓でしょ。人に蹴られるのってこんなに痛いの？　指を鳴らす音にトラウマでもあるのかしら？

　三人の男の中でリーダーらしき色黒の男が私の方に顔を近づける。

「見ろよ、こいつの目、黄金色だぜ。まじで良い面つらしているな」

　ああ、もう、殴りたいのに体が動かないわ。

「汚きたない顔をこちらに近づけないでくださいませ」

　口だけは動くのでかろうじてそれだけ言った。色黒男は一瞬面食らったようだがすぐに胸むなぐらを摑んでグイッと私を持ち上げた。

「その度胸は認めてやるが、あんまり調子に乗るなよ」

　そう言うのと同時に私は思い切り頰ほおを殴られた。

「……っ！」

　ああ、歯が一本折れたわ。自分の口から血が垂れているのが分かる。私がそのまま床ゆかに倒れ込むと、三人組はそのまま小屋から出て行った。

　彼らの雇やとい主ぬしは一体誰なのかしら。体は動かないけど、頭なら動かせる。絶対にここから抜け出して、倍にして返してやるわ。

　あら？　私は自分の首に何かがはめられているのに気付いた。首輪？　どうして首輪……ああ、そういうことね。これ、魔力を封ふうじ込こめる首輪だわ。ということは彼らの雇い主は貴族……？

「おい、嬢ちゃんが言ってた少年ってこいつのことか？」

　そう言いながら色黒男が小屋に入ってきた。

　……ジル？　私は驚きのあまり声が出なかった。

　ジルは血だらけになっていた。上半身の服はズタズタに引ひき裂さかれて、頭からは大量の血が流れている。自分の血の気が引くのが分かる。ジルが私の方を薄目で見た。

「アリ……逃げて」

　ジルが今にも消えそうな声で呟く。

「このガキしぶといんだよ」

「かはっ……」

　みぞおちを殴られたジルは眉間に皺を寄せて苦しそうな表情を浮かべた。それでも目だけは色黒男を睨んでいる。

　ドンッと床が振しん動どうした。ジルがまるでいらないものみたいに私の前に放り投げられた。私は怒りで目の前が真っ赤になった。

　理解出来ないわ。こんななんの力もない男の子に暴力を振るうなんて……。悪役の風上にも置けない！

「アリ、大丈夫？」

　ジルはうっすらと笑みを浮かべながらか細い声でそう言った。自分も血だらけになっているのに、私の心配をしてくれるの？

「ジル、もう私の心配はしないで。必ず助けるって言ったでしょ？」

　私はジルにしか聞こえない声で呟いた。ジルの体は痣あざだらけだった。一体どれだけ殴られたのかしら……。

「そいつはもうゴミだな」

　色黒男が吐はき捨すてるようにそう言った。

　……はあ？　今、ジルになんて言ったの？

　私は生まれて初めて本気で殺意を覚えた。絶対に許さないわ。悪女を怒らせるなんていい度胸しているわね。情けなんて少しもかけてあげないわよ。

　貴方達も雇い主も……殺すわよ。







　現在九歳　ジル




　僕ぼくは生まれてすぐに両親を殺され、ずっとロアナ村で独りだった。自力で生きていく力もなく、両親を殺した奴やつの元でずっと奴ど隷れいとして働いていた。

　最初に僕を助けてくれたのはウィル……じっちゃんだった。正直、毎日苦しい思いばかりで生きる意味なんて全く分からなかった。そんな時、殴なぐられ続けた怪け我がが悪化して動けなくなった僕は、じっちゃんに保護されて薬の入った水を飲まされて熱がすっかり下がった。

　じっちゃんは、僕を助けたのは、五大貴族のうちのウィリアムズ家の長女アリシアだと言っていた。きっと金持ちの気まぐれの慈じ悲ひかなんかだろうと僕は勝手に思っていた。可か哀わい想そうだから助けてあげる的なくだらない正義感だろうと。けど、アリシアは僕の想像をはるかに超こえたお嬢じよう様さまだった。死にたかったら死ねばいいと、無情にも彼かの女じよは言い放った。

　しかし自分には責任があるとも言った。僕を生かした責任があると。

　僕は生きるという選せん択たくをした。そして、アリシアは助けた対価に僕の賢かしこさを共有させてほしいと言った。馬ば鹿かげた話だと思ったけど、彼女は毎日のように大量の本を持って来てくれて、僕をあの地じ獄ごくのようなロアナ村から外に出してくれた。

　生まれて初めて太陽を見た時に、これほど眩まぶしく輝かがやいているものを知らずに死ななくて良かったと思った。世界の全てが僕には新しん鮮せんで煌きらめいていて美しかった。僕は口には出さなかったけど、心で何度も呟つぶやいた──僕を助けてくれて有難ありがとうと。

　僕はいつか彼女……アリシアのためにこの命が尽つきるまで生きるのだと誓ちかった。




　その彼女が今、黄金の瞳ひとみを燃やしながら目の前に立っている。艶つやのある美しい黒くろ髪かみがサラサラと靡なびいている。まるでアリシアの殺気がそうさせているみたいだ。

　その横顔は凜り々りしく、散々僕を殴った男達の目を逸そらすことなく真っすぐ睨にらみ据すえている。あまりの美しさに僕は目が離せなかった。

　アリシアは口角をゆっくり上げて口を開いた。

「ゴミは貴方あなた達よ……さようなら」

　僕は背筋が凍こおりついた。アリシアのあんな今にも人を殺しそうな瞳を初めて見た。

「ふざけんなっ！」

　リーダー的な存在の奴がアリシアを殴ろうとした。だが、いつの間にかアリシアは、目の前から消え、気付けばその男の後ろに回っていた。

　どうやってそこまで行ったのか一いつ瞬しゆんすぎて僕には分からなかった。残りの二人が戸惑ったようにアリシアを見ている。まだ何が起こったか理解していないようだ。

「貴方は最後に殺してあげる」

　アリシアは口角を上げて後ろからそいつの耳元で囁ささやいた。その笑え顔がおに僕は全身が震ふるえた。男が振ふり向むく前にアリシアは軽かろやかに後ろ回まわし蹴げりをした。それは見事にそいつの頭にヒットした。噓だろ、回し蹴りって当たるものなんだ。後ろで腕うでを結ばれているのに凄いバランス力だ。

「ジル、この縄なわ外せる？」

　アリシアはそう言って僕の方に向かって来た。僕はなんとか体を起こし、アリシアの縄をほどこうとした。……堅かたい。けど、なんとかこれを外さないと僕じゃなくてアリシアが死ぬんだ。それを考えると急に恐きよう怖ふが襲おそいかかってきた。

　アリシアだけは絶対にこんな所で死んだらいけないんだ。僕は出せるだけの力を振ふり絞しぼり、なんとか少しだけ縄を緩ゆるめた。

「調子に乗るなよ！　このガキが！」

　叫さけびながら一番ガタイのいい男が剣けんを持ってアリシアの背後から斬きりかかろうとした。

「アリシア!!　危ない!!」

　僕がそう言ったのと同時にアリシアは振ふり返かえりざま、口から何かを飛ばした。男が目を押おさえながら呻うめいている。目から血が……。まるで血の涙なみだみたいだ。男はふらつきながら押さえていた手から何かを、床ゆかに捨てた。

　……歯？　床に転がっているのは真っ赤に染まった歯だった。アリシア、歯が折れていたの？

「てめぇ……」

　男は両手で持っている剣を力を込こめて握にぎり、アリシアを睨みつける。凄い筋肉だ。アリシアの腕の三倍ぐらいある。あいつに殴られた時が一番痛かった。そういえば、もう一人はどこに行ったんだ？

「……っ」

　アリシアは少し顔をしかめながら無理やり縄をほどいた。縛しばられた痕あとがくっきりと残っている。

　アリシアが不気味に口くちの端はを上げた。その表情に触しよく発はつされたのか、筋肉男が真正面からアリシアに向かって行く。僕はアリシアの行動を、目を凝こらして見た。さっきと同じようにアリシアは一瞬でその場から消えて、あっという間に筋肉男の後ろに回り、男の持っていた剣で相手をぶちのめしていた。

　……自分の体形を利用したんだ。もともと小こ柄がらだけど、さらにその体勢を低くして相手の死角に入り、男の腰に差さっていたもう一本の剣を抜ぬき取とって後ろに回ったんだ。

　スピードと技術はアリシアの方が格段に上回っていた。まさかここまでとは思わなかった。いかなる状じよう況きようでも臨機応変に適切な判断を冷静に行えて、さらに並外れた身体能力に類たぐい稀まれな美び貌ぼうを持ち、魔ま法ほうまで使える……彼女はきっと伝説になる。僕はそう確信した。こんな状況なのに口元が緩んでしまう。僕は凄い人の助手だったんだな。

　アリシアの後ろに人ひと影かげが見えた。いないと思っていた一人が帰ってきたんだ。大きな斧おのを頭の上で持ち上げている。アリシアは軽快にバク転したのと同時にさっき筋肉男から奪うばった剣を、斧を持った男の心臓に刺さした。思わず見惚れるぐらい美しい動きだった。

「うぐっ……」

　刺されたはずの男は胸を片手で押さえながら倒たおれ込こんだ。……刺したわけではないのか？

　どうやら、剣を握っている拳こぶしを彼かれの胸に入れて失神させたようだ。なんて器用なんだ……。アリシアは、いくら怒いかりに任せて動いても、一線を越こえまいとしているのだろう。

　僕は体の痛みを忘れてアリシアだけを見ていた。アリシアは失神した男から斧を奪うばい取とった。

「うおおおおお！」

　筋肉男がアリシアに向かって直進する。

　アリシアは怯おびえることなく、自分に向かってくる剣をじっと見み据すえて、真っすぐ斧を振り下ろした。筋肉男の剣はアリシアの持つ斧の威い力りよくに負けて割れた。まさか剣を折ってしまうなんて……。僕は、アリシアの剣を振り下ろす速さと腕わん力りよくに驚おどろいた。あんなに細い腕なのに……。魔法なしでもこんなに強いのか。多分、魔法が使えない理由はあの首輪のせいだろう。前に本で読んだことがある、魔ま力りよくを封ふうじ込こめる首輪。

「俺おれの……剣が」

　筋肉男が啞あ然ぜんとしながら自分の手元を見ている。アリシアは斧を地面に落とし、豪ごう快かいに跳んだ。なんて脚きやく力りよくだ。そのまま両手で筋肉男の頭を摑つかみ顔に膝ひざ蹴げりを入れた。アリシアが床に着地したのと同時に筋肉男は顔を押さえながらよろめいた。アリシアは落とした斧を拾い、それを高く持ち上げた。筋肉男はカタカタと恐怖に体を震わせもう後あと退ずさることも出来ないみたいだ。

「え」

　僕は思わず、アリシアが瞬しゆん時じにとった行動に声を出してしまった。そのまま、頭を吹ふっ飛とばすと思ったが、寸前で動きを止めたのだ。アリシアが筋肉男に向ける瞳には殺さつ意いしかない。

　それなのに、どうして止まったんだ……？

「もう、やめて!!」

　突とつ然ぜん扉とびらの外から悲鳴が聞こえた。この甲かん高だかい声は……。僕はそっと扉の方に目を向けた。

　……キャザー・リズだ。彼女の周りにはいつもの美形集団がいる。無能達の集まりだ。アリシアの動きが止まった理由はこの女が原因か。僕は直感的にそう確信した。

　……止められたんだ。キャザー・リズの魔法で。

　色黒のリーダーと筋肉男はぽかんと口を開けている。状況を全く理解出来ていないみたいだ。

　アリシアの顔がどんどん険しくなっていく。体を必死に動かそうとしているのにびくともせず、声すら出ないようだ。アリシアがキャザー・リズの魔力と必死に戦っているのが分かる。眉み間けんに皺しわを寄せながら苦しそうな表情を浮うかべる。

　……キャザー・リズは聖女だ。誰だれも彼女の魔力には敵かなわない。僕は扉の外を見ると、最大限の声で叫んだ。

「キャザー・リズ！　やめろ！」

　僕が叫んだことでリーダーの男が我に返ったようだ。

「ガハハハッ、動けねえのかよ」

　そう言って薄うす汚よごれた歯を見せながら豪快に笑うと、リーダーの男が、ポケットから小さな刃は物ものを取り出した。この時、初めてアリシアの表情に焦あせりが見えた。

「アリシア!!」

　僕が叫んだところで何も事態は変わらないけど、叫ばずにはいられなかった。

「おい、お前は下がってろ」

　リーダーの男は筋肉男に嬉うれしそうな表情を浮かべながらそう言った。

　僕は自分が動けないのが心底悔くやしかった。どうにか足を動かそうとしても、全く動かない。そこで僕は自分の足が折れていることに初めて気付いた。なんとか手で這はいつくばりながらアリシアの元へ向かおうとする。すると、上からリーダーの男の大きな足が僕の手を踏ふみつけた。

「っぁあああ」

　男の足が、グリグリと僕の手を押し潰つぶす。

　なんとか顔を上げようとしたが、その前にそいつに思い切り腹を蹴けられた。僕はそのまま軽々と宙を舞まった。

　アリシアは動けないまま僕を心配そうな目で見ている。僕の心配より自分の心配をしろと僕は目で訴うつたえた。

　ゴンッと音を立てて、僕は床に落ちた。全身に激痛が走る。このまま僕は死ぬのかもしれない。

　けど、どんな痛みよりアリシアがこの世からいなくなることの方が僕には耐たえられない。こんなボロボロの体でいいのなら全部あげるから。こんなボロボロでいいのなら、僕の命をあげるから。どうか神様、アリシアを助けてください。もう二度と神様を恨うらんだりしません。理り不ふ尽じんな状況に対しても二度と文もん句くを言いません。

　だから、どうか、アリシアだけは死なせないでください。

　僕は心の底から願った。

「……っ」

　だが無情にも、僕の目の前に鮮あざやかな赤色の液体が数滴てき落ちた。背筋に冷たいものが走り、血の気が引くのが分かる。

　アリシアが刺されていたら僕はこの先どうやって生きていけばいいのだろう。

　鮮せん明めいな赤い血を前にして体が震えた。僕は恐おそる恐おそるアリシアを見上げた。

　……青だ。

　僕の視界に入ってきたのは真っ赤に染まるアリシアではなく深く綺麗な青色の髪かみだった。小麦色の肌はだに透すき通とおった蒼あおい瞳。その瞳は殺気に満ちていた。

「……デューク」

　僕は誰にも聞こえないような声でそう呟いた。デュークの左手には男のナイフが刺さっている。というより貫かん通つうしている。目の前に落ちている血はデュークのものだったのか。

　アリシアは目を見開いてデュークを見た。……転送魔法か。今まで一体何をしていたんだ。好きな女がもうすぐ死ぬって時まで現れないなんて。そんな王子は物語の中だけでいい。僕はデュークを睨みながらそんなことを考えた。

　……え？　体の痛みがだんだん薄うすれていく。突然僕の体は煌めいた黒いものに覆おおわれた。治ち癒ゆ魔法？　僕はちらりと後ろに目をやった。

「遅おくれて本当にすまなかった」

　深い紫むらさき色いろの瞳のヘンリが僕を心配そうに見ている。

「あ、あんたは……」

　男の震える声が聞こえた。僕はアリシアとデュークの方に目をやった。リーダーの男は体をがくがく震わせながら後退る。デュークは右手で左の腰こしに差さっている剣を抜ぬき、リーダーの方へ向けた。男を見るその目は凍こごえるほど冷たい。

　デュークは男の腹に力いっぱい拳を入れた。男は一瞬で気絶し、その場に倒たおれた。

「それ、私がやりたかったのに」

　アリシアの第一声はそれだった。この状況下でそんなことを言えるなんて、メンタル強すぎないか……？

　アリシアは残念そうな表情を浮かべながら、斧を下ろした。どうやらもう動けるようになったみたいだ。

「あ、でも、あと一人残っているわ」

　アリシアは口角を高く上げながらそう言った。その表情を見た筋肉男の顔が強張るのが分かる。

「命だけは勘かん弁べんしてくれ」

「私が簡単に貴方を許すと思う？」

「頼たのむ！」

「黙だまれ」

　デュークがそう言って、横からその男を殴り、気絶させた。アリシアは一瞬固まってから、急に不ふ機き嫌げんになった。自分の獲え物ものを横取りされて怒おこっているみたいだ。

　そんなアリシアとは逆に、デュークがアリシアの姿を眉間に皺を寄せながら見ている。そして、ゆっくりと蒼く煌めいたものがアリシアを包み始めた。

　……綺麗だな、魔法って。デュークがアリシアを治癒するのと同時にこの小屋の周りに壁かべを張った。アリシアは、よくこれを壁って言ってるけど、どちらかというとこれって結界だよね……？

「どうして……壁？」

　アリシアが怪け訝げんそうに呟いた。僕が思っていたことを代弁してくれたようだ。

「外から邪じや魔まが入らないようにな」

　デュークが酷ひどく冷たい声でそう言った。邪魔って……彼らは仲間じゃないのか？　僕は体を半分だけ起こそうとしたがうまく力が入らない。ヘンリがすぐそれに気付いて、僕を支える形で体を起こし、状況を説明してくれた。

「ジルとアリシアが昼休みから突然姿を消して、俺達は暫しばらく全員で学園内を探し回ったんだよ」

「よくここが分かったね」

　僕の言葉にヘンリは苦く笑しようした。

「デュークがあっという間にこの三人の雇やとい主ぬしを捕つかまえて聞き出したんだよ」

「「え？」」

　僕とアリシアの言葉が重なった。まさか、雇い主を探しているとは思わなかった。

「ねぇ、その雇い主はまだ生きているわよね？」

　アリシアは真しん剣けんな口調でそう言った。……そんなに雇い主を殺したいのか。アリシアは片かた眉まゆを上げて探さぐるようにしてヘンリを見る。ヘンリの顔が少し引きつったのが分かった。

「俺が見たのは、半殺しにされた雇い主だった」

　僕はブルッと全身が震えた。アリシアも目を瞠みはっている。

「情報も全部聞き出した後だった」

　デュークがやったのか。……そうか、デュークは物語に出てくる王子なんかじゃない。

「雇い主は貴族だから、まるまる家を潰つぶすにはデュークでも時間がかかったってことか」

　僕が状況を察してそう言うと、デュークとヘンリが大きく目をしばたたかせた。

「その間に、他の奴らをここに向かわせたけど、無能ばかり。おまけにアリシアを殺そうとした」

　僕は小屋の外にいる奴らを馬鹿にするような口調でそう言った。

「多分、違ちがうわ。彼らをここに向かわせたのは国王陛下よ。そうよね？　ヘンリお兄様」

　アリシアは何かを悟さとったようにそう言った。どこか嬉しそうだ。ヘンリは険しい表情を浮かべながら頷うなずいた。

「どういうこと？」

「私はあくまで捨て駒ごまよ。この誘ゆう拐かいは国王陛下にとっては絶好の機会よ。リズさんの力量を測るために私達の誘拐を利用するなんて、やってくれますわね」

　僕はアリシアの言葉に耳を疑った。国王がまさかそんなことをするのか？

「世界を救うのは私じゃないのよ、ジル。聖女なの。私がいくら賢くたって意味がないのよ」

　アリシアは満足げな表情をしている。……きっと、これぞ悪女だわって心の中で思っているんだろう。

　アリシアは小さく息を吸ってデュークの方に目を向けた。

「……誰が雇い主だったのですか？」

「ジョンソン家のニールだ」

　デュークはあっさりと答えた。……誰？　貴族なんだろうけど誰だか分からない。

「ニール？」

　アリシアも知らないんだ。僕は内心ホッとした。無知だということを僕は恥はずかしいと思っている。

「土の魔法を扱あつかう家だよ」

　ヘンリが代わりに答えた。それでもアリシアは分かっていない様子だ。

「お茶会の時に……アリに『お前』って言っていた奴だよ」

　それでようやく合が点てんがいった。あのキャザー・リズの信者のうちの一人か。

「私がリズさんにとって目め障ざわりな存在だから消そうとしたってことね？」

　アリシアが嬉しそうに明るい口調でそう言った。私は誰かに消されそうになるレベルの悪女になっているんだわって顔に書いてある。あんな危険な目に遭あったのにそんな考えになるアリシアは……馬鹿だと思う。まぁ、ニールって奴もキャザー・リズへの愛で簡単に人を殺そうとするような奴だ。相当馬鹿なのだろう。

「アリ、喜ぶことじゃない」

　そう言ってヘンリは小さくため息をついた。僕はもっと裏に陰いん謀ぼうでもあるのかと思ったのに……。ふとそこで、デュークと目が合った。

「僕はジル。来るのが遅おそかったけど、アリシアを助けてくれて有難う」

　無意識のうちに言葉が漏もれていた。瞳だけで彼が聡さとい人なのだと分かる。生まれて初めて僕は自分から名前を言った。三人とも驚いた表情で僕を見ている。

「俺はデューク。悪かった、ジル。次はこんなヘマはしない」

　そう言ってデュークは軽く笑った。男の僕でも見惚れてしまうぐらい綺麗な顔をしている。

「ジルは頭の回転が速いんだな」

「私の助手ですよ？」

　デュークの言葉にアリシアが誇ほこらしげにそう言った。僕は胸が熱くなった。アリシアが僕のことを自じ慢まんしている。それがこんなにも嬉しいなんて……。

　心が物もの凄すごく温かくなって涙が込こみ上あげてきそうになるのを必死にこらえた。数年前は貴族なんて全員いなくなればいいと思っていた。けど、今は生きていてほしいと思う。アリシア、ヘンリ、それにデュークにも。──だからこそ。

「やっぱり変だよ」

　僕は思っていたことをそのまま口に出してしまった。三人の視線が僕に集まる。

「あの聖女には、そもそもこの国を平和にすることすら出来ないと思うよ。キャザー・リズもキャザー・リズの取り巻きも、全員本当に馬鹿だから」

　僕は冷たく言い放った。僕はアリシアを殺そうとしたキャザー・リズ達に相当腹を立てていた。

「さりげなく私のお兄様達も貶けなしているわよね？」

「まあね」

　僕がそう言うとアリシアの表情が緩んだ。

「そろそろ小屋から出た方がいいのでは？」

　アリシアは外を見ながらそう言った。キャザー・リズの顔は見たくないが、男達が倒れている小屋にいつまでもいるわけにはいかない。

「そうだな」

　デュークはそう言って指を軽く鳴らして壁をなくした。さっき気付いたけど、指を鳴らす魔法と鳴らさなくていい魔法があるみたいだ。アリシアはいつも鳴らしていたからそういうものだと思っていたけど、治癒魔法の時は鳴らしていなかったし……。僕は魔法が使えない人間だからその辺はよく分からない。

「じゃあ、行きますか」

「え、何!?」

　ヘンリとアリシアの声が重なった。気付けばアリシアがデュークの肩かたに担かつぎ上げられている。今にも暴れそうな彼女を連れて行くにはあの運び方が一番だな……。

「下ろしてください」

「怪け我が人にんだろ」

「自分で歩けますわ」

「暴れるな。落ちるぞ」

　アリシアは顔を真っ赤にして抵てい抗こうしている。耳まで真っ赤だ。アリシアの照れている表情を初めて見た。今日はアリシアの色々な表情を見る日だな。デュークはどこか嬉しそうだ。だけど、本気でアリシアのことを心配しているのがデュークの態度から伝わった。

「ジルも暴れるなよ」

　そう言ってヘンリが僕のことも持ち上げた。

「は？　僕は自分で歩ける」

「足が折れていた人に言われても」

　そう言ってヘンリは意地悪そうに笑った。ヘンリは鍛きたえているから僕が抵抗してもどうにか出来るような状況じゃない。というか、僕の足はいつの間にか完治していた。

「足は治って」

「いるけど安静にしておきましょう」

　僕が最後まで言う前にヘンリがからかった調子でそう言った。けど、ヘンリの表情からも僕を心配してくれているのが分かる。僕はそのまま黙ってヘンリに従うことにした。心配されるのは……悪い気はしない。そして僕達はようやく小屋を出た。
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　本当に恥はずかしいわ。この体勢。それよりデューク様の手の方は大だい丈じよう夫ぶなのかしら。

「デューク様……」

　小屋から出ると、リズさんの声が聞こえた。残念なことに担かつぎ上げられたままではリズさんが今どんな表情をしているのか分からないわ。

「デューク様、私、下りたいのですが」

「だめだ」

「リズさんとお話ししたいのです」

　私がそう言うと、不ふ服ふくそうな顔をしながらデューク様は私を丁てい寧ねいに下ろしてくれた。と同時に自分の上着を私に掛かけてくれる。

「僕ぼくも下りるよ。今だけだから」

　ジルもそう言ってヘンリお兄様の腕うでからするりと地面に下りた。ヘンリお兄様も上着を脱ぬいですぐにジルに渡わたした。ジルの服はかなり悲ひ惨さんな状態だった。それを見るとどんどん腹が立って、腸はらわたが煮にえくり返かえってくる。

「リズさん、どうしてあそこで私を止めたの？」

　リズさんは怯おびえた表情で私を見ている。

「……人を殺そうとするなんて」

　暫しばらく沈ちん黙もくがあった後、リズさんの口から出た言葉はそれだった。人を殺す？

「私を殺そうとした人達よ」

　私は軽けい蔑べつと悪意に満ちた目でリズさんを見た。私はともかく、ジルをあんな目に遭あわせた奴やつらよ。

「それでも……殺すのは良くないわ！」
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　リズさんが非ひ難なんするような目で私を見る。まぁ、デューク様に邪じや魔まされて殺せなかったけどね。彼かの女じよは本当に聖女って役割を全うしているってわけね。

「もし彼かれらが死んでいなかったら、今度はリズさんが殺されたかもね」

　私は口角を上げながらそう言った。

「おい！」

　エリック様が私の言葉に真っ先に反応する。彼らと話をするのって物もの凄すごく疲つかれるのよね。

「反論がおありになって？　エリック様」

　私はエリック様を睨にらんだ。

「リズの言っていることは間ま違ちがっていないだろう。誰だれであれ命を奪うばうのはだめだ」

「国を守るために戦う騎き士しでもですか？」

「争い自体が良くない」

　エリック様は私の目を真っすぐ見ながらそう言った。話にならないわ。聖女ってもしかして国を滅ほろぼすためにいるんじゃないかしら。一体皆みなに何を吹ふき込こんでいるのかしら。

「私、自分の身を自分で守れない人間は嫌きらいですわ」

　私はリズさんの方を向きながら吐はき捨すてるように言った。アルバートお兄様とアランお兄様の目が怒いかりに満ちている。

　それでも私は毒を吐はき続けるわよ。だって私は悪女ですもの。

「確かにリズさんの周りにはたくさんのナイトがいますものね。いつでもその身を守ってもらえますわ」

「アリ、やめろ」

　アルバートお兄様が私を睨みながらそう言った。あんなに優やさしかったアルバートお兄様もリズさんの前ではこんな目を向けるのね。

「アルバートお兄様は人を殺すのに反対なんですよね？」

「勿もち論ろんだ」

「自分が殺されかけても？　家族が殺されかけても？」

「……ああ。人を殺すのは反対だ」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったようだが、アルバートお兄様は強い口調で答えた。

「では、今すぐその腰こしに差している剣けんを捨ててください」

　私は満面の笑えみでそう言った。アルバートお兄様は何を言われたかわからない顔で私を見る。

「人を殺したくないっておっしゃるのなら、どうしてそんなものを身につけているのですか？」

「そんなもの？」

　アルバートお兄様は怪け訝げんな表情を浮うかべた。騎士道を愛するアルバートお兄様にとって、剣を侮ぶ辱じよくされるのは最も嫌いやなこと。

「その剣はなんのためにあるのですか？」

「大切な人を守るためだ」

「ですが、その大切な人が目の前で殺されても、アルバートお兄様はその剣で人を殺さないとおっしゃるのですよね？」

「憎にくしみは憎しみしか生まないわ」

　アルバートお兄様が答える前にリズさんが口を挟はさんだ。リズさんが口を挟むとややこしくなるわ。憎しみは憎しみしか生まず、憎しみの連れん鎖さが続くだけって王道パターンのやつでしょう。それでもやっぱり殴られたら痛いし、相手に同じ苦痛は味わわせるべきじゃない？

「許すことも必要よ」

　私は一瞬リズさんの言葉を理解することが出来なかった。ボロボロのジルの姿を見てもそんなことが言えるなんて逆に凄すごいわ。やっぱり、私はリズさんを好きになれない。

「家族が殺されても何も言わない、何もしないってことですの？」

「……それでも、人の命は奪えないわ。それがどんな理由であろうとも」

「綺き麗れい事ごとですわ」

「あんたはアリシアを殺そうとしたけどね」

　急にジルが口を開いた。いつもなら黙ったままなのに……。私はジルの方へ目を向けた。ジルは恐おそろしいほど冷たい目でリズさんを睨んでいる。

「殺そうとしたのはアリシアの方だろう？」

　ゲイル様がジルを蔑さげすむような目で見ながらそう言った。確かにそうだけど、先に殺そうとしていたのは彼らで、デューク様が助けに来なかったら私は殺されていた。

「なんにも見えてないんだね」

　ジルはため息混じりにそう言った。

「彼はあの瞬しゆん間かん、何も武器を持っていなかったわ。無む抵てい抗こうだった。だけどアリシアちゃんは斧おので彼をなんの躊躇ためらいもなく殺そうとしてたでしょ」

　リズさんは強い目で私達を見る。あら、そんな返しで来るの？　体格の差とか考こう慮りよしてほしいわ。ここはやっぱり彼女の監かん視し役やくとして、言ってあげた方がいいわよね。

「彼らは私達を殺そうとしていたし、私が斧で殺そうとした人も刃は物ものを持っていましたわ。それに今回の件は、そもそも貴女あなたのファンが仕組んだことよ」

　私の言葉にリズさんは目を大きく見開く。何度見ても綺き麗れいよね、エメラルドグリーンの瞳ひとみ。

「それは……そいつが悪いのであって、リズは悪くないだろう」

　エリック様が声を荒あららげる。私は彼らにも殺意があったということを伝えたかったのだけど。聞く耳を持たぬ相手に言っても無意味よね。

「確かにリズさんの言う通り、憎しみは憎しみで返さず、その憎しみのパワーを糧かてに前に進む方が賢けん明めいなのかもしれませんわ」

　私は背筋を伸のばして真っすぐリズさんを見る。私は誰よりも堂々としていなければならない。私の言葉をリズさんに理解してもらうために。

「ですが、現実を見てください。綺麗事で何な故ぜ私も、ジル……、あの少年もここまでボロボロにされなければいけないのですか？」

　私は嘲あざ笑わらうように口くちの端はを上げた。

「リズだって入学当初は虐いじめられていたが、仕返しなんてしていない」

　エリック様がすかさず低い声でそう言った。

「リズの真心が皆の心を変えたんだ」

　彼はリズ教にでも入っているのかしら。エリック様が何かに没ぼつ頭とうすると無む我が夢む中ちゆうになるような熱血男だってことは分かっていたのだけど。まさかここまでリズさんに溺れているとは思わなかったわ。

「リズさんのいる環境がたまたま良かっただけですわ」

「何が言いたいんだ？」

「例えば、虐めを受けても誰も助けてくれないような環境なら？」

「アリシアちゃんの言っていることがよく分からないわ」

　リズさんは怪け訝げんな表情で私を見る。世の中は性せい善ぜん説せつだけで片付けられるわけじゃないってことをまだ理解してくれないのかしら。

「憎しみには妬ねたみ嫉そねみも含ふくまれていますわ。なんの罪もないロアナ村の子どもが私達を見たらどう思うか想像も出来ないでしょう？」

　私は小こ馬ば鹿かにするようにそう言った。出来ればジルの前でロアナ村を例としては出したくなかった。だけど、僕は大丈夫だとジルは目で私に伝えてくれた。

「アリは一番恵めぐまれた境きよう遇ぐうにいるのにどうしてそんなことが言えるんだ？　憎しみは憎しみで返しても意味がないとどうして気付かない。ロアナ村の人にだって憎しみは憎しみで返せないということを教えてやればいいんだ。そんな簡単なことがどうして分からない」

　アランお兄様が初めて口を開いた。彼の目は不満を通とおり越こして私に対する敵意に満ちている。それが簡単に出来ればこの国はもっといい国になっているわよ。ああ、もう！　この乙おと女めゲームを作った運営に腹が立ってきたわ。どうしてもっと皆を賢かしこい人にしなかったのかしら。ただ男に囲まれてヒロインはハーレム状態を楽しんでいるだなんて、矛む盾じゆんしか生まれないじゃない。

「はい、そこまで！　とりあえず、アリちゃん達は返り血が凄いから綺麗にしようか。女の子なんだし」

　カーティス様がこの険悪な空気を壊こわすように明るい声でそう言った。

　……カーティス様の考えていることもよく分からないのよね。チャラくて、人が良いいのだけど、心の中が全く読めない……前にヘンリお兄様が言ったみたいに、本当は腹はら黒ぐろかったりするのかしら。パチンッとカーティス様は微笑ほほえんで指を鳴らした。明るい緑色の煌きらめいたものが全身を覆おおう。私達が浴びた返り血は綺麗になくなった。

「アリシアの歯は治らないの？」

　ジルが眉まゆを八の字にして私の方を見つめる。あら、ジルに心配してもらえるなんて嬉うれしいわ。ジルの方が大変な目に遭っているのに。

「なくなったものはもう生えてこないわ……、っ!?」

　そう言ったのと同時に私は宙ちゆうに浮かんだ。デューク様がまた私を軽々と持ち上げた。デューク様の匂においが私を包む。……ずるいですわ。私、今、絶対に酷ひどい臭においなのに。

「ちょっと、放してください」

　デューク様は私の言葉を完全に無視する。リズさん達は啞あ然ぜんとして私達を見ていた。そういえばリズさんって……デューク様のことが好きなのよね？

「早く帰って安静にしろ」

　デューク様が真しん剣けんな口調でそう言った。ジルの方もヘンリお兄様に持ち上げられている。ジルは大人しく受け入れているようだ。

「私は嫌ですわ。歩けます」

「馬車までじっとしてろ」

　私の願いは一瞬で消された。ジルもヘンリお兄様も私達のやり取りをニヤニヤしながら見ている。変な誤解を生むからやめてほしいわ。

「アリシアがしたいように自由に行動すればいい。けど、自分の命を危険に晒さらすのだけはやめろ」

　デューク様のその声は今までに聞いたことがないくらい真剣な口調だった。どんな顔で言ったのかは分からなかったけど、物凄く私のことを思ってくれているのだけは分かる。

　……デューク様って、もしかして、私のことを結構……いえ、大分好きなのかしら。そう思うとだんだん自分の体温が上がっていくのが分かった。ああ、心臓の音がうるさいわ。デューク様に聞こえてしまうじゃない。

　私はなんとか冷静になって心を落ち着ける。それでもまだ聞こえる。……あら？　これは、私の心臓の音じゃなくて、デューク様の？

「デュークって寛かん容ようなんだね」

「いや、独どく占せん欲よくはかなり強いと思うぞ。それを見せないだけで」

「でもアリシアのことは随ずい分ぶん甘あまやかしてるよね」

「デュークは基本感情を表に出さないからな。まぁ、アリの前でだけは色んな顔するけど」

　ジルとヘンリお兄様が何か話していたけど、真っ赤な顔を誤ご魔ま化かすのに精せいいっぱいな私は聞き取ることが出来なかった。
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　ふかふかのベッド、柔やわらかい枕まくら、温かい人ひと肌はだ。……温かい人肌!?

　私は驚おどろきのあまり目を覚ました。眠ねむ気けが一瞬で吹ふっ飛とんだ。
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　長い睫まつ毛げ、整った鼻、少し薄うすい唇くちびる、なんて綺麗な寝ね顔がお。……待って、どうしてデューク様が私の隣となりで寝ねているのかしら。それにどうして上半身裸はだか？

　……筋肉質で綺麗な体。私もこんな風に筋肉をつけたいのに。

　現実逃避にそんなことを考えながら私は部屋を見み渡わたした。ここって、私の部屋じゃないわよね。こんなに広くないし、こんなにシンプルでもないわ。ということは、デューク様の部屋？　つまり、王宮？

　どうやってここに来たのかしら……馬車に乗ってからの記き憶おくがないのよね。すぐに寝てしまったのよ。とりあえず、今、私に出来ることは一つだけ。

　……ここから逃にげましょ。私は物音を立てないようにベッドからそっと下りた。

「どこに行くんだ？」

　私がベッドから下りたのと同時にデューク様の声が聞こえた。もしかして、さっきから起きていたのかしら。私はゆっくりデューク様の方を振ふり向むいた。

　……ダイヤモンドのネックレス。どうしてデューク様が持っているのかしら。たしか私の首に……あ、魔ま力りよくを封ふうじ込こめる首輪がなくなっている。

「アリシアが頭を吹っ飛ばそうとした男のポケットから出てきた」

　そう言ってデューク様は意地悪そうに笑った。噓うそでしょ。まさか、私、ネックレスを盗とられていたの？　自分の血の気が引いていくのが分かる。やっぱり、逃げた方がいいかしら。私は何事もなかったかのようにデューク様に背を向けて歩き出そうとした。

「こっちに来い」

　そう言ってデューク様が私の腰に腕を回して軽々と私を持ち上げた。これは反則技わざでは？　私はそのままベッドの上でデューク様の前に座すわらされた。どうして向かい合わせなのかしら。今から物凄い説教でも始まるのかしら。弱気になってはだめよ。悪女たるもの、説教ぐらいでめげないわ。

　ふいに、デューク様が優しく私の首に手を回した。

　……え？

　気付けば胸むな元もとにはダイヤモンドのネックレスが戻もどってきていた。前と変わらず美しく輝かがやいている。

「良かった。ずっとつけててくれてたんだな」

　デューク様が私の目を真っすぐ見ながらそう言った。

　……べ、別にもらったからつけてただけですよ？

　蒼あおい瞳が真剣に私を見つめる。自分の体が熱くなるのが分かった。

　こういう時ってどうすればいいのかしら。ヒロインなら間違いなく目を逸そらしていると思うの。でも、目を逸らすのは失礼だと思うし、何よりもヒロインがしそうなことは絶対にしたくないのよね。

　恥ずかしいのをこらえて、私はデューク様の目を下から見上げるように見つめる。すると、デューク様が一瞬だけ照れたようにしてそのまま私の肩かたを抱だき寄せた。

　力強いけれど乱暴な感じは一いつ切さいなく、優しい。お互たがいの鼓こ動どうが部屋に鳴なり響ひびいている。

「アリシア……」

　そのままデューク様の顔が近づいてくる。獲え物ものを捕とらえようとしている野や獣じゆうの瞳だ。

　男性にそんな目で見られたことのない私はどうすればいいの!?　デューク様は私の目をじっと見ながら頰にそっと手をすべらせる。

「ああああの、国王陛下は……」

「……」

　私は思わず話題を変えてしまった。デューク様はがっかりしたように私の体を放してくれたけど、顔は物凄く不ふ機き嫌げんそうだ。

「落ち着け俺の理性」

　デューク様が何かボソッと呟いたけれどよく聞こえない。基本的に自分の発言を後こう悔かいすることはないのだけど、この時だけはさすがの悪女わたしも失敗した気分よ。

「アリシア～」

　扉とびらの外からジルの声が聞こえ、扉がゆっくりと開いた。ジルの頭がひょこっと現れる。

「アリシア？　いる？」

「いるわよ」

　私は助かった、と急いでベッドから下りて扉の方に向かった。ジルの後ろにはヘンリお兄様もいる。あら、全員揃そろったみたい。これで今すぐ帰れるわ！

「デューク、入るぞ」

　ヘンリお兄様はそう言って、ジルを押おしながら部屋に入ってきた。いや、部屋から出ましょうよ。

「またその格好で寝てたのかよ」

　ヘンリお兄様は呆あきれた様子でデューク様にそう言った。

「あ、アリシア、これ」

　そう言って見せてくれたジルの手のひらには、ちょこんと小さな歯があった。私は目を瞠みはった。

「本で読んだんだ。歯には記憶が詰まっているんだって」

　ジルは「何故これを？」という私の表情を読み取ったかのようにそう教えてくれた。確かに、前にそんな話を私も読んだことがあるわ。だから、歯は大切にしないといけないって。

「いる？」

「いらないわね」

　正直にそう言うと、ジルが顔を輝かせた。

「僕がもらってもいい？」

「いいわよ。でも……歯よ？」

　私は怪訝な表情でジルの方を見た。なんの価値もない歯を欲しがるなんて。

「いいんだ」

　ジルはそう言って顔を綻ほころばせた。……おかしな子ね。

「ねぇ、あの廊ろう下かに飾かざられてた大きな絵って誰と誰？」

　ジルはデューク様に向かってそう尋たずねた。大きな絵？　デューク様もきょとんとしている。もしかして、前に私が迷子になった時に見てた絵のことかしら。

「俺おれの父親と伯お父じの絵か？」

　え？　あの絵の人って国王様の兄弟きようだいだったの!?

　随分歳としが離はなれているように見えたから、お兄様かしら？　けど、そうなると、変ね。普ふ通つう、第一王子が王位継けい承しよう権けんを持つはずよね。……どうしてデューク様のお父様が国王陛下になれたの？

「死んだの？」

　ジルがなんの遠えん慮りよもなくデューク様にそう聞いた。有難ありがとう、ジル。私もそれを聞きたかったのよ。

「さあな」

　デューク様が誤魔化すように笑った。……これは絶対何か知っているはずだわ。けど、聞いたところで教えてくれる雰ふん囲い気きではないわね。何を隠かくしているのかしら。

「もう一つ聞きたいんだけど……」

　ジルは眉をひそめながらデューク様を見る。

「なんだ？」

「聖女って本で読んだ限り、伝説の人だよね？」

「ああ、伝説だな」

　デューク様は迷うことなくそう言った。待って、聖女って伝説の人だったの？　ということは、ヒロインは絶対に歴史に残るじゃない！

　どうして、聖女と同じ時代に生まれてしまったのかしら。私がどんなに凄い悪女になっても聖女の陰かげに隠れてしまうわ。悪女として脚きやつ光こうを浴びることが出来ないじゃない……。

「アリシア？　難しい顔してどうしたの？」

　ジルが私の顔を覗のぞき込こんだ。この場で今の私の思いを言いたいけど、デューク様は私が悪女になりたいことを知らないもの。

「なんでもないわ」

　私は笑って誤魔化した。

　ああ！　最悪だわ。今いま頃ごろになってそんなことに気付くなんて……。

　私が心の中で酷く落らく胆たんしている隣でジルが小さく呟つぶやいた。

「聖女が現れたなら、次の国王陛下の結けつ婚こん相手になる……」
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　私は自分の家に帰ってきてから図書室に籠もり、ひたすら魔ま法ほうの練習を始めた。けど、レベル80から全然上がらなくなったのよね。これってスランプかしら……。

「不調だね」

　ジルは私の魔法練習に付き合ってくれている。まぁ、彼はずっと隣で本を読んでいるだけだけど。

「どうしてうまくいかないのかしら。全然だめだわ」

「その歳でレベル80ってだけでも十分凄いと思うよ」

「聖女のいた時代の悪女として有名になるにはまだまだだわ」

　私は力強くそう言った。ジルは呆れたように私を見てため息をついた。

「なんでもいいけど、じっちゃんも言ってた通り、いきなりレベル１００を習得しようなんて考えないでよ」

「分かっているわよ」

　私はウィルおじいさんの言葉を思い出した。二度と魔法が使えなくなるのよね……。一つずつ順番にレベルアップしないとね。

　そう思いながら魔法の練習を再開させようとすると、ジルが王宮で言った言葉が脳のう裏りをよぎった。

「ねぇ、ジル」

「何？」

「聖女って国王陛下と結婚するものなの？」

「そう本に書いてあったんだ」

　ジルは近くに積んであった本の中から一番分厚い本を取り出し、ページを捲めくった。私はジルの指差した文章を読んだ。

『聖女は国王と結ばれ、国に平和をもたらすための象徴となる』

　あら、本当だわ。聖女の存在理由を断定されてしまっているわ。やっぱりヒロインとデューク様は結ばれる運命だったのね。

「自分で自分の運命を変えられないってなんだか可哀想かわいそうね」

　聖女と国王の反りが合わなかったら大変だわ。実際のところ、リズさんとデューク様は気が合っていなさそうだし。

「運命を変えたよ、デュークは」

　そう言ってジルは目を光らせて笑った。

「デューク様が自分で運命を変えた!?　ジル、一体何を根こん拠きよに？」

「アリシアってさ、頭良いわりにたまにポンコツだよね。アリシアはデュークの部屋で寝ていただろ？」

「ええ。確かに驚いたけど、別に悪いことはしてないわ」

「自分が五大貴族の令れい嬢じようの一人だって自覚してるの？」

「ええ、でも大丈夫なんじゃないかしら。デューク様よ？　妹の世話をしたぐらいにしか思っていないわ」

　ジルが目を大きく見開いて私を見る。それ以上目を開けたら目が飛び出るわよ。

「アリシアって結構鈍どん感かんなんだね」

　ジルは小さくそう呟いた。

　……鈍感？　私が一番言われたくない言葉よ。最悪だわ。まさかジルにそれを言われるなんて。

「聞き捨てならないわね。デューク様が私に好意を持っていることぐらい気付いているわよ。けど、聖女と結婚するならそれとこれは別じゃない」

　私はジルを睨みながらいつもより低い声でそう言った。年下相手に何をそんなに怒おこっているんだって非難を浴びそうだけど、悪女は短気なのよ。それに鈍感って言葉が似合うのはヒロインだけよ。

「そんなに怒らないでよ。ただ、僕はデュークが確かく信しん犯はんだってことを言いたかったの」

　ジルは臆おくすることなく私にそう言った。

　……それって、デューク様は聖女と国王が結婚しなければいけないことを知っていて私を部屋に入れたってこと？　噓でしょ……。つまり、彼の方が一枚上手だったの？

「僕が言いたいこと、分かってくれた？」

　ジルが啞然としている私を覗き込む。これは一大事だわ。もし私とデューク様が婚こん約やくしたら、リズさんは私の言うことを聞いてくれなくなるじゃない。だってリズさんはデューク様を好きなのよ？　リズさんは私と対立することをやめて、私を無視するかもしれないわ！　対等に戦えないじゃない。そんなの困るわ。私の悪女は聖女がいるからこそ引き立つのよ。つまり、私の悪女になる夢が儚はかなく散るってことよね？

　……冗じよう談だんじゃないわ。私は絶対に立派な悪女になってみせるんだから。それに、勢いでデューク様が私に好意を持っているなんてジルに言ってしまったけど、本心ではありえないと思っている。私はヒロインを虐いじめる悪役令嬢なのよ？　そもそも私、デューク様に好きって言われたわけでもないし。

　だからまだ大丈夫……よね？




「ねぇ、いつまでここにいるの？」

　ジルは本を開きながらだるそうに私にそう言った。

「レベル85を習得するまでここにいるわ」

　私の返答にジルがギョッとする。

「……アリシアが頑がん張ばっているのは分かるけど、むきになっても意味ないよ」

　ジルは穏おだやかな口調でそう言った。言い方が私よりも年上みたいだわ。

「じっちゃんの所には次いつ行くの？」

　そうだわ、ウィルおじいさんの所にも行かないといけないんだったわ。私は窓の方に目を向けた。……もう真っ暗だわ。気付けば月明かりが図書室を照らしている。いつ現れたのかしら、あの月。まだ上じよう弦げんの月ってところかしら。私、一体何時間魔法の練習をしていたの？

「ジル、太陽がなくなっているわ」

「アリシア、何言ってるの？　夜なんだから当たり前でしょ」

　ジルは怪訝な表情を浮かべて私を見た。私、こんなにも練習していたのに、全く進歩していないのね。早くライオンになりたかったわ。レベル82の動物変身魔法。

「明日は学園に行くよね？」

「ええ、行くわ」

　逆に行かない理由がないもの。

「ならお肌のためにも早く寝た方が良いと思うけど」

　なんだか、ジルって私の保護者みたいだわ。……悪女がそんなに面めん倒どうみてもらっていてどうするのよ！　しっかり自立した女性にならないといけないのに。

「分かった、大人しく今日はもう寝るわ」

　私はジルに軽く笑ってそう言った。ジルも満足げに頷うなずく。その日はこうして、なんの進歩もなく私達は部屋に戻った……はずだった。




「アリシア？　起きているか？」

　お父様の声が聞こえるわ。夢か現実か、どっちかしら。

「アリ？　ちょっといいか？」

　もう一度声が聞こえた。私は寝ぼけたまま起き上がり、扉を開けた。

　お父様が安心した表情を浮かべる。

「お父様、どうしたのですか？」

「どうしたじゃないだろ。娘むすめが攫さらわれて怪け我がまで負ったって聞いたんだぞ」

　お父様が少し声を荒らげた。ああ、そうだったわ。私、攫われたんだったわ。お父様の目には明らかに怒りがあった。……私、そんなに心配されていたのね。

「お前が無事で良かったよ」

　お父様の声が少し震ふるえているのが分かる。背中をポンポンとあやす手がとても大きくて温かい。父親の手って安心するのね。でも、それと同じぐらいウィルおじいさんの手も安心するのよね。お父様はゆっくり私から離れた。そして肩に手を置いて私の目を真っすぐ見ると、ゆっくり口を開いた。

「アリシア、キャザー・リズの監視役をやめるんだ」

　……やめる？

「これ以上危険な目に遭ってほしくない。またこんなことが起こったらどうする？」

　お父様の目を見れば心の底から私を心配してくれているのが分かる。けど、心配無用よ。私は日々鍛きたえているもの。

「自分の身は自分で守れますわ」

　私はきっぱりとそう言った。

「お前は、まだ十三歳の女の子だ」

　お父様は低く威い厳げんのある声でそう言った。あら、ようやくそこ、気付いてくれましたか。

「全部、私のせいだ。アリは特別な才能があったから、つい色々頼たのんでしまった」

　お父様はそう言って眉み間けんに皺しわを寄せながら苦しそうな表情を浮かべる。

「気にしないでください、お父様。私なら平気ですわ。頼まれたからにはやり通しますわ」

「それでもだめだ。こちらから頼んでおいて急にやめろなんて理り不ふ尽じんなのも分かっている。……だが、アリ、私はお前にこれ以上傷ついてほしくない」

　お父様が真剣な表情で私を見る。けど、こんなところで私は引き下がるつもりはありませんわ。

「私はやめません！　私は自分でこの道を選び、やり通すと決めたのですわ。その決意は、誰にも変えることは出来ません」

　私は声を張り上げた。空気が引ひき締しまるのを肌はだで感じる。

　悪女は決して考えを曲げないのですわ。もし私がヒロインなら聞き分け良くすぐに諦あきらめていたかもしれないけど……。

「アリには幸せになってもらいたいんだ」

　お父様が落ち着いた声でそう言った。少しだけ、私の心が揺ゆれてしまった。ここまで私のことを思ってくれているお父様に対して、こんなに頑かたくなな態度をとっていていいのかしら。……けど、私には立派な悪女になるっていう夢があるのよ。それは誰にも邪魔させないわ。これだけはお父様が何を言っても絶対に譲ゆずれない。

「お父様、私は……やめませんわ」

　私は静かにそう言った。お父様は私の目をじっと見ると……やがて、しぶしぶと小さくため息をついた。

「では、条件をつける」

　それは今までに聞いたことがないくらい貫かん禄ろくのある声だった。私は自然に背筋が伸びた。

「いいですわ。ですが、その条件をクリアすれば必ず私にリズさんの監視役を続けさせると約束してください」

「分かった。約束しよう」

　お父様の言動全てが強い威厳に満ちていく。

「アリ、お前は今から十五歳になるまでキャザー・リズに会ってはいけない。……家族にも会ってはいけない。暮らす場所はこの屋や敷しきの離れにある小屋だ」

　お父様の目がギラッと光った。

「それから、アリが十五歳になるまでに、レベル90の魔法を習得することが条件だ」

　なんですって？　レベル90？　普通十五歳でレベル20を習得して魔法学園に入学するのよね。二つ目の条件は出来るわけな……、そういうことね。あらかじめ不可能な条件を私に突つきつけておけば、私がキャザー・リズの監視役をやめると思ったのね。

「これが条件だ」

　お父様の低い声が部屋に響ひびいた。こんな条件絶対おかしすぎるわ。でも、キャザー・リズの監視役を続けるには吞のむしかなさそうだし。

　正直なところ、キャザー・リズの監視役でなくても彼女を虐めることは出来る。けどやっぱり悪女として、一度決めたものはやり通さないとね。中ちゆう途と半はん端ぱな悪女なんて歴史に残らないじゃない。そんなみっともない真ま似ね、絶対に嫌よ。

「分かりましたわ」

　私は力強く答えた。

　お父様はまさか私が承しよう諾だくするとは思っていなかったのだろう。

　後悔しても知りませんわよ？　もっと、厳しい条件を出せば良かったって思わせてみせますわ。

「……小屋だぞ？」

「ええ、問題ありませんわ」

「二年間一人だぞ？」

　悪女は孤こ独どくなものだもの。これも修しゆ行ぎようだわ。

「分かっていますわ。ですが、本だけは支給してくださいね」

「レベル90……」

「習得してみせますわ」

　私は父の言葉を遮さえぎり、満面の笑みでそう言った。







　現在十八歳　シーカー家長男　デューク




　俺おれは小さい頃ころから国王になる運命だった。周りには絶えず人がいた。だけど、俺は本来自由を奪うばわれることが何よりも嫌きらいだった。

　母親は俺が幼い頃に他界した。母親はデュルキス国の人間ではない。俺のこの薄うすい褐かつ色しよくの肌はだは母親の遺い伝でんだ。母親の記き憶おくは微かすかにある。気が強くて芯しんがあり、曲がったことが嫌いで、誰だれよりも現実を見ていた。やや理想主義の親おや父じとは正反対だった。俺の考え方はきっとこの母親に似たのだろう。異国の女が王おう妃ひだ、とどれだけ陰かげで悪口を言われても全く動じない強い女だった。

　母親は病死だとされているが、実際は侍じ女じよに毒を盛られて殺されたのだ。俺にも異国の血が流れている。だが、俺にその凶きよう刃じんが及およぶことはなかった。俺は怒いかりに任せて、侍女を殺した。親父は俺がしたことを隠いん蔽ぺいするために母は病死だったと世間に広めた。

　その頃から俺は、誰も信用しなくなった。

　そんななか、貴族仲間の会話で時々登場していたのが、アルバート達の妹のアリシアだった。傲ごう慢まんで、自分勝手で、手に負えない女の子だと。俺はその話に、全く興味がなかった。世の中の大半の女は、皆我わが儘ままだと思っていたからだ。

　だが、アリシアは俺の想像をはるかに超えていた。

　初めて会った時は普ふ通つうの礼れい儀ぎ正ただしい女の子、という印象だった。

　だが、そんな彼かの女じよが突とつ然ぜんアルバートに剣けん術じゆつを教えてほしいと言ったのだ。彼女がそんな突とつ飛ぴなことを言うのは、俺達の関心を自分に向けたいからだと疑った。かつてそうやって俺に近寄ってきた女達がいたからだ。アリシアも、そんな彼女達と一いつ緒しよだと思っていた。そう……アルバートの腰こしから剣けんを抜ぬくまでは。

　初めて見み惚ほれた女がアリシアだった。鋭するどい瞳どう孔こうが未来を見み据すえているように感じ、彼女が発する言葉全てに惹ひかれた。アリシアがロアナ村に行っているという情報を耳にした時は、流石さすがアリシアだ、と思った。

　俺も一度はロアナ村に行くべきだと思っていたが、到とう底ていそんなことが許される環かん境きようじゃない。常に人に監かん視しされている状態だ。彼女が何かをする度たびに俺はどんどん彼女を好きになる。

　それとは逆に、彼女は周囲から嫌われた。平民から特待生で魔ま法ほう学園に来たキャザー・リズのせいだろう。彼女は大勢の人間が好む考えを持っている。だが、それが一いち概がいに良いい考えだとは言えない。現げん実じつ離ばなれしていることも多々ある。少し親父に似ていると思った。彼女は賢かしこいが、現実を知らなすぎる。

　リズが俺に好意を抱いだいていることはすぐに分かった。だが、俺の心は、どうしてかアリシアだけに向く。

　彼女が誘ゆう拐かいされたと聞いた時、生きた心ここ地ちがしなかった。

　アリシアがいなくなることなど俺には想像出来ない。彼女がすること全てを見守れるような寛かん容ような男になりたい。

　だが、同時に俺だけのものにしてどろどろに甘あまやかしてやりたいとも思う。俺がいなければ生きていけなくなるように……。しかし、彼女はそれを望まないし、どこかに閉じ込めておけるような女じゃない。閉じ込めてもすぐに飛び出してしまうだろう。

　彼女の魅み力りよくは俺だけが知っていればいい。

　それに、彼女はまだ幼い。

　アリシアの艶つやのある漆しつ黒こくの髪かみも、燃えるようなその黄金の瞳ひとみも、透すき通とおった可愛かわいらしい声も、先を見通した聡そう明めいな考え方や、困難や苦しさ、悲しみに打ち勝つ強さを秘めた心も、全てが美しい。彼女の近くにいると理性が飛びかける。自分が抑おさえられなくなるのが怖こわい。

　だから、彼女がもう少し大人になるまで見守ることにしよう。

　アーノルドがアリシアを二年も小屋に籠こもらせると聞いた時は腸はらわたが煮にえくり返かえった。だが、心の底ではどこか安心していたのだと思う。

　どんどん綺き麗れいになっていく彼女を見て、自分の心を制せい御ぎよ出来る自信がない。

　怒り、焦あせり、不安になっている俺にカーティスが言った。

「アリちゃんが小屋から出て来る時にはもう十五歳だから、これからは遠えん慮りよせずに押おせるね」と。

　そうだ、次にアリシアに会う時は、彼女はもう十五だ。

　……覚かく悟ごしてもらおう。彼女が出て来たら、俺の心を遠慮なく彼女に捧ささげるのだ。





終









　あとがき




　こんにちは！　大おお木き戸どいずみです。

「歴れき史しに残のこる悪あく女じよになるぞ」を最後まで読んで頂き本当に有あり難がとう御ご座ざいます。




　この物語は理想主義のヒロイン、そして現実主義の悪役令れい嬢じようの戦いを描えがいております。綺き麗れい事ごとばかり言っているヒロインにズバッと言いたくてこのお話を書こうと思いました。

　視点は基本的にアリシアなので、彼かの女じよの心情を知りながら読んで頂けると思います。アリシアは周りから酷ひどいことを言われていても悪女に近づいていると思っていて、心はハッピー気分です。ですが、視点を他の登場人物に変えて頂くとアリシアは何を言われていても無表情か、不敵な笑えみを浮うかべて毒を吐はいています。

　悪口を言われて最高！　と思っているのはアリシアだけです。そしてそれを顔には出さない……。怖こわい女の子ですね、アリシアちゃん。

　それを唯ゆい一いつ見み抜ぬいているのが、デュークです。勿もち論ろん、ジルやウィルおじいさんもですが、彼かれらにはアリシアが本ほん性しようを見せているので、ひとまず置いておきましょう。

　デュークはかなり早い段階でアリシアに惚ほれていますが、相手は五つも年下……。デュークは理性と数年間も戦わなければならなくなります。……頑がん張ばれ！　デューク！




　皆みな様さまは、理想主義ですか？　それとも現実主義でしょうか？




　いつもアドバイスを下さる担当様、そしてとても素す敵てきなイラストを描いて下さった早はや瀬せジュン様、本当に有難う御座いました。




　では、またいつか！





大木戸いずみ









電子書籍特典　書き下ろし短編『現在九歳　ジル』







　僕はアリシアが好きだ。彼女には幸せになってほしいと心の底から願っている。

　僕は彼女のいない世界では生きていけないと思う。それぐらい僕は彼女に依存しているかもしれない。尊敬、憧れ、色々な思いが詰まった情の中に恋愛感情もある。

　初恋は誰だと聞かれれば、間違いなくアリシアと答える。もしこのことを口に出せば「所詮しよせん、子どもの恋愛だろ？」と馬鹿にされるだろう。確かに、子どもの恋愛かもしれない。この先、アリシアよりももっと素敵な人に出会い、大人の恋愛をしていくのかもしれないが、僕にとっての優先順位は一生変わらないと思う。ずっとアリシアが一番だ。

　そのことを一度彼女に伝えたことがある。




「アリシアは僕にとって必要不可欠な存在だよ」

　僕の言葉にアリシアは本を捲めくる手を止めて、じっと僕の方を見た。彼女の美しい黄金の瞳に見つめられると全身がギュッと引き締まる。

「もし私が死んだら？」

「僕も死ぬと思うよ」

　それが僕の本心だった。アリシアがいない世界で生きていく自分を想像することが出来なかった。

「ジルはまだ子どもだからそう思うのよ」

　やっぱり。アリシアもそう思うんだ。僕が子どもだから……。

「いや、違うわね」

「え？」

「訂正するわ、子どもだからじゃない。経験値が浅いからそう思うのよ」

　アリシアは読んでいた本を閉じて、どこか納得した表情を浮かべた。

「経験値が浅いってそれは子ども扱いと同じじゃない？」

「大人でも経験値が浅い人なんて沢山いるわ。人との関わりが全くなかったり、恐怖心を覚えるような体験をしたことがなかったり……。とにかく経験値が浅いのと子どもなのは違うわ」

　アリシアは真剣な眼差しを僕に向けながらそう言った。

　ああ、彼女と出会えて本当に良かった。これまでに幾度となくそう思ってきたが、今この瞬間もそう思った。僕はなんて幸せ者なんだと実感する。

「ジルはこれから沢山の人に出会い、色々な体験をしていく、その中で考えが変わることもあれば、信念や常に持ち続けている志こころざしが変わらないこともある。ジルの中での私の存在も場合によって変わるかもしれないわ」

「それは変わらない」

　僕は即座に答えた。これだけは断定して言える。アリシアに抱くこの気持ちは何があっても一生変わらない。

「……そうかしら？」

「そうだよ」

　アリシアは一瞬固まったが、すぐに口元を緩めた。

「それは嬉しいわね」

　そう言ったアリシアの表情はとても無む邪じや気きで可愛いと思った。女性に対して可愛いと思ったのは彼女が初めてだ。アリシアは普段とても大人びた表情をしている。とても十三歳とは思えない顔だ。彼女は絶世の美女と言ってもいいぐらい美しい。貴族階級には沢山の美人がいるが、その中でも彼女の美しさは群を抜いている。

　顔だけで言えばキャザー・リズも顔は整っている。だが、綺麗で美しいと感じるのはアリシアだ。所作が美しい。お辞儀など一つ一つの振る舞いが丁寧である。キャザー・リズは平民だから仕方がない、というレベルではない。どんなに洗練された貴族のお嬢様でも、アリシアの行動の美しさにはかなわない。彼女は常に自信に満ち溢れて堂々としている。それがとても人を魅了するのだ。

「ジル」

　アリシアの言葉で僕はハッと我に返った。

「もしジルがこれから先、良い人に出会ったら私のことなんて忘れてくれていいからね」

「忘れることは絶対にないから」

　彼女の言葉に怒りを覚えたのか少し語尾が強くなった。もし僕の前に彼女より素敵な人が現れたとしても、僕が彼女を忘れることなど絶対にない。アリシアは憧憬の対象などという前に僕の命の恩人の一人でもある。じっちゃん──ウィルも僕の恩人だが、僕に希望を与えてくれたのはアリシアだ。

「お嫁さんの前では私の話はしない方がいいからね」

「どうして？」

「女心を理解できるようになったら分かるわ」

「……お嫁さんなんていらないよ」

「へぇ、本当に？」

　アリシアはからかうような目で僕を見る。きっと、僕が見栄を張ってそう言っているんだと思っているのかもしれない。

「ジルは顔も整っていて綺麗だから、いい男になるわよ。……魅力的な女性が沢山近寄ってきてくれるから安心ね。自然と素敵なお嫁さんが手に入るわよ」

「いい男になっても、本命の人が振り向いてくれなきゃ意味ないけどね」

「本命の人がいるの!?」

　アリシアは急に声を張り上げた。アリシアだよ、僕は心の中でそう言った。

「いないよ」

「本当に？」

　アリシアは好奇心に満ちた目を僕に向ける。余計なことを言ってしまったな。僕は自分の言ったことに後悔した。

　……もし、ここで恋愛感情としてアリシアのことが好きだと言えばどうなるのだろう。真摯に受け取ってもらえるだろうか。それとも、鼻で笑われ冗談と受け取られるかもしれない。だが、この関係が壊れるのを恐れる僕は、本当の気持ちなど言えない。僕には勇気とういうものがないのだ。

「ねぇ、ジル」

「何？」

「やっぱりお嫁さんはいた方がいいと思うわ」

　アリシアが僕に向かってあまりにも真面目な口調で言うので、思わず吹き出しそうになった。年齢を気にせず、九歳の少年にそんなことを真剣に言う人はいない。

「僕にはアリシアがいればそれでいいんだよ」

　僕は彼女に聞こえないように小さな声で呟いた。



















歴れき史しに残のこる悪あく女じよになるぞ




悪あく役やく令れい嬢じようになるほど王おう子じの溺でき愛あいは加か速そくするようです！
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